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カタブツ竜王の過保護な求婚










序　気の毒なお姫様




「やっぱり、奥様はもう長くないらしいわ」

「ええ？　それじゃあ、レイナ様はどうなるの？」

「本当の父親に引き取られるんじゃない？　だって、旦那様はご自分の子ではないって常々おっしゃっているもの」

「だけど本当の父親って……あの方でしょう？　本当に引き取ってくださるのかしら？」

「そうよねえ。ホント、奥様も酷なことをなさるわ。旦那様がなにもおっしゃることができないお相手だからって、あの方のお子までお産みになったばかりか、その後は乳母に任せて放ったらかし」

　館の裏手にある洗濯場での噂話。

　洗濯メイドたちは手よりも口の方を忙しく動かしている。

「だからあんな風に育ったのよ」

「仕方ないんじゃない？　産みの母親にはこの辺境の地に放置され、育ての父親には忌み嫌われているんじゃ、いくらこのお館が立派でもいたくないわ」

「それもそうね。私だったら耐えられない！」

「仕方ないとはいえ、本当にお気の毒なレイナ様」

「これからのことを思えば、さらにお気の毒なレイナ様」

　同情の言葉を口にしながらも、洗濯メイドたちはくすくす笑う。

　レイナは生垣の中に膝を抱えて座り、メイドたちが仕事をようやく終わらせて去っていくまで動くことができないでいた。

　もう〝お気の毒なレイナ様〟という言葉は何度も耳にしている。

　だから自分は気の毒なのだと小さい頃から知っていたが、七歳のレイナにはなにが〝気の毒〟なのかはよくわからなかった。

　お父様やお母様に会うことはできなくても、乳母のノーラは優しく、自由に外で遊ぶことだってできる。

　家庭教師がよく言う〝立派なお嬢様〟のように、部屋の中でじっと座って刺し繍しゅうなどしなくてもよいのだ。

　とはいえ、いつまでもここにいてはノーラに心配をかけてしまう。

　レイナは生垣から這はい出ると、桶に残った水に自分を映し見た。

　野暮ったい赤みがかった茶色の髪に、なんの特徴もない茶色の瞳よりも目立つそばかす。

　辺境伯である育ての父親は黒髪に紺碧の瞳、王都で華やかな生活を送っていた母親は銀糸のような髪色にエメラルドのような緑色の瞳らしい。

　館にやってくる着飾った綺麗な人たちはレイナの姿を見て先ほどのメイドのようにくすくす笑うのだから、この容姿が〝お気の毒〟なのかもしれない。

　桶の中に映った自分をじっと見つめていると、近くの茂みからカサカサと小さな音がすることに気付いた。

　兎うさぎでも入り込んでいるのだろうかとそちらに向かうと、青色の小鳥がパタパタと羽をばたつかせている。

　小鳥はレイナに気付いて逃げようとしたが、怪我をしているのかうまく動くことができないらしい。

「まあ、かわいそうに」

　そう言って手を伸ばすが、小鳥は必死にくちばしで突いて抵抗する。

「大丈夫よ。意地悪なんてしないわ。手当してあげるから、おとなしくして。でないと他の人に見つかったら、猟犬の餌にされてしまうわ」

　レイナが優しく話しかけると、まるで人間の言葉を理解しているようにぴたりと動きを止めた。

　その姿がおかしくて、レイナはくすくす笑いながら小鳥をそっと手のひらに載せ、生垣から出た。

　それから小鳥をスカートの中に隠す。

　辺境伯の娘らしい上質の布で誂あつらえた衣服は残念ながらあちこち擦り切れ汚れているが、それを心配する者も咎とがめる者もいない館の中を急ぎ足で駆け抜け、自分の部屋へと入った。

　館は辺境伯が住むに相応しく荘厳で大きく館内も広いのだが、レイナが立ち入ることを許されているのはほんの一角だけである。

　普段、父や兄弟がどのような場所で暮らしているのか知らなくても、レイナに不満はなかった。

　レイナの部屋は狭いが、居心地のいい居間兼勉強部屋と寝室、洗面室があるのだから十分である。

　部屋にはいつものように心配そうな表情で乳母のノーラが待っていた。

「まあ、レイナ様！　お捜ししていたのですよ。またお勉強をサボって抜け出しましたね？」

「ノーラ！　大変なの！」

「どうされたのですか？」

「小鳥が怪我をしていたの！」

「また拾っていらっしゃったのですね」

　レイナが傷ついた小動物を拾ってくるのはよくあることで、ノーラは呆れたようにため息をついた。

　スカートの中から出てきた小鳥は、レイナの小さな手のひらの上でおとなしくしている。

　ノーラが慣れた様子で救急箱が置いてある洗面室に向かうと、レイナはホッとして小鳥をチェストの上に置いた。

　小鳥はレイナを信用しているのか、抵抗する元気がないのか動かないので、どんな怪我をしているのかじっくり観察できる。

　レイナの両手ですっぽり包み込めるほどに小さな青色の鳥は、窓から差し込む日差しを浴びて輝いているようだ。

「あなた、まるで晴れ渡った空のような色だわ。とても綺麗」

　すっかりおとなしくなった小鳥はレイナの言葉にまるで礼でもするように頭を下げた。

　それがおかしくてつい笑ってしまう。

　だがそっと右側の羽を広げると歪ゆがんでおり、レイナは表情を引きしめた。

　どうやら骨が折れているらしい。

　そこにノーラが小鳥を休ませるための籠と救急箱を持って戻ってきた。

「レイナ様、お約束は覚えていらっしゃいますね？」

「ええ、わかっているわ。小鳥は怪我が治ったら、自然に返す。でしょ？」

「はい、よくできました。ですからあまり情を移されませんように。別れがおつらくなりますからね」

「……わかっているわ」

　もうすぐこの館ともお別れなのだろう。

　そうなるとノーラとも離れないといけないかもしれない。

　今後どうなるのか、レイナは不安を抱えながらもノーラに笑って答え、小鳥の治療に専念した。










一　押しつけられた縁談




　アンテルシア大陸において、長い歴史と広大な国土を誇る『フロメシア王国』。

　王都フリシアの中央には、高い城壁に囲まれた、フロメシア王の住まう王宮がある。

　そこでは、数々の庭が競い合うように花を咲かせて華やかな色彩を輝かせているのだが、なかでも王のお気に入りは、王族たちの私的空間である奥宮にある中庭だった。

「まさかこのように素晴らしい場所にお誘いいただけるとは、嬉しい限りでございます」

　目に眩まぶしいほどに光る新緑、色とりどりに咲き乱れる花々に囲まれ、ひっそりと建つ東あずま屋や。そこで勧められた椅子に腰をかけた青年が、謝辞に添えて感嘆の思いを口にした。

　しかし、その優しげな笑みはどこか油断ならないものを感じさせる。

　向かいの席に着いたこの王宮の主である現フロメシア王ラクスは、白髪交じりのくすんだ茶色の髪を傲慢な仕草で後ろにかきあげつつも、にこやかな笑みにすべてを隠して頷いた。

「気に入っていただけたようでよかった。ここは特に余が好んでいる場所で、立ち入る者も少なくゆっくりできる。貴殿とも本音で話せると思ってな」

「……このたびの条約ではご納得いただけませんでしたか？」

　穏やかに問いかけて、青年はお茶の入ったカップを口へ運んだ。

　交渉に臨む上で一番まずいのは冷静さを失うことだ。その点、この青年――『ユストリス王国』王太子付秘書官であるフィルは、この場にもってこいの人物だった。それ故、特使として派遣されたのだ。

「いや、我々の行いを顧かえりみれば寛大なほどだと思う」

「――しかし？」

　相変わらず笑みを浮かべたままのラクスを直視することなく、フィルは曖昧な返答の先を促した。

「やはり賠償金額が大きすぎるのだ。ご存じの通り、我々は先の災害で大損害を被り、民の生活も苦しくままならない。その上、あのような賠償を求められてはさらに民を苦しめることになる」

「なるほど……」

　数カ月に及ぶ期間、事前協議があったにもかかわらず、今になってラクスが不満らしきことを口にしても、フィルに動揺は見られなかった。

　ただ内心でラクスの傲慢さを嫌悪はしていた。

　そもそもこの交渉は先の戦での敗戦国であるフロメシアに対する、ユストリス側の恩情である。

　一昨年の世界的大干ばつから続く災害に、フロメシアは飢き饉きんに陥った。

　そのため大陸の北方に国土を持ち比較的被害が少なく、食物も豊富な獣人の国――ユストリスにフロメシアは無謀にも攻め入ったのだ。

　結果、無残にも敗北。

　本来ならばそのまま属国にされてもおかしくはなかった。

　それを賠償と国王ラクスの退位、それに伴う首脳陣の退陣、王太子レグルの即位という破格の条件をユストリス側は提示したのだ。

　そもそもこの交渉は、この条約が締結され次第退くことになるラクスではなく、もうすぐ即位するレグルたち新首脳陣と行われていた。

　ここでラクスが口を挟んでくるのは、条件の反故も同然である。

　フィルは庭園を再度見渡し、ため息をのみ込んだ。

　交渉のためにフィルたちが滞在している間、フロメシア王宮では華やかな宴が繰り広げられていた。

　交渉団をもてなし、少しでも心証をよくしようとの考えだったのだろうが、フィルたちの心は冷めていくばかりだった。

　今、ラクス王が口にしたように、フロメシアの民は貧困に喘いでいる。

　それなのに王宮の者をはじめ、貴族たちは変わらぬ贅を尽くした生活を享受しているのだ。

　新国王となるレグルは二十四歳とまだ若く、経験不足は否めないが、それらを是正してくれるだろうとの期待は交渉の段階で持てた。

　レグルがラクスたちに対して苛立ちを感じていることは、はたから見ていてもわかることだった。

　だからこそ、ユストリス国王から全権を一任されていたフィルは従属を求めるまではしなかったのだが――。

　ここで怒りに任せて退席することも可能ではあったが、フィルがこの王宮に滞在している間に得たある情報がそれをさせなかった。

　たった今思い浮かんだ一案は主である王太子には反対されるだろうが、国王ならば賛同してくれるはずだ。

　だがフィルの考える新たな条件をラクスに悟られては、逆に利用されかねない。

「……私の一存では決められませぬゆえ、ただちに持ち帰り王へとお伝えいたしたく、これにて失礼してもよろしいでしょうか？」

　一瞬の沈黙の後に、フィルは立ち上がり一歩下がると、深く頭を下げて敬意を表しつつ答えた。

　これに当然のようにラクスは頷く。

「もちろんだ」

「それでは、お目汚し失礼いたします」

　そうひと言告げたフィルは東屋から駆けるように飛び出し、瞬く間にその姿を大鷲わしへと変えて空へと飛び立った。

「――ふんっ、汚らわしい獣人が」

　その後ろ姿を見送ったラクスは侮ぶ蔑べつの言葉を吐き出し、東屋から去っていった。




＊　＊　＊




「嫌！　嫌よ！　絶対にあんな野蛮な国へなんて嫁がないわ！」

　フロメシアの王女ルルベラは美しい顔に涙を流して嘆いた。

　お付きの者たちは大切な姫が泣いていることにおろおろとしていたが、兄であるレグルだけはうんざりした面持ちでため息をついた。

　レグルの妹であるルルベラは、レグルの母でもある王妃の美貌を受け継ぎ、その美しさから〝フロメシアの宝石〟と讃えられている。

　金糸を紡いだような髪に澄んだ湖のような瞳の王女は、王宮に出入りする吟遊詩人たちの心をとらえ、愛の詩を歌わせた。

　だが両親に甘やかされて育ったルルベラは見かけとは違って、かなりわがままに育ってしまっていた。

　レグルから見れば、はっきり言って性格は悪い。

　今年十八歳になるこのわがまま姫にレグルは手を焼いているので、嫁に行ってくれるのなら万々歳である。

（いや、しかし……ユストリスとの関係が悪化する可能性の方が高い）

　いまだクッションに突っ伏して悲劇の姫のように啜すすり泣くルルベラを見下ろし、レグルはこめかみをさすった。

　そもそもこんなことになったのは、父であるラクスが勝手にユストリス側に条約に関する条件の変更を求めたことが発端なのだ。

　その結果、ユストリスからの返答は賠償金を減額する代わりにフロメシアの王女をユストリスの王太子の花嫁とすることだった。

　要するに体ていのいい人質である。

　ただこの条件は――たとえラクスが勝手に申し出たことであるとはいえ、賠償金の減額になるのならレグルにとってはかなり有難いものだった。

　そこでルルベラを説得しているのだが、現状がこれである。

　レグルは再び大きなため息をついて、窓の外へと目を向けた。




＊　＊　＊




「ねえ？　あなたにはもったいない話だと思わない？　でも有り難く受けるべきよ。レグルお兄様にそう言ってきなさいよ」

「わ、私ではユストリスの方もご納得いただけないのではないでしょうか……？」

「そんなこと私には関係ないわ。向こうは王女を望んでいるんだから、あなたで十分でしょう？　私は認めないけれど、一応名目上は王女なんだから」

「ですが……」

　いきなりルルベラの部屋に呼びつけられ――突然なのはいつものことだが――命じられた内容にレイナは驚き、どうにか断ろうとした。

　だがルルベラは聞き入れない。

　そもそも自分はルルベラの言う通り名目だけの王女である。

　辺境伯夫人だった母が亡くなり、本当の父親であるフロメシア国王に引き取られたのは七歳の時であるが、それから十年経った今も野暮ったい容姿は変わっていない。

　そばかすは薄くはなったものの、ルルベラやその周囲からは田舎娘と嘲笑され蔑さげすまれていた。

　ユストリス側はルルベラを望みながらもレイナの存在を知らず〝フロメシアの王女〟という条件にしてしまったのではないか。

　レイナが嫁いではさらにユストリス王国の怒りを買い、また戦が始まるのではないか。

　そんな恐れから、レイナはいつもと違ってルルベラの命令に従うことができなかったのだ。

　しかし、ルルベラにレイナの気持ちが理解できるわけもなく――そもそもするつもりもなく、怒りのままに目の前に立つレイナに向かって持っていたティーカップを投げつけた。

「さっきからなんなの!?　私に口答えするのは許さないって言ったわよね？　あなたは妹でもなんでもないの。ただの居候でしかないんだから、こんな時くらいこの国の王女である私のために役に立ちなさいよ」

「……申し訳ありません」

「はあ？　聞こえないわ。それに、さっきからあなたずっと立って私を見下ろしているんだけど、何様なの？」

「申し訳ありません！」

「ちょっとぉ。大きな声を出さないでよ、うっとうしい」

　レイナは膝をついて頭を下げたが、ルルベラは許してくれそうにない。

　そんな姿を見て、ルルベラの侍女たちはくすくす笑っている。

「ああ、もういいわ。あなたの顔をこれ以上見ているだけで不快だから」

　言いながら、ルルベラは犬でも追い払うように片手を振る。

　レイナは内心で安堵しながら、できる限り低い姿勢でルルベラの前から去ろうとした。これでやっと癇かん癪しゃく持ちのわがまま姫から解放されると。

　そこに、独り言のようにルルベラが呟く。

「あ、そうそう。居候は仕方ないにしても、年老いた役に立たない使用人をいつまでもここに置いておくわけにはいかないわよね。そもそも居候のくせに使用人がいるのがおかしいのよ。今すぐ解雇するようお父様にお願いしないとダメね」

　部屋から出ていこうとしていたレイナは、『年老いた使用人』が誰のことを言っているのかに気付いて足を止めた。

　慌てて引き返し、ルルベラの足元に膝をついて懇願する。

「お待ちください！　ノーラは……皆は――」

「誰に向かって口を開いているの？　私はあなたに発言の許可を与えていないわよ。目障りだから早く消えてちょうだい」

「ですが――」

「しつこいわ！」

　ルルベラはレイナの訴えを聞き入れることもなく一蹴すると、新たに淹いれられたお茶の入ったカップを今度はレイナの頭上でゆっくり傾けた。

　その熱さに怯ひるみながらも、レイナは額を床にこすりつけんばかりに頭を下げる。

「そうね。この王宮に年老いた役立たずの使用人はいらないけれど、ユストリスでなら必要とされるかもしれないわね。だって、獣人の国になんて誰も行きたがらないでしょう？　ねえ？」

　ルルベラが問いかければ、侍女たちは大きく頷いた。

　レイナはその言葉の意味を悟って、顔を伏せたまま口を開いた。

「私は……ユストリス王国へと参ります。お兄様に――陛下にそのようにお願いしたいと存じます」

「まあ、なんてずうずうしいのかしら。私の縁談を奪おうなんて。でも仕方ないわね。かわいそうな居候のあなたに譲ってあげる。獣人の国ならあなたも少しは醜さが目立たないかもしれないものね」

「……ありがとうございます」

「そんな言葉じゃ足りないけれど、これ以上あなたが目の前にいる方が耐えられないから今すぐ出ていきなさい。そしてお兄様に今のように床に這いつくばってお願いすればいいわ」

　レイナはルルベラと侍女たちの馬鹿にした笑い声を背に、急ぎ退室した。

　髪もドレスも濡れたまま廊下を進むレイナから使用人たちは目を逸らし、顔を背ける。

　だが王宮の中でも王族たちが住む棟へと出入りを許された身分が高い貴族や政務官たちは、真っ直ぐにレイナを見て笑った。

　それらもレイナにとっては慣れているので気にすることもなく、居住棟の一番隅にある自室へと戻った途端、ノーラの悲鳴じみた声があがった。

「レイナ様！　またルルベラ様にひどい仕打ちをされてしまわれたのですね！」

「……こんなことは大したことではないわ。それよりも着替えたらすぐにお兄様にお手紙を書きたいの」

「陛下にお手紙……それほど逼ひっ迫ぱくされていらっしゃるなど、またどのような無理難題を押しつけられたのですか？」

「……簡単なことよ」

　普段、レイナは自分から王族――義理の家族に連絡を取ることなどしない。

　よほどのことがあったのだろうと、ノーラは心配した。

　だがレイナは詳細を答えず、小さく微笑んだ。
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　兄王に手紙を書いてからひと月あまり。

　レイナの〝願い〟は無事に聞き入れられ、フロメシアの王女としてレイナは花嫁行列の中にいた。

「すごい……立派な牆しょう壁へきね……」

　車窓にかかったビロードのカーテンをそっと開け、外の様子を覗いたレイナは感嘆して呟いた。

　馬車の速度が落ち、車外の従者たちの浮き立った声から王都が近いことに気付いたのだ。

　レイナの乗った四頭立ての馬車の車体には、最高級の無む垢く材を使用しており、クッションのきいた座席には、カーテンと同じ深紫のビロードが張られ、とても座り心地がいい。

　それでもこれまでの道中での馬車の揺れは体に負担が大きく、この旅に付き従っている者たちはさぞかし大変だろうと心配していたので、ようやく終着点が見えてホッとした。

　小さな窓から見えるのは、王都を囲む牆壁に出入り口となる外門。

　ユストリス国内にはたくさんの要塞都市があり、王都は特に大きいと聞いてはいたのだが、さすがにこれほど大きく立派な牆壁を構えているとは思っていなかった。

　それだけ昔は人間からの迫害が強かったのだろう。

　獣人と呼ばれる種族は人間と同じように遥か昔からこの世界に暮らしてきたのに、圧倒的多数の人間からいつしか差別されるようになったらしい。

　それはおそらく人間にはない獣人の力――虎人や犬人には鋭い牙、鳥人には空を飛ぶ翼、熊人には強い力、そして皆に共通する鋭い爪を恐れたからだ。

　ユストリスに数多くある要塞都市は、人間から迫害を受けた獣人たちが身を寄せ合い、お互いを守るために築かれた街である。

　人間の住みにくい北の大地に点在していたそれらの街がいつしか助け合い、交流していくうちに生まれたのがユストリス王国だった。

　当初は並外れた力を持った獣人たちの国を人間は恐れた。

　しかし、獣人たちは特に人間に仕返しとして攻め入ることもなく、ひっそりと暮らし始めたらしい。

　そのため、長い年月が過ぎるとともに、人間は獣人たちが持つ本来の力を忘れ、侮るようになっていったのだ。

　ユストリス王国は荒れた大地を常人ではない力で開墾し、作物を育て、山から鉱石を掘り起こし、鉄を打ち、十分に自国内だけで生活できるだけの力をつけていた。

　ただやはり北の大地ではどうしても手に入れられないものがある。

　それらを得るために人間たちと交易し、対価に金を支払った。

　幸いにもユストリス国内には金鉱山があったのだ。

　フロメシア王国をはじめとして、各国はユストリスの金鉱山を狙っていた。

　そこにこのたびの災害で窮地に陥ったフロメシア王国は周辺諸国と手を組み、ユストリスへ攻め込んだ。

　ところがユストリス王国は簡単に打ち破り、諸国を驚かせた。

　獣人たちに力があるとはわかっていたが、大国であるフロメシアをあれほど簡単に退けられるのか、と。

　眠れる獅子を起こしてしまったも同然の出来事に人々は、これから獣人は次々と人間の国を蹂じゅう躙りんし始めるのではないかと恐怖した。

　しかし、ユストリス側が望んだのは賠償であり、蹂躙ではなかった。

　さらには人間が驚くほど、ユストリス側の要望は高くなかった。――人道的と言えるほどに。

　そこに降ってわいたフロメシア王女とユストリス王太子の婚姻による同盟に人々は慄おののき、王女に同情した。

　なぜなら今回の戦に姿を現したユストリス王太子の真の姿――獣に変化した姿を見た者たちは皆が恐怖のあまり記憶を失くすほどだったからだ。

　そのため、ユストリス王家の者たちがなんの獣人なのかは未だに知られていない。

　ただ恐ろしい獣人の花嫁となるフロメシア王女の犠牲に感謝しつつも、戸惑ってもいた。

　今までルルベラ以外の王女の存在を知らされていなかったからだ。

　ひょっとして偽者なのではないかとの噂が広まったが、特にユストリス王国から抗議を受けることもなくそのまま縁談は進められた。

　レイナのことは貴族でも知らなかった者が多く、簡単に騙されている獣人は体力だけで、頭脳はさっぱりらしいなどと嘲笑する者もいたほどだった。
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　フロメシア新国王となったレグルは今までの国政の在り方を変えるべく、新首脳陣と目まぐるしく働いていた。

　とある書類に署名を終えたレグルは次の仕事にとりかかろうと、うずたかく積み上げられた書類に顔を伏せたまま手を伸ばした。

　そこで固いものに手が触れ、視線を向けて思わず舌打ちする。

　妃候補である令嬢たちの釣つり書がきと小さな肖像画の山に間違えて手を伸ばしていたのだ。

　これまではのらりくらりとかわしていた結婚も、王位に就いた今は逃れられない。

　レグルはうんざりして大きく息を吐くと、椅子から立ち上がり、中庭を見下ろした。

　そして、いつものようにレイナを捜していることに気付いて自嘲する。

　レイナはすでにユストリスへと旅立ったのだ。

　ひと月前、レイナから手紙を受け取ったレグルは驚いた。

　妾腹の娘であるレイナは、たった七歳で王宮に引き取られてから常にレグルたち義理の家族に遠慮し、自分から声をかけてくることもなかった。

　それでもレグルはなにかと気にかけていた。

　レイナ自身は生まれになんの罪もないのに、義理の母や姉のルルベラはもちろん、実の父親であるラクスからも嫌悪され、それが気の毒に思えたのだ。

　しかし国王である父に逆らうこともできず、無力な自分に苛立ちを募らせていたが、ある日こうして中庭を見下ろしたレグルは地味な姿で庭仕事をするレイナを見つけたのだった。

　どうやらレイナは王宮内よりも外で過ごす方が好きらしい。

　質素な姿で楽しそうに庭仕事をするレイナを何度か見かけたレグルは、ついに行動を起こして遠乗りに誘った。

　それ以来、公務での外出以外はできるだけレイナを連れて出るようにしていた。

　レイナは王宮を離れるとよく笑う。

　そんなレイナをあまり縛りつけないような気のいい男のもとに嫁にやり、早く王宮から出してやりたいとは思っていた。

　とはいえ、レイナも王女であることに変わりはない。

　さらにはレグルにまだそこまでの発言権はない。

　悩んでいたところに父王が周辺諸国と同盟を組み、愚かにもユストリスに侵攻を開始したのだ。

　レグルたち若手がどれだけ反対しても聞き入れてもらえず、結局はあっけなく敗戦。

　フロメシアの負った痛手は大きかったが、ひとつだけ幸いなことに老害でしかなかった首脳陣を父とともに政治から排斥できたのだ。

　そこから始まったユストリス王国側との交渉は有難いことに順調に進んだ。

　当然ながらレグルは、父たちのように獣人の知能が低いなどとはまったく思っていなかったが、これほど敗戦国に温情を示してくれるとは予想外だった。

　ただでさえ国庫が困窮しているフロメシアにとって賠償金は大きな負担となる。

　それでも国土やこれ以上の民の命を失わずにすむのなら安いものだと、レグルは条件に応じた。

　だが父王であるラクスが勝手に交渉し、それにユストリス側が応じたのは誤算だった。

　とはいえ、賠償金減額とわがままなルルベラの引き取り手が見つかったことに安堵したのは事実だったのだが――。

（ルルベラがレイナにこの縁談を押しつけることは予想すべきだったな……）

　レイナからの手紙には、今回の縁談はぜひ自分が受けたい、とあったのだ。

　それがレイナ自身の希望でないことは子供でもわかる。

　まだ内密であるはずの縁談を知っていたこともそうだが、自分へ持ちかけられてもいない――ましてやルルベラへの縁談をレイナが望むはずはなかった。

　ルルベラを咎めようとして、レグルはふと考えを変えた。

　これはレイナにとってはもってこいの縁談ではないのか、と。

　交渉の席で獣人たちが聡明であることはすぐにわかった。抜け目がないほどに。

　そんな彼らが自国の王太子とフロメシア王女との結婚を条件にするのだから、きっとなにか意図があるのだろう。

　しかし、戦でも交渉でも冷静かつ道義的だった彼らが花嫁を無体に扱うはずがない。

　レイナを嫁がせることにしたと伝えても、彼らは驚きも怒りも見せることはなく、淡々と応じた。

　やはりレイナはこの王宮に閉じ込められているよりずっと幸せになれるだろう。

　そう判断したレグルは、今できる限りの花嫁道具をそろえてレイナをユストリスへと送り出したのだった。
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　そんな兄の思いは知らないままに、レイナはこの縁談が進められたことでホッとしていた。

　ルルベラをこれ以上怒らせることもなく、さらにはユストリス国との同盟の証として、人間と獣人との懸け橋として、やっと役に立てるのだ。

　大門を入る前にきっちり閉められてしまったカーテンの向こうから聞こえてくる街のざわめきは、人間の街のものと違いがあるようには思えない。

　ルルベラは獣人を嫌悪していたが、レイナはその姿を何度か目にしたことがあり、嫌悪どころか憧れに近いものを抱いていた。

　交渉官のひとりが飛び立つところを偶然見て、あのように自由に大空を飛べたらどれだけ気持ちがいいのだろう、と。

　それにふわふわのしっぽや耳は大きな体たい躯くをかわいく見せ、できれば触ってみたいと思っていたほどである。

　ただユストリス側が、レイナが妾腹の娘だという事実に腹を立てないかということだけが心配だった。

　交渉団はレイナの存在を噂のように偽者と疑うことはなく――どうやら匂いで血縁関係がわかるらしい――順調にここまで輿こし入いれは進んだ。

（でも王太子殿下は侮辱されたと思われるかもしれないわ……）

　自分だけに腹を立てられるのならいい。

　だがノーラたちにまで怒りが及ぶかもしれないと今になって考え、レイナは深くため息をついた。

　いつも自分は皆に迷惑をかけてしまう。

「姫様、そのようにみっともないことはなさらないでください」

「は――っ」

　突然発せられた声に驚きつつも返事をしようとしたレイナだったが、パシンと膝を鞭むちで叩かれ、悲鳴をのみ込んだ。

　王太子が自分を受け入れてくれるだろうかという心配に気を取られ、すっかり忘れていた存在。

　それが目の前に座る花嫁教育の達人らしいアデル夫人である。

　ただし、真偽のほどはわからない。

　アデル夫人はルルベラが言うにはレイナのためにわざわざ遣わしてくれた教育係なのだ。

　そのせいか、それともレイナを単に嫌いなのか、かなり厳しく何度も鞭を振るわれていた。

　ルルベラの存在を除けば自由に育ったレイナにとって、このひと月はまるで拷問のような日々だった。

　だがこれを乗り切れば、きっと王太子殿下との結婚生活だって楽園にいるように感じられるに違いないと、自分を励まし耐え抜いた。

　そしてもうすぐ、この血と涙と汗を流した日々ともお別れできるのだ。

　アデル夫人は婚礼を見届けた後、フロメシアに戻ることになっている。

　まさか、このような形で婚礼の日が待ち遠しく思えるとは予想だにしていなかったが。

　ため息ひとつでみっともないと鞭で打たれることに不満はあるが、ここは逆らわない方が得策だろうと、レイナはアデル夫人のように背筋をぴんと伸ばして座り直した。

（あと少し、あと少しの我慢だもの）

　最近ではすっかりおなじみになった呪文を心の中で唱える。

　レイナの隣では、ノーラがギュッと唇をかみしめていた。

　その向かい側、アデル夫人の隣に座る侍女のアンヌもまた、目を伏せ口を挟むのをこらえているようだった。

　ふたりともアデル夫人の教育方針には反対なのだ。

　だが身分差が異を唱えることを許さず、こうして我慢せざるを得ないのである。

　アデル夫人はかなり苛立ちが募っているらしい。

　レイナにとってはお付きの者たちへの心配の他に問題はなかったのだが、アデル夫人の機嫌は国境を越えてから特に悪くなっていた。

　おそらく国境を越える時のちょっとした悶着が原因だろう。

　迎えに現れたユストリス王国の一団が、花嫁行列を守る騎士たちの入国を拒んだのだ。

　結局はレイナが判断を下し、王宮に引き取られてからレイナのそばに従ってくれていた近衛騎士――面倒を見てくれた子守りとも言うのだが、その五人を残し、他の騎士たちは引き揚げることになった。

　いくらユストリスの国力が強大であっても、ここでわざわざフロメシアとの同盟を反故にするような真似はするまい。少なくとも身体的に危険が及ぶことはないだろう。

　そう考えたレイナの柔軟な判断に気付いてか、ユストリス側の代表者であるフィルは満足げに頷いていた。

　荷運びの者たちも大半は騎士たちと共に戻ることになり、レグルが持たせてくれた花嫁道具はユストリス王国側の者たちが引き受けることになったのだが――。

　フロメシアの人間たちが数人がかりで引いていた重たい荷車も、たったひとりの獣人だけで引いている。

　レイナはさすがだなと思ったのだが、アデル夫人はすべてが気に入らなかったらしい。

　とはいえ、この旅もようやく終着点に到着したのだ。

　夫となる王太子といよいよ対面することになると思い、レイナは膝の上に置いた手をギュッと握りしめた。

　しかし、馬車が止まってもなかなか扉は開かれない。

（ひょっとして、今になって私じゃダメだってなったんじゃ……）

　もしここで引き返すことになれば恥をかくどころか、今以上に蔑まれてしまう。

　同じように蔑まれるのなら、せめてフロメシアの役に立った方がいい。

　この縁談が破棄され、また多額の賠償金を負うよりも悪いことはないのだ。

　ユストリスでのレイナの立場が悪いものであったなら、ノーラたちには精一杯のお金を渡して祖国に帰ってもらおう。

　レイナはどうにか王太子に縁談を受けてもらわなければ、そのためにはどんなことでもしようと覚悟を決め、改めて背筋を伸ばした。

　ようやく馬車の扉が開かれる音がする。

　外から爽やかな風と同時に懐かしい香りがふわりと漂い、レイナはアデル夫人の教えも忘れてつい首を伸ばして外へと目を向けた。

　辺境伯であった義父の領館の近くに広がる森と同じような香り。

　このように栄えている街、しかも王城で香るわけがないが、ひょっとして規模の大きな庭があるのかもと、レイナは心躍らせた。

　そこへ正面に進み出てきた人物が頭を下げる。

　さらりと柔らかく揺れた髪は、どこまでも澄んだ空のような青。ゆっくりと上げた端整な顔立ちの中で静かに燃えているのは金色の輝く瞳。

　まるで神話の中から現れた太陽神のような青年の登場に、ノーラとアンヌだけでなく、アデル夫人までもが息をのんだ。

　ただひとり、レイナは香りのことも忘れ魅入られてしまったようにじっと見つめていた。

（目が離せない……。美しさならルルベラ様で慣れているのに、どうしてこんなに惹きつけられるの？）

　青い髪が珍しいからでも金色の瞳が怖いからでもない。

　ぼうっとした頭に、低いながらも耳に心地よい涼やかな声が響く。

「フロメシアの姫君、ようこそ我が国、ユストリスへ。私はユストリス王国王太子カインと申します」

「それでは、あなたが……」

　馬車から降りるために差し出された手を、レイナは無意識に取り、呆然とカインを見上げて呟いた。

「……ええ、あなたの婚約者です」

　カインはうす暗い馬車の中から降り立ったレイナを目にして、わずかに眉を寄せたように思えたが、一瞬後には何事もなかったような表情で頷いた。

　長身であるためか、カインはすらりとした印象ではあるが、すぐそばに立てばがっしりとした体つきであることがわかる。その上、レイナの手に添えられている左手も容姿に似合わずかなりがっしりとしている。

（殿下はなんの獣人なのかしら……）

　ふわふわのしっぽもなければ耳もない。

　ひょっとしてフィルのように翼が生えて空を飛べるのか、などとぼんやり考えているうちにカインは手を離し、踵を返してすたすたと歩き始めた。

　つられてレイナも城の中へと歩を進める。

　その時――。

「姫様！」

　強い口調でアデル夫人に呼び止められ、レイナは「あら……」と我に返ったような声を漏らして、足を止めた。

　危うく皆を置き去りにするところだった。しかも出迎えてくれた人たちを無視するなど、かなり失礼である。

　しかし、そのやり取りを察したカインがわずかな苛立ちを見せて口を挟んだ。

「姫君は長旅でお疲れでしょう？　皆への紹介と挨拶は後ほどとして、今はひとまず用意した部屋にてゆっくりと休んでいただきたいのです」

「そのようにありがたいお申し出をいただき、感謝いたします。殿下、ありがとうございます」

　レイナが膝を折って礼を述べると、アデル夫人は嫌悪の表情を浮かべつつもそれ以上はなにも言わなかった。

　この国の王太子であるカインにもの申すことなどできるわけがないのだ。

　レイナは心軽くカインと共に城内へと入っていった。

　後ろにノーラやアンヌが心配そうな面持ちで続く。

「驚きました。まさかこんなに早く、殿下にお会いできるとは思っておりませんでしたから。でも嬉しい驚きですね！」

　こうしてわざわざ迎えに来てくれ、レイナの体を気遣ってくれる。

（心配することもなかったみたい。きっとカイン様なら私を、ノーラたちを追い返したりなんてなさらないわ）

　言葉通り本当に嬉しそうに微笑むレイナに面食らったのか、カインはなにも言わずに琥こ珀はく色の瞳をすっと逸らしてしまった。

　それでも気にならない。

　レイナにとっては幸先のいい始まりに、長旅の疲れもすっかり忘れていた。










二　望まれぬ花嫁




「レイナ様、本当にお幸せそうですね」

　猫の獣人であるメイドのひとりが長いしっぽを機嫌よさそうに揺らしながら、レイナの結い上げた髪――今では栗色と呼ぶにふさわしい美しい髪に可憐な白い花を器用に差し込んで声をかけた。

　ユストリス王国は獣人たちが集まって建国された国ではあるが、今では人間も人口の二割程度が暮らしており、利害関係などで上流階級の間でも人間との婚姻関係が結ばれ始めてはいる。

　だがやはり王城に仕える者たちは、下働きの者たちまでほとんどが獣人で占められているのだ。

　レイナが今日の婚礼のためにまとった繻しゅ子す織おりのドレスは、首元から細い手首、足先までしっかりと覆い、見事な花刺繍と相まって清楚な雰囲気を漂わせている。

　それでも上半身はぴったりとした身ごろで女性らしい曲線を描き、腰から下には幾枚かのふわりとしたシフォンが重なり合い、表面をラッセルレースが飾り、優しい透明感を出していた。そして、そのすべてが純白である。

「だって、もうすぐなのよ？　昼過ぎにはもう私はカイン様の妻になっているのだわ……」

　喜びに顔を輝かせ、レイナがその心情を吐露すると、メイドたちはくすくすと笑いをこぼした。

　ユストリス王国のメイドたちにとって、当初レイナは侵入者であり、警戒されていた。

　しかし、ほんの五日ほどお世話をしただけで、レイナに差別意識がまったくないことが伝わったのか、心からフロメシア王国の王女であるレイナを歓迎するようになっていた。

　獣人は鼻が利くだけでなく、感情の変化にも敏感らしい。

　そんな浮かれた雰囲気の中で、嫁入り支度を見守っていたアデル夫人がこほんとひとつ咳払いをすると、途端にレイナだけでなくメイドたちまで慌てて口を閉ざし背筋を伸ばした。

　メイドはしっぽをぶわっと広げてはいるが、表情に感情は表れていない。

　アデル夫人は明らかに獣人たちを嫌悪している。

　ただ花嫁であるレイナが夫人を苦手としていることもわかっていたので、メイドたちは反感を持ちながらも態度には出さなかった。

（あと少し、あと少しの我慢よ）

　レイナはいつもの呪文を心で唱えながら、黙ってされるがままになった。

　この呪文とも、あと少しでおさらばなのだ。

　夫となるカインの本当の姿は未だに知らない。

　それとなくメイドたちに聞いても、ぼやかして答えてはくれず謎は深まるばかり。

　普通ならばそのことに恐れを抱くのかもしれないが、レイナはいつか知る機会を楽しみに待つことにしていた。

　カインはきっと、レイナを信用してくれた時に打ち明けてくれるだろう。

　あの出迎えてくれた日より今日まで一度も顔を合わせてはいないが、初対面の時に見せてくれた気遣いを思えば、これから始まる結婚生活を前向きに考えられた。

　妾腹の娘だの田舎娘だのと蔑まれていても、レイナもやはり年頃の娘。

　恋に憧れ、結婚に夢を見ていたのだ。

　ただ、今まではルルベラに気を遣いひっそりと過ごすしかなかった。見つからないように大好きな庭仕事をしたり、剣の手ほどきを受けて体を動かしたりして気分を晴らしてはいたが。

　だから正直に言えば、花嫁教育が始まってからの慣れないひらひらのドレスも結い上げた髪も息苦しくて仕方ないのだが、アデル夫人には女性らしさが大切だときつく言われている。

　――こんなの無理！

　とひとりになった時に叫べば、すぐさまどこからともなくアデル夫人が現れ、叱責を受けた。

（夫人の耳はいったいどれほどいいのかしら……）

　何度も考えたが、そのほどは未だにわからない。

　それにしても夫人が教える、淑女らしい振る舞いが女性らしさならば、この先もずっとカインに嫌われないように頑張らなくてはならない。

　それは苦痛でもあったが、カインの――夫のためなら頑張ろうと思えた。

「姫様、お式を挙げられる前に、大切なお話がございます」

　すべての支度が整い、立ち上がったレイナを前から後ろから厳しい目つきで検分した後、アデル夫人はそう告げた。

　同時にメイドたちと、すでに目頭を押さえているノーラ、侍女のアンヌにまで下がるように命じる。

　レイナは浮き立つ気持ちを抑え、これも最後だからと神妙な面持ちで夫人のお説教を待った。

　すると、初めて見る優しい微笑みを浮かべた夫人は、レイナへ手を貸して椅子へと座らせた。

　わけがわからないままレイナが見上げると、夫人はひとつ咳払いをする。

　いつものように背筋は真っ直ぐ伸びているが、その両手はお腹の前で固く結ばれ、心なしか顔も赤い。

「姫様は、この短い期間によく学ばれたと思います。まだまだ足りないところもございますが、それでもまあ、初めに比べれば随分よくなられました」

「……ありがとうございます」

　褒められている気はしないが、きっと褒められているのだろう。

「この先も、わたくしが指導させていただいたことをお忘れにならず、努力なさればきっと、素敵な妃殿下となられるでしょう」

「頑張ります」

「それでは最後に、花嫁として、妻としての役目に対する心構えについてご説明いたします」

「は、い……？」

　今までも事あるごとに、繰り返し妻としての心構えを厳しく説いていたのではないか。

　不思議に思ったレイナの返事は、頼りないものとなってしまった。

　普段なら「返事はもっとはっきりと」と、たしなめられるはずなのだが、夫人は気付いた様子がない。珍しくなにか言いあぐねているようだ。

　皆を待たせすぎているのではないだろうかとレイナが心配を始めた頃、ようやく夫人は続きを話し始めた。

「その……寝所でのことはすべて殿方に――王太子殿下にお任せすればよいのですが……獣人との交わりなど私にはわかりません。ですがまあ、人間には及ばずとも似ているのだとすれば、我慢していればいずれ終わるでしょう。痛みに関してはわかりかねますが、耐えられるようお祈りしておりますわ」

　夫人は早口にまくし立てていたが、言いたいことはなんとなく伝わった。

　どうやら王宮を出発する前日に、フロメシア王宮の古参の侍女から教えられたことと同じらしい。

　普段はレイナを前にすると無表情になる侍女たちも、その時ばかりはなんだか落ち着かず『獣人についてはわからないので』と何度も繰り返し、曖昧な言葉ばかりだった。

　そのため、今ひとつ理解できていないレイナには、謎が深まっていくだけ。さらに知らされた新事実。

「痛むのですか？」

「そうですね、恐れてしまうのは仕方ありません。特にお相手が獣人では、その先もずっとおつらいかもしれませんが、こればかりは義務なのです。姫様が嫌だとおっしゃれば、殿下のご不興を買われることになりますからね。それどころか国同士の問題に発展してしまうこともございます。どうか心してくださいませ」

「……わかりました」

　ほんのわずかな間を置いて、力強く頷いたレイナにアデル夫人はホッと息を吐いて安堵した。これで最後の仕事を終えた、と。――が、それは大きな間違いだった。

　今年十七歳になる姫なら、男女の秘め事については当然知っているだろうと、夫人はそのつもりで話を進めていたが、なにも知らなかったレイナにとっては未知なる夜に対して、さらなる不安を抱いてしまっただけだった。

　ただ、『殿下のご不興を買う』との夫人の言葉に反応して、レイナは頷いたのだ。

　しかも、国同士の問題に発展するなど、とんでもないことなのだから。




　ユストリス国の都、セロナムの中央にある王城で行われた婚礼は、伝統に則ったとても簡素なものだった。

　澄み渡る青空に浮かぶ太陽、その燦さん々さんと降り注ぐ日射しを避けるために王城の庭に設えられたパーゴラの下にふたりは並んで立っていた。

　父なる太陽神、母なる大地神に見届けてもらうために、晴れた日に大地の上に直接立って結婚を誓い合うのだ。そのため、悪天候ならば式は延期になる。

　最近は曇りでも強引に行われることも多いのだが、やはり皆が望むのは晴天だった。

（こんなにお天気がいいんだもの。きっとふたりの未来も明るいに決まっているわ）

　喜びに胸を弾ませ、式の最後を締めくくる花婿からの贈り物を受け取るために、レイナはカインと改めて向き合った。式の手順もしっかり教えられているので、ここまでは失敗もない。

　贈り物には、父なる太陽の象徴である赤色の物、母なる大地から与えられた恵みが選ばれる。

　一般的には愛の証である赤い花が贈られることが多いのだが、秘書官のフィルが大きめの盆に載せてカインへと恭うやうやしく差し出した物は違った。

　太陽の光を受けて眩まばゆい輝きを放つ紅玉のネックレス。そして、芳しい香りを放つ葉冠。

　美しい紅玉にカインの心遣いを感じ、レイナは顔をほころばせた。

　式を見守っていた者たちは、平和の象徴とされる樹木の小枝で縒よられた葉冠に、改めてこの婚姻の意味を悟って、喜びのため息を漏らす。

　わずかに頭を下げたレイナの細い首に、カインがネックレスを留めてやり、小さな頭に葉冠を載せた。

　先に指示されていたのか、結い上げた髪を飾る白い花は、青々とした葉冠を引き立たせている。

　純白のドレスの胸元で煌きらめく紅玉は、まるで小さな太陽。

　しかし、なによりも美しいのは、初々しく頬を染めた花嫁。金色の髪にも青い瞳にも劣らぬほどに、艶やかに輝く栗色の髪、澄んだ茶色の瞳はあたたかな大地を思わせた。

　今度は感嘆のため息をついた皆の前で、カインは柔らかな頬に優しく手を添え、そっとレイナに口づけた。――瞬間、レイナは驚きに目を見開いた。

　キスは手順にはなかったはず。だが周囲の者たちの様子からして、予定外だったわけではないようだ。

　それでもレイナにとって不意打ちとなるこのキスは、ちょっとした混乱を引き起こした。

　なぜなら、初めてのキスだったから。

（キ、キスよね？　今の……。ほ、本当に？　失敗しなかったわよね？　どどどうしよう？　他にもなにか知らないことがあったらどうしよう？）

　混乱するレイナの心情を察したのか、カインは小刻みに震える手を大きな手で包み込んだ。すると、レイナの体からふっと力が抜ける。

（……もう、大丈夫。だって、カイン様がそばにいてくださるのですもの）

　落ち着きを取り戻したレイナは感謝の笑みを浮かべて見上げたが、カインはそっけなく頷いただけだった。




＊　＊　＊




「それではレイナ様、この後のことは殿下にお任せすればよろしいのですから、気負いなさる必要はございませんからね」

　レイナの寝支度を整えたアンヌが、部屋から下がる前の挨拶に添えて、励ますように言った。それにレイナはアデル夫人に見せたのと同じように、強く頷いた。

　ノーラはまだ心配はしているようだがなにも言わず、式の前から泣き続けてすっかり腫らした目にまた涙を滲ませている。

　ふたりともその方面においてのレイナの無知ぶりは知っていたが、アデル夫人がすべてを請け負うと自信を見せたので、信頼することにしたのだ。

　そのアデル夫人は式を見届けることもなく、早々に発ったらしい。

　寝室でひとりきりになったレイナは、どうしたものかと悩んだ。が、じっと待っていると余計なことを考えてしまうので、室内を探索することにした。

　王城に到着してから滞在していたのは、別棟にある賓客用の部屋。

　それが今日の午前中、式を挙げている間にレイナの荷物はすべて新しい部屋に移されていた。

（今朝までのお部屋よりは華美ではないけれど、ひとつひとつの調度品がとても高価なものだってことは私にもわかるわ。この家具は確か花嫁道具よね）

　レイナは新しい部屋に据えられた飾り棚をそっと撫でた。

　生まれてから過ごした辺境伯の館もフロメシアの王宮でも、常に令嬢としては最低限のものしか与えられなかった。

　そのため結婚が決まってから与えられたすべてのものが不慣れでどこか居心地が悪い。

（でも私はもうユストリス王国王太子妃――カイン様の妻だもの。頑張って慣れていかないと！）

　今までより何倍も広い居間に寝室、洗面室、これからは必要とされる応接間に衣裳部屋。

　だが使用人たちの控室らしい扉と寝室のもう一方の扉を開けることはしなかった。おそらくあの扉の向こう側にカインの部屋があるのだろう。

　ひと通りの探索を終え、レイナは紗織りのカーテンが開けられている四柱式のベッドに腰かけた。

　いつになく疲れているのは、慣れない多くの行事を一日でこなしたからだ。

　式が終わると王城内へと連れ入れられ、最上階の陽の当たるバルコニーへと導かれた。

　特別に開放された王城前広場に集まった民衆から、婚姻の祝賀を盛大に受けるためだった。

　午後には貴族たちを招いた披露宴が催され、レイナは必死に笑顔を貼りつけた。

　誰が誰だかさっぱり覚えられないまま、とにかく失礼のないよう尻尾などに目線を向けず気を使って。

　ちなみに、国王夫妻への拝はい謁えつは数日前に終わらせている。

　ニクラス王はとても厳いかめしい顔でむっつりとしていたが、カインの母であるクレア王妃の穏やかな微笑みで、その場の雰囲気を和らげてくれていた。

　やはりニクラス王がなんの獣人なのかはさっぱりわからなかったが、王妃は兎の獣人であることが長い耳からわかった。

　異種である獣人の夫婦では、生まれる子は男の子であれば父親の種を、女の子であれば母親の種を受け継ぐらしい。

　だからこそ、人間であるレイナと王太子との結婚が認められたのだ。

（……眠い）

　ひとつ大きなあくびをして、慌てて口を手で覆う。

　いつカインが寝室に入って来るのかわからないのだ。みっともないところは見られたくない。

　眠い目をこすって、レイナは勢いよく立ち上がった。このままだと、うっかり寝入ってしまいそうだ。

（カイン様は大丈夫かしら？　ひどくお疲れになっているのかもしれないわよね。やっぱり、カイン様を困らせないように頑張らないと！）

　新妻としての決意を新たにしたものの、なにを頑張るのかはよくわからない。

　ふたりでこの大きなベッドに入って契りを結ぶらしいのだが、きっとなにか大切な約束を交わすのだろう。

（それが〝痛む〟なんて、どんな約束なのかしら？）

　うろうろと寝室の中を歩きまわってみる。

　もちろんそれで答えが出るわけでもないが――。

「大丈夫か？」

「ひゃっ!?」

　背後から突然声をかけられて、レイナは飛び上がった。考え事に夢中になっていて、扉が開いたことに気付かなかったようだ。

「すまない。驚かせた」

　カインに謝罪されて、レイナは慌てた。これでは初めから大失敗だ。

「いいえ、大丈夫です！　元気です！」

「そうか」

　答えてカインは小さく頷いた。

　どうやらそれほどひどい失敗ではなかったようだ。

　ホッとしたレイナは、次にどうするべきか必死に考えた。夫人はなんと言っていただろうか。

　よき妻とは……夫に安らぎを与えるものである。だった？

「あ、あの、カイン様はお疲れですよね？　お茶でも淹れましょうか？」

　茶葉によっては心身の疲れをほぐす作用のものもある。

　花嫁教育でみっちり仕込まれた茶葉の種類と効能を必死に頭の中に浮かべてみるが、緊張してしまってちっとも思い出せない。

「いや、私は大丈夫。それよりも、あなたこそ疲れただろう？　慣れないことばかりで」

「い、いいえ」

　優しい気遣いが嬉しくて、顔をほころばせかけたレイナだったが、慣れていないと、もうばれてしまったのかと気付いて焦る。

「ユストリスとフロメシアでは作法が違うだろうし、今日は長い一日だったから」

　カインはそっけなく言うと、窓際へと近付いてカーテンをわずかに開き、暗闇に沈む庭を見下ろした。

　続く沈黙の中で、これからどうすればいいのだろうと立ちつくすレイナに、カインは振り向いて長椅子を手のひらで示した。

　座るように促されているのだと判断して、素直に従う。

　窓に背を預けたカインは、その様子をじっと見つめ、ようやく口を開いた。

「休む前に少し話がしたい」

「はい」

　掠れた声で答えたレイナは、膝の上でぐっと両手を握りしめ、緊張して待った。

　いったいなんの話だろうか。ここはやはり、カインの妻としての心得などだろうか。今も国同士の作法の違いに触れたばかりなのだ。

　しかし――。

「はっきり言って、私はこの婚姻を本物にしたいとは思っていない」

「……はい？」

　まったく予想していなかった言葉にわけがわからず、レイナは首を傾げた。

「ユストリス国内では今、先の戦のせいで人間への反感を持つ者が増えている。しかも南では未だにフロメシア王国の人間たちが入り込み、不穏な動きをしているらしい。そこでフロメシアの王女と結婚すれば、獣人と人間――お互いうわべだけでも仲良くできるのではないかとの考えから取り決められた条件でしかない。よってこれが普通の婚姻だとは思わないでほしい。世情が安定すれば離縁するつもりだ」

　レイナは予想外の状況に驚いて目を丸くした。

　一気にまくし立てたせいか、カインは気持ちを落ち着けるように大きく息を吐き出す。

「あなたもこんなことに巻き込まれて気の毒なことだ」

「気の毒……」

　レイナは冷たく発せられたカインの言葉を、ぼんやりと繰り返した。

　頭の中では色々なことがぐるぐるとまわって、まともに考えられない。ひょっとしてこれは冗談かなにかではないかと縋すがるように見上げたが、美しい金色の瞳をとらえることはできなかった。

「人間のあなたには不快なことも多いだろうが、しばらくは我慢してほしい。この城ではできるだけ好きなように過ごしてくれてかまわない」

　カインは背を預けていた窓から体を起こし、最後にそう言い残して自室へと向かった。

　すぐにふたりの部屋を隔てる扉が静かな音を立てて閉まる。

　長椅子に座ったままうつむいたレイナは、長い毛足の美しい絨毯を見つめた。だが、その瞳に映っているのは、華やかな模様ではなく、遠いあの日のことだった。

『まあ、レイナ様はまた部屋を抜け出してしまったの？』

『そうなのよ。皆で手分けして捜しているのに、見つからなくて。本当に迷惑だわ』

『だけどレイナ様はお気の毒な方だもの。まさかお母様が亡くなられた途端に、お父様だと思っていた伯爵様から捨てられることになるなんてねえ』

『あら、捨てられるだなんて。王宮に……本当のお父君でいらっしゃる陛下に引き取られるんだもの。これからはお姫様よ』

『今まで見向きもされなかったのに？』

『それはここでも同じじゃない。お気の毒なレイナ様』

『お気の毒なお姫様』

　隠れていた中庭の生垣の中で聞いてしまった侍女たちの会話。

〝お気の毒〟だと言いながらも、楽しそうに笑っていたのだ。

　――私はお父様に捨てられる……。

　あの時の悲しみが涙となって込み上げてくる。

　カインはこの結婚を本物にするつもりはなく、レイナを憐れんでいるのだ。

　その事実は鋭い棘となって胸に突き刺さった。

　レイナは瞬きを繰り返して顔を上げると、開いたままになっていたカーテンのすき間から美しく輝く満月を見つめた。その穏やかな光はレイナの波立つ心を落ち着かせてくれる。

（大丈夫。今までフロメシアの王宮でもうまく過ごしてきたのだから、このユストリスでもうまくやれるわ）

　レイナは手のひらに爪のあとがつくほど強く握りしめていた両手を開き、深く息をすると、大きなベッドにひとり入った。




＊　＊　＊




「あら、あの方はどなただったかしら？」

「まあ、王太子妃殿下じゃない。忘れてしまったの？」

　わざと聞こえるようなひそひそ話とくすくす笑いが耳に届く。

　それでもレイナは、背筋を真っ直ぐに伸ばして案内された席に着いた。

　王妃主催のお茶会で、嫌みな女性たちの声を無視し、笑顔でそつなくやり過ごすことも王太子妃として求められる能力らしい。

　いわゆる〝女の世界〟はレイナの超苦手とするものなのだが、人間でも獣人でもこういうものはなにも変わらないことにがっかりしていた。

　結婚式から一カ月。

　初めての夜に、夫となった王太子――カインに拒絶されてから、彼とはまともに顔を合わせていない。

　つい先日の公式晩餐会でもカインは王都近郊の視察を理由に欠席しており、それまでひそやかに囁かれていた不仲説が一気に広まっていった。

　――王太子殿下は、ご結婚なされたことをお忘れになっているのでは？

　そう噂されるほど、カインは王城を留守にすることが多く、出かけていなくても深夜まで執務室にこもっている。

　お茶会に出席した貴婦人たちからの憐れむような視線を笑顔で受け流していたレイナは、同年代の女性が近付いてきたことに気付いた。

　その可憐な顔には笑みが浮かんでおり、見た目ではなんの獣人かわからない。

　ということはかなり力ある獣人なのだ。

　獣人は力が強いほど人型に近い姿になれるらしい。

　ひょっとして友達になろうと声をかけてくれるのかもしれないとレイナは期待した。

　たとえそれが王妃に促されたものでも同情でもかまわない。

　今は苦手なドレスやお菓子のことでも喜んで話に応じられそうだった。

「ごきげんよう、妃殿下。私、バルセス公爵の娘・カミーラと申します」

「はじめまして、カミーラ様。どうぞよろしくね」

　気取った挨拶はあまり好きではないが、そうは言っていられない。

　レイナはできるだけ上品に微笑んでみせた。

　すると、カミーラの表情からすっと笑みが消える。

「フロメシアの宝石というから、どれほど美しい方かと思えば、妾腹の姫君だったとはね」

「あの……？」

　先ほどまでの笑顔が嘘のように、カミーラの顔は意地悪く歪んでいる。

　レイナはなにも答えられず、ただ黙っていた。

「あなたは人間なのに、まるで泥棒猫よね。やっぱり母親に似たのかしら。私がカイン様の番つがいとなるはずだったのに」

「番？」

　意味がわからず聞き返したレイナに、カミーラが侮蔑の視線を向けてくる。

「信じられない！　あなた、番のことさえ知らないの？　この国のことをよく学びもせずに来るなんて、ほんとバカにしてるわ！」

　カミーラが叫んだせいで注目が集まった。

　確かにアデル夫人から花嫁教育を受けただけで、この国ユストリスについても獣人についても特に学びもしていなかったのだ。

　今さらそれに気付いたことも遅すぎる。

　レイナはなにも言えず立ち尽くした。

「番っていうのはね、どうしようもなく惹かれ合う唯一無二の存在よ。私たち獣人にとっての結婚はすぐに心変わりするような人間のそれとは違うの。ただひとりを愛するの。もうすぐ私たちは結婚するはずだったのに……。でもまあ、いいわ。あなたはお飾りの妃でしかないんだから。カイン様が本当に愛するのは私よ。お気の毒にね」

　そう言い残して立ち去るカミーラの後ろ姿をレイナはただ見つめることしかできなかった。

　しかし、頭の中には「気の毒に」という言葉がカミーラではなくカインの声で響いていた。




「先ほどのお茶会で、本当ならカイン様とご結婚するはずだった女性に会ったわ」

「まさか……」

　部屋に戻るなり疲れたように呟いたレイナの言葉に、アンヌもノーラも驚き息をのんだ。

　アンヌたちも噂では聞いていたのだ。

　レイナとの結婚話が持ち上がるまで、カインに親しくしている女性がいたことを。

　しかしレイナと結婚した今、その女性をお茶会に招待するなど、王妃様はなにをお考えなのだろうとアンヌたちは密かに腹を立てた。

「私……番なんて初めて聞いたの。アデル夫人の花嫁教育に文句ばっかり言って、肝心なことを知ろうとしなかったなんて、本当にバカだわ。カイン様に拒まれるのも当然よね……」

「レイナ様……」

　弱音を吐くレイナに、アンヌもノーラもかける言葉がなかった。

　が――。

「だけど今からだって挽回できると思うの！　知らなければ学べばいいんだもの！　でもそれもこんなにずっと部屋の中で過ごしているだけでは元気が出ないわ！　これじゃまるで深窓のご令嬢か、どこかの国のお姫様みたいじゃない！」

「……みたいではなく、まさにその通りなのですが。むしろ今までよりも重要なお立場におなりですよ？」

　レイナは胸を押さえて苦しげに訴えたが、すかさずアンヌの突っ込みが入る。

　わざと話題を変えたレイナに、アンヌも合わせることにしたのだ。

「だから、ちょっとくらい息抜きが必要だと思うの」

「……いったい今度はなにをやらかすおつもりですか？」

「そんなに大それたことは考えていないわ。ほんの少し運動したいだけ」

　この一カ月、レイナが我慢を重ねていたことを知っているだけに、ノーラもアンヌも返答に困った。

　そんな周囲の気遣いもおかまいなしに、レイナは部屋に控えていた近衛騎士のラベロへにっこり微笑みかける。

　その笑みに、嫌な予感しかしない老騎士は、うっと声を詰まらせて後ずさっていく。

　ラベロはレイナが王宮に引き取られた時からそばにいてくれた近衛騎士だ。

　もういい年だからと引退を考えていたところに、ユストリス王国へレイナが嫁ぐことが決まり、余生をのんびり過ごしている場合じゃないと奮起して、精神的にも身体的にもかなり若返った。

　レイナに接する時は、忠誠を誓った騎士というよりは、まるで孫を見守る甘いおじいちゃんといった感じなのだが。

「朝は王城の東棟にある騎士の詰め所で鍛練しているそうね？」

「そ、それは、その、その通りですが……ですが……」

「嫌だわ、ラベロってば。別にその鍛錬に参加したいって思っているわけじゃないのよ？」

「で、ですよなあ」

　ラベロはあからさまに安堵して、ガハハと豪快に笑った。

　しかし、にっこり微笑んだままのレイナを見て真顔に戻る。

「……なにを企んでいるのです？」

「騎士たちの鍛練の前に、騎士見習いの鍛錬があるって聞いたわ」

「ダメです」

「まだなにも言ってないわよ」

「絶対にダメです！」

　今度はアンヌとノーラも加わって、反対の声をあげる。

　レイナは唇をとがらせ、皆を見回してから、しょんぼりとうつむいた。

「もう、限界なのよ……。だから一度だけでいいの。一度だけでいいから、この国の騎士……を相手にするのは当然無理なこともわかっているから、せめて騎士見習いの少年たちと一緒に剣の稽古をして気分転換をしたいの……」

　肩を震わせ、涙声で懇願するレイナを前にして、ダメだとはとても言えなかった。

　昔は家族に顧みられることはないながらも元気よく故郷の森を駆け回っていたレイナが、王宮に引き取られてからは不自由な思いをして暮らしていた。

　そんなレイナの息抜きが庭仕事に兄との遠乗り、そして剣の稽古だった。

　ラベロは騎士見習いたちに稽古をつける任務を担っていたのだが、窮屈そうにしているレイナを少しでも元気づけたくて見学に誘ったのが始まりだった。

　それ以来ほとんど毎朝、所属不明の騎士見習いが稽古に参加するようになったことは一部の者しか知らない。

　しかしレイナは今、王太子妃として再び見知らぬ城でおとなしく過ごしている。

　その上、夫である王太子からは無視され、ライバル女性まで出現したのだ。

　なにもできずに歯がゆい思いで見守るしかなかったラベロは、これで少しでもレイナの気分がよくなるなら、と頷いた。

　瞬間、アンヌが止めに入ったが、時すでに遅し。

「待って、ラベロさ――」

「ありがとう、ラベロ！　じゃあ、さっそく明日の朝にお願いするわ！　騎士見習いの服は借りられるかしら？　ダメだったら、新米だってことでフロメシアで着ていた物でいいわよね？　ちゃんと嫁入り道具として持ってきているから大丈夫よ！」

「いつの間に……」

　呟いてアンヌは顔をしかめた。

　嫁入り道具の最終点検は彼女がしたのだ。

「ああ、楽しみだわ！」

　ラベロは興奮したレイナの勢いに押されてただ唖然としている。

「またレイナ様の嘘泣きに騙されてしまいましたねえ、本当にラベロさんは甘いんだから」

　ノーラはやれやれと首を振って、その場を離れていく。

　レイナも軽やかな足取りで着替えのために衣裳部屋へ向かい、肩を落としたラベロとアンヌは、明日の準備のために部屋から出ていった。










三　すれ違う想い




　春はる霞がすみにけむる早朝の鍛練場。

　そこに、まだあどけない顔の少年が意気揚々と入ってきた。

　おろしたての騎士見習いの衣服に身を包んだ新米――レイナの登場は、他の騎士見習いたちの気を引いた。

　臭いで人間だとわかるからだ。

　だが彼らもよそ見をしている時間はなく、正騎士たちが起き出す前のわずかな間に少しでも鍛練をと、準備運動を始める。

　いくら人間だとわかっても、まさか王太子妃がこんな場所に現れるとは思ってもいないのだろう。さして変装しているわけではないが、予想通りばれた様子はない。

　レイナもすぐに加わり、思いのほか動きがいいことに獣人の少年たちも刺激され、いつも以上に鍛練に熱が入った。

「新入り！　その調子だ！」

「ありがとうございます！」

　当番で指導する騎士のひとりの声に、レイナは意気込んで答えた。

　その様子をラベロは堂々と、だが内心はひやひやで見守る。

　幸いラベロの心配をよそに鍛練は順調に進み、模擬剣での打ち合いが始まった。

　これが終われば、見習いたちは一度隊舎に戻り、正騎士たちの世話をする。

　レイナが怪我をすることも見習いたちに正体がばれることもなく、無事に乗り切れそうだと、ラベロがわずかに安堵したのもつかの間、鍛練場の空気がざわりと揺れた。

「殿下、おはようございます」

　堂々とした足取りで現れたカインに、指導騎士たちがさっと威儀を正して立礼すると、見習いたちも慌てて倣ならった。もちろん、レイナも。

「かまわない、続けてくれ」

　騎士たちに驚いた様子がないことから、王太子が見習いたちの鍛錬に顔を出すのはそう珍しいことではないらしい。

　伏せていた顔を上げながらも、レイナはさりげなくカインから目立たない位置へと移動した。

　ばれたらどうしようと心臓はばくばくしているし、顔は紅潮している。

　ただ他の見習いたちも王太子の面前だからか、今までよりも顔は赤く動きもぎこちなかった。

　そのため、騎士たちから叱責が飛ぶ。

「お前たち、しっかり集中しろ！」

「はい！」

　見習いたちと同じように、気持ちを引きしめ直したレイナが目の前の少年に小手を決めた時、組手交代の笛の音が聞こえた。すると、レイナの前に模擬剣を持ったカインが現れた。

「新入りか？」

「……はい」

　顔を伏せたレイナに、カインが問いかける。その声はまるでおもしろがっているようだ。

　まさかと思いつつ剣を構え、合図と共に打ちかかる。

　こちらは本気でかかっているのに軽くいなされ、まったく歯が立たないのが悔しい。

「――あっ！」

　何度か打ち合っているうちに、ついにレイナの右手から剣が払われ、からりと音を立てて地に転がった。

　一瞬の沈黙の後、時を告げる鐘が鳴り響く。

「あ、ありがとうございました！」

「……ああ」

　膝に頭がつくぐらい腰を折ったレイナに、カインが一歩近付いた。

「失礼しますっ！」

　カインに口を挟む隙を与えず、レイナは急いで落ちた剣を拾い上げ、駆け出した。




「殿下にばれなくてよかったわ！」

「……ばれていないとお思いですか？」

「え？　ばれたの？」

「確かなことはわかりませんが、獣人は鼻が利くので人間かどうかくらいはわかるようですからなあ。まあ、見習いたちは人間同様ヒヨッコのようでしたから性別まではわからないようでしたが、指導係の者には『人間は女でも騎士になれるのか』と聞かれましたから」

　カインの前から逃げるように走りだし、新入りらしく率先して片付けを終えた後。

　部屋に戻りながら興奮して話すレイナに、ラベロは目を泳がせながら答えた。

　レイナがぴたりと足を止める。

「お怒りになっているかしら？」

「いいえ、それはないでしょう。もしお気付きになっていても、なにもおっしゃらなかったのですから」

「……殿下は本当に、私のことはどうでもよいと思われていらっしゃるのかもしれないわね」

「レイナ様……」

　気落ちした声に、ラベロも言葉を詰まらせた。

　ラベロがなんとか励ませないかと思案しているうちに、当のレイナは自力で回復したらしい。

　ふんっと鼻息も荒く顔を上げると、ギュッとこぶしを握りしめた。

「でもいいの！　殿下はこのお城で好きにしていいっておっしゃったわ。だったら皆に迷惑をかけない程度に好きにさせてもらうまでよ！」

「レイナ様……」

　今度は別の意味で、ラベロは言葉を詰まらせた。

　そして、その〝皆〟にどうか自分も含んでくれますようにと願った。




＊　＊　＊




「いい加減に、その鬱陶しいため息はやめてください」

　秘書官のフィルが眉間にしわを寄せて言った。が、そんな苦情も右から左に、カインはもう一度深くため息をついた。

　カインは後悔していたのだ。あの初めての夜のことを。

　レイナのためだと無理に冷たくしたが、傷ついた彼女の顔が頭から離れない。

　戦後交渉のために全権を委ねていたフィルが獣の――鷲の姿で戻ってきた時には交渉が決裂したのかと考えた。

　次に、交渉の席に出るべきではないラクス王からの申し出を知り、腹を立てた。

　あれほど譲歩したにもかかわらず、さらに人間はずうずうしく求めるのかと。

　確かにあの額の賠償金は今のフロメシアにはかなりの負担だろう。

　今回の戦がラクスたちの暴走であることはわかっていたため、罪のないフロメシアの民たちに負担を課すのはカインたちも心苦しかった。

　しかし、それこそなんの罪もないユストリスの民が人間たちに脅かされたことは許しがたく、中にはフロメシアを属国にすべきとの声もあった。

　それらを抑えて王族たちを生かし、最低限の賠償で交渉に臨んだというのに――。

「なぜ王女との縁談を条件に賠償金の減額に応じたんだ……」

　カインが思わずぼやくと、フィルがあっさりと答える。

「王女との結婚を条件にすれば、間違いなくレイナ様がいらっしゃると思ったからですよ。滞在している間に、王宮でのレイナ様の暮らしぶりをよく知ることができましたから。そしてそれを陛下にお伝えしたところ、ご快諾いただけましたので」

「なぜレイナのことを――私の気持ちを知っていたんだ？」

「逆になぜ知らないと思っていらっしゃったのです？　当時、フロメシアの辺境で暮らす鳥たちの間では噂になっていましたからね。それが鳥の獣人である私の耳に入らないはずがないではないですか」

「では、ずっと知っていたのか？」

　驚いた様子のカインを見て、フィルは呆れのため息をついた。

　何事も完璧に近く獣人たちの王である血族のカインがこれほど鈍感になるなど、恋とは恐ろしいものである。

「……殿下が鳥の姿になって、幼いレイナ様のお姿を陰からよく覗き見ていらした頃からずっと、ですね」

「待ってくれ。その言い方は誤解を招く」

「事実ですが」

「それはそうだが……」

　珍しく動揺して赤くなった顔を隠すカインを見つめ、フィルは以前から疑問に思っていたことを口にした。

「フロメシアからお戻りになった時の殿下の悲壮なご様子に、陛下は心配なさって密ひそかに探らせていらっしゃったのです。ですがそれほど大切に想っていらっしゃったのに、レイナ様の母君が亡くなられた時、なぜ離れられたのですか？　今後が心配にはならなかったのですか？」

「……私は彼女の人生に介入できない。ただ見守ることしかできないのに、あれ以上見ていることはできなかった。すべてを絶ってしまわなければ、いつかきっと介入してしまっていただろう」

「それのなにが悪いのか理解できませんね。大切な相手が苦しんでいれば助けたい、悲しんでいれば慰めたいと思うのが当然ではないですか？」

「悲しみも苦しみも彼女のものだ。それを番でもない私が奪うことはできない」

「――っ、ほんっと面倒くせえなあ、おい！　うだうだ言ってないで、好きになってもらう努力しろよ！」

「主に向かってその言い方はないだろう」

　まるで別人のような態度に変わったフィルにも、カインは驚いた様子はなく淡々と答えた。

　もともとはこの乱暴なほどの言動がフィルの本性なのだ。

「うるせえ！　今は幼馴染みとして忠告してやってんだよ！　真面目なのはお前のいいところではあるが、過ぎると何事も悪くなるんだ！　今のお前はただビビってるだけだろ!?」

　そこまで言って我に返ったのか、フィルは自分を抑えるように頭を抱えて屈みこんだ。

　それから大きく息を吐き出す。

「確かにお前の種族は強大な力を持つ分、制約が多い。いや、それだって自分たちで決めているだけで掟でもなんでもない。昔、彼女から離れた理由は聞いた。だが今はすでにお前の嫁なんだ。このままだと彼女はこの城でも居場所を失くすぞ？　いや、まだ居場所さえできていないか」

「そんなことは……」

「それがわからないほどバカではないだろ？」

　もともと人間を嫌っている者たちも多い中、王太子であるカインが今のような態度を続けていればレイナの立場がないことは誰でもわかる。

　ようやくそのことに気付き、カインは黙り込んでしまった。

　もしレイナでなければ、カインも花嫁の立場を慮おもんばかってきちんと敬意をもって接していただろう。

　カインにとってレイナは初恋の相手でありながら、ずっと触れてはいけない存在だったのだ。

　まだ十代の頃、油断したばかりに怪我をして途方に暮れていたところを人間の子供に見つかった時には最悪の事態を覚悟した。

　人間の子供は残酷だと、街に暮らす鳥たちからよく聞いていたからだ。

　ところがその人間の子供――レイナは怪我が治るまで懸命に世話をしてくれ、回復してからは鳥籠に閉じ込めることもなく空へと返してくれた。

　別れを惜しんでぽろぽろと涙を流しながら、それでも『元気でね』と泣き笑いの顔で送り出してくれた姿を忘れることはできなかった。

　レイナがあまり幸せでないことは治療中に気付いていたので、それから何度も様子を窺うかがいにいったが、恩を返すこともできないまま。

　父から人間とは極力かかわってはいけない、力を使ってはいけないと強く言い含められていたからだった。

　だがこのままでは力を使ってしまうのも時間の問題だと、カインは痛む心をこらえてレイナから離れたのだ。

（それがまさか、花嫁として再会するとは思わないだろ……）

　三日前、なにげなく騎士見習いたちの鍛錬に顔を出した時には、本当に驚いた。

　レイナが見習いたちに交じって剣の稽古をしていたのだから。

　鍛錬場に入り、見習いたちの中に人間が交じっていることには気付いた。しかもそれがレイナであることも。

　指導係はカインに向けて困ったように笑い、この場にいるはずのない彼女の近衛騎士は気まずそうな顔で視線を逸らした。

　信じがたいことではあるが、あの新米の見習い騎士は本当にレイナらしい。

　そこでようやく、カインは彼女を避けようとするあまり、レイナを檻の中に閉じ込めていたことに気付いた。

　しかし、今はまだなにを言えばいいのかわからない。

「殿下、いつまでもそのように情けないお顔をさらすのはやめてください」

　フィルがいつもの口調に戻り、冷めた視線を向けながら言う。が、カインをよく知らない者からすれば、人ひとり殺してしまいそうなほどに不機嫌な顔にしか見えない。

　そして、そんな苦情は右から左で、今度はカインが頭を抱えた。

「私たちは誰よりも番に対する執着心が強い」

「力の強いものほど欲が強くなるのは自然の摂理です。そして貴方様は誰よりも強いお力を持つ獣人の王――竜人なのですから当然でしょう」

「その力を当然と受け入れてはいけないんだ。私たちが好きに力を使えば、社会の秩序が乱れる」

「そうですか？　むしろ今回のような争いがなくなりますよ」

「力による支配は不満しか生み出さない」

「本当に……為政者のお手本のようなお考えですよね。お力に驕おごるどころか、頼ることさえなさろうとせず、自らを律し、制約によってご自身を縛っていらっしゃる。それを不甲斐ないと考える者たちさえお許しになっていらっしゃる。だからこそ、私は王家に忠義を尽くしたいと心より願っているのです」

　竜人は他の獣人を軽く凌りょう駕がするほどの圧倒的な力を持っている。

　そのため獣人たちは本能で竜人に従うのだ。

　人間はその本能さえ弱く、圧倒的力の差を感じることもできないらしい。

　フィルは気落ちするカインにこれ以上どう言葉をかけるべきか悩んだ。

（人間だけでない、私たちだって殿下や陛下が意識的にお力を抑えていらっしゃるから、こうしておそばで仕えることができるのですがね……）

　もしカインが力の抑制を解けば、フィルでさえこの場に立っていられるかどうか怪しい。

　人間や力の弱い獣人たちがカインの本当の姿を目にすると記憶から失くしてしまうのは、潜在的な防衛本能からくるものなのだ。

　竜人を――神話の中に登場する神にも近い存在を前にしては、忘れてしまわなければ己の所業に耐えられなくなってしまう。

　カインはおそらく、レイナも皆と同じように自分を恐れることを危惧したのだろう。

　しかし、フィルがフロメシアの王宮に滞在している間に周辺の鳥たちから聞いた話から、それは杞憂ではないかと判断したのだ。

「とにかく、今まで離れていらっしゃったのだとしても、レイナ様はもう殿下の妃となられたのです」

「確かにこのまま私が求めれば、彼女は私を受け入れてくれるだろう。だがそれは王女として嫁いできた義務でしかない。それなのに番となったのなら、私はもう彼女の心も体もすべてを――時間もなにもかもを手に入れたくなってしまう。彼女を縛りつけてしまうんだ」

「それではレイナ様が縛りつけられることを望むようになさればよろしいのではないでしょうか？　わざわざ離れることに注力されるよりも、義務ではなくお心を手に入れられたらよろしいのです」

「心を……？」

「要するに、うじうじしていないで求愛行動をなさってください」

「き、求愛行動!?」

「はいはい。照れていらっしゃらないで、さっさとこれらにご署名をお願いいたします。せっかくこの後のご公務でご一緒なさるのですから、まずは不仲説を払拭してきてください」

　動揺するカインにもかまわず、フィルは書類を突きつけた。

　そもそも今は恋愛相談の時間ではなく執務中なのだ。

　カインはもうなにも言わず黙って書類を受け取ると、すばやく目を通し、次々と署名をしていった。

「フィル、フロメシアのラクス王たちの動きはどうなっている？」

「前国王ですよ、殿下」

　話題を変えたカインの言葉を訂正し、フィルは続ける。

「まあ、相変わらず裏であれやこれやと画策していますね。偉大なるフロメシアがなぜ少数の獣人ごときの国であるユストリスに敗れたのか、未だに理解できていないようです」

「……引き続き、警戒を怠らないでくれ」

　そう告げると同時に、最後の書類に署名したカインは立ち上がった。

　フィルは積み上がった書類を綺麗にまとめながら、足早に部屋から出ていこうとするカインに忠言した。

「フロメシアの前国王たちがどのように画策しようとも、レイナ様は関わっていらっしゃいませんよ」

「わかっている」

　足を止めることなくカインは答えた。

　今まで表舞台に出てくることのなかったユストリスの台頭を快く思わない者たちは少なくない。

　同盟を結んだとはいえ、フロメシアもまだまだ油断できないのだ。

　自分の態度を思い返してレイナの立場をさらに悪くしていたことに後悔しつつ、カインは着替えのために自室へと急いで戻っていった。
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「レイナ様、少しはじっとしていてください。紅がはみ出してしまいます」

　アンヌが持っていた紅筆をぴたりと止め、呆れ顔でたしなめた。レイナの形いい唇に、仕上げの紅を差すところだった。

　浮かれた心を抑えるためか、手を開いたり握ったりしていたレイナの顔が嬉しそうにほころぶ。

「だって、カイン様と初めてのデートなのよ！　もう、夢じゃないかと思うくらい嬉しいの！」

「デートではなく、ご公務です。ああ、頬をつねるのはやめてください。せっかくのお化粧が崩れてしまいます」

　ふたりのやり取りに、スカートの裾を整えていたメイドのひとりがくすくすと笑いを漏らす。

　昨日、街への視察に王太子妃として同行してはどうかと、カインの使いの者が伝えてきたのだ。

　急な誘いではあったが、レイナはすぐさま承知した。

　街へ出かけられることや、カインに声をかけられたことが嬉しくて、昨夜はあまり眠れなかったようだ。

　三日前の見習い騎士たちに混じって交じって鍛練をしていたところにカインが現れたと聞いて、アンヌは肝を冷やした。

　レイナはなにも言われなかったことから気付かれなかったのだろうと安堵しているが、本当にそうだろうかとアンヌは疑っているため、今日の予定についても素直に喜べないでいる。

　しかし茶色の瞳を喜びに輝かせ、期待に胸を躍らせているレイナに水を差すことはできなかった。

「なに？　アンヌ、どうかした？」

　アンヌがつい考え込んでしまっていると、鏡の中で目が合ったレイナが不思議そうに首を傾げた。

　同時に頭に載せた象牙色の小さな帽子も傾く。

　帽子は低い位置で結われた栗色の艶やかな髪をよく引き立てており、あとはお揃いのケープを羽織れば、清楚な妃殿下の完成だった。

　レイナは周囲の、特にルルベラのせいで自分の容姿に自信を持てないでいるが、本来はこんなにも美しいのだ。

「いいえ、なんでもございません」

　アンヌはいつもの物わかりのいいお姉さん風の笑顔を浮かべて答えた。

　レイナ専属の侍女となってもう十年になる。まるで本当の姉のように慕ってくれるレイナが、アンヌにはかわいくて仕方なかった。

　普段はその親しさから、元気がすぎると小言ばかり口にしているのだが。

　今回の輿入れの際も、王太子に親しい女性がいるとの噂は聞いていたが、きっと結婚したら関係なくなるだろうと思ってレイナの耳に入れることはしなかった。

　そんなアンヌにとって、この状況は納得できるものではない。

　婚礼の翌日からずっと、レイナは平気そうにしているが、それが見せかけでしかないことはわかっていた。

　どうやらノーラも同様に感じているらしい。

　しかし、皆に心配をかけないようにとレイナが無理をしているのがわかっていたので、ふたりとも口にはしなかった。

　そして、レイナがなにも言わないのなら気付かないふりをしよう、新婚のふたりには時間が必要だからと、アンヌとノーラは変わらぬ態度で接している。

　にもかかわらず、レイナに噂の女性を近付けたばかりか、王太子は未だに会っているらしい。

　本当は、レイナのどこが気に入らないのか、と王太子に詰め寄りたい。

　その女性とさっさと縁を切ってくださいと訴えたい。

　だが侍女という立場以上に、レイナが望まないだろうと、アンヌは必死に我慢していた。
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「すごい……賑やかですね……」

　窓の外から飛び込んできた色の洪水に、レイナは圧倒されたように呟いた。

　その瞳は興奮に輝いている。

　カインは目を逸らし、街の様子に気を取られているふりをした。

　出発前にフィルと話した内容が忘れられず、つい意識してしまうのだ。

　レイナが笑えば、栗色の艶やかな髪が波打つように揺れ、澄んだ茶色の瞳がきらきらと輝く。

　あえて視界に入れないようにしても、自然と目で追ってしまう。

　だからこれ以上惹かれないようにと、できるだけ顔を合わせないようにしていた。

　それなのにカミーラに押しかけられると断りきれずに会っていた。

　そんな理不尽な態度を続けるカインにも、レイナはなにも言わない。

　ただ気にしていないだけなのだろうか？　この国に嫁いだことによって、義務は果たしたと？

　ふとそんな疑問が胸をよぎる。

「――あなたは……」

「はい！」

　思わず口を開いたカインに、レイナは期待に満ちた顔で嬉しそうに答えた。

　その表情が、今までカインの仕打ちに対して気にしていないように見えた態度は偽りにすぎないと教えている。

　淡く色づく上気した頬に触れ、その柔らかさを確かめてみたい。――そんな気持ちが急に湧き上がり、慌ててこぶしをギュッと固めた。

　向かいに座るレイナの侍女の視線を感じたのだ。

「いや、なんでもない。……もうすぐ目的地に着く」

「は、はい」

　またそっけない言い方になってしまい、カインは内心で舌打ちした。

　気まずい沈黙が漂う車内には、沿道の人々からの歓声がことさら大きく聞こえていた。

　新しく完成した国立医療院の開院記念式典に出席する王太子夫妻を、喜んで迎える人々が集まっているのだ。

　やがて馬車は目的地に着き、一段と大きくなった歓声と厳重な警備の中に、ふたりは姿を現した。

　厳重な警備を敷かれているのは、フロメシアの元王女に反発を持つ者がいるかもしれないとの配慮だった。

　ところが、先に降りたカインの手を借りてレイナが降りると、色とりどりの花びらが投げかけられる。

　それは花嫁への祝福であり、心からの歓迎でもあった。
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　レイナははじめ、医療院と聞いてもよくわからなかったのだが、貧しい民でも医師の治療を受けることができる施設だと教えてもらい、非常に感動した。

　さらにそれが都のセロナムだけでなく、各地に点在していると知り、ユストリスの強さの一面に気付いた。民を大切にする国は、民からも大切にされているのだ。

　人は――獣人もおそらく大切なもののためになら、強くなれるのだから。

　婚礼の日以来、触れることのなかったカインの重ねられた手を、レイナは無意識にギュッと握った。

　たとえ望まれた花嫁でなくても、番ではなくても、これほど多くの民が喜んで迎えてくれるのなら、その気持ちに応えたい。

　そう強く願うレイナをまるで励ますように、カインの手にも力が込められる。

　ふたりはこの日、ずっと手を繋いだままだった。

「カイン様、今日は本当にありがとうございました」

　興奮の残るままにレイナが弾んだ声でお礼を言うと、カインはそっけなく「ああ」とひと言答えただけだった。

　それきり馬車の中は沈黙に包まれる。

　とたんに興奮も冷め、レイナは気落ちしてうつむいた。

　先ほどまでの慣れない公務では多くの獣人に囲まれて戸惑いも大きかったが、カインがずっとそばにいて手を繋いでいてくれたおかげでやり遂げられたのだ。

　行きとは違い、なぜかふたりきりになった帰りの車内でその気持ちを口にしたのだが、伝わらなかったらしい。

　目の前に座るカインは、まるでレイナの存在を忘れてしまっているようだった。

（やっぱり私が番ではないから……。殿下は今、カミーラ様のことを想っていらっしゃるのかしら……）

　行きの馬車の中でも、何度も訊たずねようとして思いとどまった言葉がぐるぐると頭の中で回る。

　情勢が落ち着いたら離縁して、カミーラ様とご結婚されるのですか、と。

　だが返事が怖くて聞けないでいた。

　さらにこぼれ落ちそうになる言葉を必死にのみ込む。

　――どうか捨てないで。番でなくても、お飾りでもいい。私をそばに置いて。

　プライドもなにもない言葉だけれど、それでもきっとカインにとって迷惑な願い。

　震える唇をかみしめ、レイナは膝の上の両手を固く握ってうつむいていた。
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「なにをやっているんだ、私は……」

　執務室に戻ったカインは、頭を抱えてうめいた。

　少しでもレイナと話をしようと、お互いを理解し合おうと、帰りは馬車でふたりきりになれるよう取り計らったのに、かえって裏目に出てしまった。

　自分が作ってしまった沈黙をどうすればいいのかわからなかったのだ。

「うまくいかなかったのですか？」

「ああ」

「でしょうね」

　無情な秘書官の言葉に、カインは顔を上げて眉を寄せた。

「どういう意味だ？」

「いきなりふたりきりになるなど、殿下には難易度が高かったでしょうから。しかも一度は手ひどく傷つけた相手ですし。まあ、少しずつ歩み寄られてお気持ちを表されたらよろしいのでは？」

「どうやって？」

「食事を一緒になさるとか？」

「たったそれだけか？」

「おや、大切なことですよ。女性は食事に誘われたり、花や宝石を贈られたりすると喜ぶものですから。ほら、カミーラ様に宝石を贈られた時の喜びようはすごかったではないですか。あれも目的は違えど、気を引くためのものでしたでしょう？」

　別の女性の名前を持ち出され、カインは眉間のしわを深くした。

「では、宝石を贈ればいいのか？」

「いえ、そうではなく……ただ、妃殿下はいつもおひとりでお食事なさっているそうですので、お食事を一緒にとお誘いなされば、お喜びなさるのではないでしょうか」

「……明日の夜だ」

「かしこまりました」

「ひょっとして、明後日の夜も」

「予定を調整いたします」

　わざとらしく書類に目を落としたまま告げたカインに、フィルも常のまま答えた。
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「昨日は素晴らしい機会をいただき、ありがとうございました」

　ふたりきりの晩餐の席で、レイナは改めて昨日のお礼を言った。

　帰りの車中ではうまく伝えることができなかったが、もう一度だけと勇気を出したのだ。

　すると、カインはかすかに微笑んだ。

「こちらこそ、昨日のことは感謝している。皆もたいそう喜んでいた」

　優しい言葉を返されて、レイナの心は弾んだ。顔が熱くなり、胸がどきどきと音を立てて打つ。

　公務でなにか失敗をしてしまったのだろうかと、城に戻ってから落ち込んでいた昨日の夕刻、今日の晩餐を一緒にどうかとの誘いを受けた時には、信じられなかった。

　そして、緊張してこの時を待っていたのに、カインの笑みを初めて目にしてすべてが吹き飛んでしまったようだ。

　浮き立つ心のままに、むっつり黙って食事をするカインを嬉しそうに見ながら、レイナはふたり分のおしゃべりを朗らかに続けた。

　はたから見れば異様な光景だったかもしれない食事も終わり、まだ執務が残っているからと去っていったカインを見送ってから、レイナはハッとした。

「しまった！　私ばかりしゃべってしまってたわ！」

「え？　今頃気付いたのですか？」

　ずっとそばに控えていたアンヌの冷静な突っ込みも耳に入らず、レイナは頭を抱えて嘆いた。

「ああ、カイン様はきっと、なんておしゃべりな女だろうって思われたに違いないわ。これじゃあ〝お淑やかな女性を演じてカイン様のお心をがっつり掴むぞ！〟作戦が台無しじゃない……」

「その作戦では、なにもかもが台無しです」

「ええ!?　どこが!?　やっぱり作戦名がまずいかしら？」

「……名前の問題ではありません」

「そんな！　頑張って考えたのに！」

「…………」

　色々とあさっての方向に進んでしまうレイナの思考に、アンヌはがっくり肩を落とした。

　と、レイナが急に元気を失くしてうつむく。

「やっぱり、今日のことはただの義務感からかしら……。殿下はほとんどお話ししてくださらなかったし……」

　明るく装うことに疲れたのか、レイナはどんどん沈み込んでいくようだった。

「――殿下は今、非常にお忙しいようですね。それでいつもは執務室で食事をとっていらっしゃるとか……。それに普段から必要なこと以外はお話しにならないそうですから、今度はなにか、レイナ様から質問されてみてはどうですか？　殿下のお好きな本やご興味がおありになることなど。幸いにして明日もお約束なさっていらっしゃるでしょう？」

　アンヌの言葉はその場しのぎの慰めでしかないが、それでも嘘ではない。

　今までカインはまるでレイナの存在を忘れてしまったかのように振る舞っていたが、昨日の公務では気遣いを見せていたし、今日は晩餐も共にしたのだ。

　たとえそれが、不仲説を払拭するためだったとしても。

「そう……そうよね！　じゃあ、明日は質問攻めにするわ！」

「攻めてどうするんですか。それでは守りに入られてしまいます」

「なるほど！　アンヌは頭がいいわね！」

「普通です」

　またいつもの明るさを取り戻したレイナにアンヌは安堵した。

　王太子が妃殿下の寝室をまったく訪れないことも噂になっている。その他にもある不愉快な噂がどうかこれ以上、レイナの耳に入りませんようにと願い、アンヌは手伝いのメイドたちを呼んだ。




　翌日。

「カイン様の夢はなんですか？」

　との質問に、アンヌはずっこけそうになった。

　アンヌの励ましの言葉を受けてひと晩考えたらしいレイナの質問は予想外だった。

　だが、レイナは本気である。妻として、夫の夢を支えたいのだ。

　本音を言えばカインがなんの獣人なのかを知りたかったが、まだそこまで踏み込んではいけない気がしていた。

　そのため、別の角度から切り込んでみることにした。

　初めての夜にカインからは、この婚姻を本物にするつもりはないと言われたが、どうしても希望を抱かずにはいられないのだ。

（番というものになることはできなくても、カイン様のお手伝いをして、王太子妃としてお役に立てればそれだけで嬉しいもの。……ううん、本当は少しでも好きになってくれたらもっと嬉しい。ほんの少しだけでいいから……だから、お願い。答えて、教えてください！）

　笑顔の下で、必死にレイナは願っていた。

　その気持ちが伝わったのかどうなのか、カインはわずかに逡巡した後に口を開いた。

「私は、私の理想とする世界に少しでも近付きたいと望んでいる」

「……理想の世界？」

　興味深そうに聞き返したレイナに、カインは頷く。

「この国は遥か昔、人間から迫害された獣人たちが身を寄せ合い、助け合い生まれた国だ。なぜ人間は自分と違うというだけで差別し、排除しようとするのだろう。獣人たちはただの人間よりも力が強く跳躍力もあり、速く走ることもできる。それなのに不毛の大地とされていたこの地に追われたのは、皆の心が優しいからだとは思わないか？」

　カインは食事の手を止め、真剣なまなざしでレイナを見つめて語った。

　レイナもまた真っ直ぐに見返して耳を傾ける。

「もちろん好戦的な獣人もいるが、ほとんどの者は争いを嫌う。だからこそ、強い力を使って荒野を開墾し、貴重な作物の種を植え、試行錯誤しながら大切に育てた。また硬い山を掘り開けば金が産出され、交易が盛んになり、大きく発展した」

　そこまで説明したカインは一度グラスを手に取り口をつけた。

　それからふうっと息を吐きだし、再び話し始める。

「だが豊かさは欲をも惹きつける。獣人たちは侵略者たちから守るために高い壁を作り、争いを避けていた。にもかかわらず、人間は先般の戦のように争いを仕掛けてくる。我々は対抗するべく国を興した」

「人間も……全員が好戦的というわけではありません。いえ、平和を望む人たちの方が多いと思います」

「ああ。それは否定しない。それでも人間の心には、獣人への差別が根付いているのではないか？」

「それは……」

「あなたを責めているわけではない。問題は根深い。正直に言えば、獣人たちの間にだって差別はある。力の強い獣人は、力の弱い獣人を。空を飛べる獣人は、空を飛べない獣人を……。皆がそれぞれの特徴を認め合い、助け合えればいいのだが、こればかりは難しいだろうな。このユストリス国内でも災害は起こるし、飢えることもある。あの戦ももとをただせば南にある国の水害による農作物への打撃からの糧不足が発端だ。そうして世界を見渡せばいたるところで貧富の差が広がり、そしてまた差別が生まれる」

　レイナはいつの間にか、手を固く握りしめていた。

　これは今ある世界の厳しい現実の話なのだ。

　確かにレイナもまた、フロメシアの王宮で愛妾の子として差別され、見下されていた。

　それでもぬくぬくと過ごしていた自分には知らなかったことばかり。知ろうともしなかった。ただ自分の境遇を嘆いていただけ。

　嫁ぐことが決まってからも、花嫁教育を不満に思うばかりで、ユストリスや世界の現状についてろくに勉強することもなかった。

「この大陸はとても広い。それなのに、それぞれの国が孤立している。だから父である王も私も、この大陸が、世界が、人間も獣人も関係なく繋がり合うことを望んでいるんだ。しかし……なかなかうまくいかないものだな。争い、騙し合い、土地を奪う。本当は、私にはこうして偉そうに理想を語る資格もない」

　レイナは握りしめていた手をぱっと開くと身を乗り出し、テーブルの上で同じように固く握りしめられたカインのこぶしを両手で包み込んだ。

　カインの言葉で傷ついている場合でも、今までの自分を後悔している場合でもない。

　つらそうに表情を曇らせるカインに、この気持ちを伝えるべきだ。たとえ望まれた花嫁ではなくても、レイナはユストリスの王太子妃なのだから。

「私はカイン様の妻です！　ですから、カイン様がひとつの世界を目指すなら、私も目指します！」

「……ありがとう」

　ちょっとばかり淑女らしくない、それでも心のこもった、そして力のこもったレイナの告白に、カインは驚いたようだが、きちんと受け止めた。

　いつの間にか、そばに控えていたアンヌたちは姿を消している。

「でも私には力も知識もありません！　ですが、頑張ればどちらも得られるはずですから！」

　続くレイナの自信に満ちた頼りない言葉を聞いて、カインは再び微笑んだ。

「さあ、食べましょう！」

「……ああ」

　アンヌが見ていたらがっくりしてしまっただろうやり取りだったが、その後は意外なことに、和やかな会話の中で食事は進んだのだった。
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「最近、妃殿下はこの城にも随分馴染んできていらっしゃるようですね」

「みたいだな」

　カインのそっけない返事も気にせず、フィルは続けた。

「それもこれも妃殿下の懸命な努力の賜物。医療院への視察の時には民への人気取りだの噂の払拭のためだのと悪し様に言っていた貴族たちも、ようやく人間である妃殿下を王太子妃として受け入れ始めているようです。まだあれからひと月も経っていないのですがね。図書館で暇を持て余している――いえ、蔵書の管理をしている者に、妃殿下は教えを請い、古参の侍女にはこの国の風習についてあれこれご質問なさっていらっしゃるとか」

「……そうか」

　再びそっけなく答えて、カインは西方地域からの報告書を脇に置いた。フィルが次に書状を渡す。

　当初、レイナとの婚姻には、かなりの数の貴族たちから反対の声があがっていた。

　ただでさえ譲歩しているにもかかわらず、この上フロメシアの王女を権限のある王太子妃に迎えるのは危険ではないかと。

　そしてさらに、カインの態度がその懸念に拍車をかけていたのだ。

　しかし、それもここ最近変わりつつある。

「まだ警戒している者もいますが、妃殿下に接した者、特に城に仕える者たちはことごとく、そのお人柄に惹かれているようですよ」

　カインは書類に集中しているふりをしてなにも言わなかったが、内心ではかなりホッとしていた。

　食事を共にした二日目の夜は、つい長々と話しすぎため心配していたのだ。

　フィルに助言されたように『求愛行動』をするつもりが、女性には退屈な話をしてしまっただけではないのかと。

　カインの夢を聞いてきたのも、沈黙を埋めるためのものだったのではと、後で失敗したのではないかと不安になったが、レイナはこの国に馴染もうと懸命に努力してくれている。

　そんなレイナに自分はなにをしてやれるのだろうと考えていたカインは、読み終えた書状を少々乱雑にフィルへと返した。

「こちら、お受けされますか？」

「当然だろう。フロメシア国王の結婚式だぞ？　妹であるレイナが招待を断る理由がない」

「ですが罠だとしたら？」

　いきなり変わった話題に、部屋の空気が張り詰める。

　それを和らげるためか、カインは立ち上がり、窓を開けた。

「そこまでバカではないだろう？　今後の国交にも影響する」

「かしこまりました」

　前国王ラクスのことを考えれば安心はできなかったが、ふたりともあえて口にはしなかった。

　カインが開けた窓から春のあたたかな風と芳しい花の香りが部屋へと流れ込む。

「おや……まあ、今日は気持ちのいいお天気ですからね」

　窓の外に広がる庭を見下ろすカインの背後で、フィルが呟いた。

　その視線の先――かなり遠くではあるが、そこには散歩中のレイナがいたのだ。

　花の香りを直接楽しんでいるのか、レイナは花壇へ顔を寄せるように屈んでいた。

　しばらくして体を起こしたレイナの両手はふわりと重ねられている。と、執務室の窓辺に立つカインに気付いたらしい。

　レイナは嬉しそうな笑みを向けて、ぱっと両手を開いた。

　ひらひらと黄色い蝶が手のひらから舞い上がる。

「……かわいらしいお方ですよね。いつまでもぐずぐずしている殿下がまぬけに思えるほどに」

　平坦な声である種の苦言を呈したフィルは、必要な書類を抱えて出ていった。

　ひとりになったカインは窓の外をしばらく見ていたが、ハッとして急ぎ執務室を後にした。
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「まさか食事を共にされたくらいで、カイン様のお心が傾いていらっしゃるなんて思ってはいないでしょう？」

　飛んでいく蝶をぼんやり見ていると、にこやかな笑みを浮かべたカミーラが毒を吐きながら近付いてきた。

　アンヌや護衛もさすがに公爵令嬢のカミーラを止めることはできなかったらしい。

「……ごきげんよう、カミーラ様」

　ふた晩も続けてカインと一緒に食事をとったことは噂になっているようだが、夫婦なのだから当然だと、レイナはカミーラに遠慮せず平静を装って答えた。

「あら、余裕でいらっしゃるわね。それともカイン様のお心はどうでもいい？　ご公務で仕方なくとはいえ、カイン様とご一緒に公の場に出られたのですものね。さぞ誇らしかったでしょう？」

「では、カミーラ様はさぞ悔しかったでしょうね？　本来ならご自分がいらっしゃった立場に私がいるのは」

　今までずっと我慢していたが、それも必要ないとレイナは言い返した。

　カミーラはきつくレイナを睨みつけたが、ぱっとかわいらしい笑顔に変わる。

　驚いてレイナがカミーラの視線の先へと振り向けば、先ほどまで執務室にいたはずのカインが向かってきていた。

「カイン様！」

　レイナはカミーラが目の前でカインの腕に絡みつくのを見ていた。

　だがカインは振り払うこともたしなめることもせずにカミーラに微笑みかける。

　それはレイナがめったに見ることのないカインの笑みだった。

「カミーラ嬢、あなたは領地に帰ったんじゃなかったのか？」

「そうですけど……カイン様と離れているのは寂しくて、お父様について戻ってきてしまいました」

「そうか……」

　ふたりはまるで恋人同士のように楽しげに会話している。

（いいえ。まるで、ではなく本当の恋人同士なのよ。私が番になるはずだったふたりの仲を裂いてしまっただけで……）

　カインは呆然としているレイナの存在を忘れてしまったかのようで、これ以上は見ていられなかった。

　もごもごと辞去の挨拶をして逃げるようにその場から立ち去ったので、カインがなんと答えたのかはわからない。

　ひょっとしてなにも言葉をかけてさえくれなかったもしれないのだ。

　それを知るのが怖くて、レイナは離れた場所で待っているアンヌたちのもとへと駆け寄り、何事もなかったかのように部屋へと戻っていった。










四　憂鬱な里帰り




　中庭で蝶を捕まえたあの日からひと月後。

　フロメシア王宮で行われた兄のレグルの結婚式に、レイナはカインとともに参列した。

「式は簡素だったが、気負わずにすんでよかったよ」

「はい。レグルお兄様らしくて……」

　言いかけて、ふと花嫁のことを思い出し、レイナは口を噤つぐんだ。

　兄であるレグルの結婚式に出席するために、カインと一緒にフロメシアに里帰りしたのが昨日。

　落ち着く間もなく今日の式に参列したレイナたちは、祝宴前に用意された客間に戻ってホッとひと息ついたところだった。

　兄の結婚式はフロメシアの王としてはとても簡素なものだったが、カインは好印象だったらしい。

　実際、レイナも堅苦しく豪華なものでなくてよかったと思っていた。

　だが緊張しているだけだったのかもしれないが、花嫁の顔色はあまりよくなかったのだ。

　そのことを思い出し、レイナは花嫁のことを考えた。

　レグルは当然のことながらフロメシアの令嬢たちの間で人気があり、花嫁となれたなら誰でも大喜びだろうと思っていたが違うのかもしれない。

（この国の貴族についてもあまり詳しいわけではないけれど、それにしても初めて知る方だったわ。あの公爵家出身の方だったら、ルルベラ様と親しくされていてもおかしくないのに……）

　実の父であるラクスは出席しておらず、レイナの義理の母である前王妃とルルベラは式の間中ずっと不機嫌な表情のままだった。

　はじめは主賓席に座る自分に腹を立てているのかと思ったが、それだけではなく鋭い視線は花嫁にも向けられていたのだ。

　今回の縁組は国内の情勢を安定させるために力ある公爵家と血縁関係を結ぶためのものだと聞いていた。

　花嫁の顔色の悪さだけでなくレグルの冷めた表情からも、ふたりの先行きが心配になってくる。

（でも、私には力になれないわよね……）

　自身の結婚生活さえ満足に送れていないレイナには、花嫁の幸せを願うくらいしかできない。

「……レイナ」

「はい、カイン様」

「その、今さらずうずうしいのはわかっているが……結婚をやり直させてくれないか？」

「――え？」

「あの初めての夜、私はあなたに対してとても冷たかったと思う。だがあれは本心ではないというか……その、あなたを縛りつけたくなかったんだ」

「私を……？」

　カインの言葉にレイナは息が止まるかと思った。

　結婚をやり直したいとは、別れたいという意味だと思ったのだ。

　だが違うらしい。

　今ひとつ理解できないでいるレイナの隣に席を移し、カインは膝の上で握りしめた小さな手に手を重ねた。

「私は……私たちの種族は特に執着心が強い。一度手に入れてしまうと、もう手放せなくなってしまう」

「カイン様……」

　たとえ本能のせいでも自分を求めてくれるなら嬉しい。

　レイナはその気持ちを伝えようとして、カインの悲しそうな表情に気付いた。

「この結婚はあまりに急だった。あなたも突然嫁ぐことが決まり、さぞ驚いたことだろう。だが無理をするつもりはないと伝えたかったんだ。それがあのような言い方になってしまって傷つけたのではと後悔していた」

「い、いえ……あの……」

　傷つかなかったというのは嘘だ。

　それでもこれ以上カインを悲しませたくなくてレイナは否定しかけたものの、それもまたこの結婚をなんとも思っていないというようでためらわれた。

　カインはそんなレイナの手を取り、両手で包むように握る。

「確かにこの結婚は政略によるものだ。しかし始まりはどうであれ、私たちがよりよい関係を築いていくためにこだわる必要のないものだとようやく気付いた。だからどうか、これからもう一度始めてくれないだろうか？」

「も、もちろんです！」

　こんな夢みたいなことがあっていいのだろうか。

　レイナは嬉しさのあまり頭がぼうっとしながらも、大きく頷いて答えた。

　するとカインも嬉しそうに微笑む。

　途端にいつもは近寄りがたい印象のカインの表情が温かなものに変わる。

　ますますぼうっとしてしまいそうな頭とは逆に、レイナの心臓は驚くほど速く打ち始めた。

「よかった。王女の義務としてあなたをこの結婚に縛りつけるのは、あまりに気の毒だと思っていたんだ」

「……え？」

　たったひと言で、浮かれていた頭が冷める。

　レイナが〝気の毒〟だからと、カインは歩み寄ろうとしてくれているのだ。

　ひょっとして先ほどの花嫁の顔色の悪さを見たせいかもしれない。

　それでも――同情でもかまわない。夫であるカインと良好な関係を築いていけるなら。

　レイナは痛む心にふたをして、喜びだけに集中して微笑んだのだった。
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「獣人の王っていうからどんな獣かと思ったら、とても素敵な方なのね」

「……お姉様、お久しぶりです」

「誰がそう呼ぶことを許したの？　獣たちの国の王太子妃になったからって、お前の立場が変わったわけじゃないのよ。偉そうにしないで」

「……申し訳ございません」

　三日前、フロメシア王宮に到着した時にはかなり好奇の目で見られた。

　だが同情的だった女性たちの視線が、カインの姿を直接目にして羨望に変わったことにも気付いていた。

　結婚式の間でもそれは続いていたが、昨夜の祝宴の席ではかなりあからさまになっていたのだ。

　そして勇気ある者はカインに恐る恐る話しかけ、にこやかな返答を得ては男女ともに頬を染めていた。

　相変わらずレイナはいないものとして扱われていたが、カインはできる限り会話に引き込み、そばから離れることもなかった。

　すると皆も次第にレイナに敬意をもって接してくれるようになったのだ。

　そのことが嬉しく、昨夜は夢見心地でベッドに入った。――カインとは別々だったが。

　目が覚めてからも浮かれたままでいたために自分の立場を忘れてしまっていた。

　カインがフロメシアや他国の首脳陣と会談している間はおとなしく部屋にこもっていればよかったのに、愚かにも庭になど出てきたからルルベラと出会ってしまったのだ。

　顔を伏せる前に見えたルルベラの意地の悪い笑み。

　いつも悪いことが起こる前触れに、レイナはぞっとした。

「ねえ、あの方はなんの獣人なの？」

「…………」

　ルルベラに問われても、レイナには答えることができなかった。

　たとえ知っていても口にすることはなかっただろう。

　そう思うと、レイナは知らなくてよかったと安堵した。

「無視するんじゃないわよ！」

「――うっ！」

　ルルベラが投げつけた扇子が額に当たり、レイナは痛みにうめいた。

　付き添っていたアンヌは守ることもできず、ぐっと唇をかみしめる。

　顔を上げなくてもレイナにはルルベラが満足げに笑っているのがわかった。

「まさかお前、知らされていないの？」

「……はい」

　ルルベラはレイナを蔑む時に勘がよく働く。

　バカにされることもわかっていたが、レイナは正直に答えた。

　見栄を張るよりも、これ以上の追及を避けたかったのだ。

　案の定、ルルベラはバカにしたように笑う。

「やっぱりね！　お前ごときが受け入れられるわけがないのよ！　たとえ獣人の国でもね！」

　反論せずにレイナはうつむいたまま沈黙を通した。

　ここで反応してしまっては自分だけでなく、皆に迷惑をかけることになるからだ。

　本来負けん気の強いレイナには苦痛であったが、自分ひとりが我慢するだけの方が楽なことも経験から学んでいた。

　あらかたレイナを罵れば、ルルベラは満足して去っていく。

　それまで黙ってやり過ごせばいいのだ。

「ねえ！　ひょっとしたらあの方は人間なんじゃないかしら？」

「……はい？」

　予想外の言葉に、レイナはつい顔を上げてしまった。

　ルルベラは自分の考えに夢中になっているのか、レイナの驚きには幸い気付かない。

「醜い尻尾や耳なんてどこにもなかったわ。あのように美しいなんて……。それにやっぱり王となるには知性が必要よね。獣に知性を求めるのは無理だもの」

　突拍子もない考えにレイナは唖然とした。

　力の強い獣人ほど人型と獣型に完全に変化できることは、レイナもユストリスに嫁いでから知ったことではあった。

　それでも獣人には知性がないなどと考えたことはない。

　ルルベラはユストリスの交渉団と直接話をしないまでも、晩餐などに同席しているというのに、こんなにはっきり差別的な言葉を口にするとは思ってもいなかった。

（まさかフィルのことも人間だと思っていらっしゃるとか……？）

　他にも交渉団の中には人間と見分けのつかない者たちはいた。

　このたびの訪問で、カインに付き添ってきた者たちもほとんど同じ顔ぶれのはずだ。

「――ねえ、聞いているの!?」

「はいっ！」

「じゃあ、いいわね。もともと私の縁談だったんだから、私に返してもらうわ」

「い、いえ！　それは――」

「はあっ？　お前、私に逆らうの？」

　長年しみついた服従の精神がレイナを怯ませた。

　それでもレイナは昨日のカインの言葉を支えに勇気を出した。

「わ、私とカ……殿下はすでに結婚しておりますので……」

「離縁すればいいじゃない。そうよ、お前から今日にでも申し出なさい。いいわね？」

「い、嫌です」

「なんですって？」

「カイン様と別れるつもりはありません！」

「お前――」

「レイナ、ここにいたのか」

「カイン様!?」

　突然聞こえた声に驚いて振り向けば、カインが優しく微笑んで立っていた。

　予想外にカインと会えたことが嬉しくもあったが、今の会話をどこまで聞かれたのだろうと恥ずかしくもなる。

　そんなレイナを押しのけるようにルルベラがカインへと走り寄った。

「まあ、殿下。もうお話は終わられたのですか？　でしたらお茶をご一緒しましょうよ」

　ルルベラはレイナの前で堂々とカインの腕に絡みつき、サロンの方へと足を向ける。

　しかしカインは歩き出すことなくルルベラの腕をそっとほどいた。

「申し訳ないが、私は妻と過ごしたいんだ」

「なっ!?」

　カインはルルベラに冷ややかに告げると、レイナに申し訳なさそうな困ったような笑みを向けた。

　そして手を差し出す。

「行こう、レイナ」

「――はい」

　嬉しくて嬉しくて、レイナは迷わずカインの手を取った。

　カインがいてくれるなら強くなれる。

　そのまま手を握って部屋へと戻るレイナの背を、ルルベラは憎しみを込めて睨みつけていた。




＊　＊　＊




　フロメシアでの滞在期間は四日。

　あの中庭でのことがあって、レイナは翌日はずっと客間で過ごしていた。

　しかし前王妃――ルルベラの母親から出発前にと、お茶会に招待されたため断ることもできず、最終日は部屋から出なければならなかった。

　そうなると確実にルルベラと顔を合わせなければならない。

　憂鬱な気分をカインに悟られないようにしてまた会談へと送り出すと、レイナはひとりで昼食をすませた。

　とはいえ、緊張で食事はほとんど喉を通らない。

　それから心配するノーラやアンヌに大丈夫だと伝え、支度をして招待されたサロンへと向かう。

（明日には王宮を発つんだから、嫌みに耐えるのもこれで終わりよ）

　そう自分に言い聞かせてレイナは一度深呼吸をし、会場へと入っていった。

　ところがそんな決意はいらなかったほど、お茶会でレイナは無視された。

　誰もレイナに話しかけようとしないのだ。

　そればかりかあからさまに避けられている。

　普通ならば嘆くべきなのだろうが、レイナは逆にホッとしていた。

　自意識過剰ではなく、クスクスとレイナを笑う声が聞こえる。

　だがそれもいつものことで、レイナはすっかり慣れたものだ。

　ひとり席に着き、目の前に置かれたカップを一度も口へと運ぶことなく、ある程度時間が経ったところで退席しようと立ち上がる。

　これが最後だからこそ、嫌ではあるが礼儀正しく主催者に挨拶をして引き揚げるつもりだった。

　ユストリスの王太子妃は無礼者だと――やはり野蛮な国なのだと嘘でも言われたくない。

　何度も耳にした野蛮という言葉に過敏になっているのかもしれない。

　前王妃を捜して会場を歩いていると、よく知る顔を見つけた。

　一瞬、気付かなかったふりをしようかとも思ったが、それでもお世話になったのだからと、レイナは近付いた。

「お久しぶりです、アデル夫人。その節は大変お世話になりました」

「嫌だわ、話しかけないでくださいませんか？　いえ、それよりも離れてくださいませ。ようやく獣臭さが消えたと思ったのに、また臭いが移りますから」

　レイナが声をかけたことで、周囲から一斉に注目される。

　そしてアデル夫人の返答を聞いて、隠そうともせずに皆が笑う。

　ここで言い返して騒ぎになってしまっては、前王妃たちの機嫌を損ねかねない。

　そう考えて、いつもなら怒りを抑えていたレイナだったが、今回は我慢しなかった。

　自分のことならともかく、今は祖国となったユストリスを――カインの愛する国をバカにされたのだ。

「アデル夫人は私に礼儀のなんたるかを教えてくださったのに、あれは口先だけでしたのね」

「なんですって？」

「相手に敬意をもって接するという基礎中の基礎もできないなんて、礼儀以前の問題ではありませんか。それも事実無根の言葉で貶おとしめるなんて……。それともあまりにも閉鎖的な考えに囚われすぎて、他者を認めることさえできないのかしら？　それは改められた方がよろしいかと思いますわ。しかも身分が上の者に対する態度もなっていないだなんて」

「なっ、なにを……っ！」

　反撃を予想していなかったのか、レイナの正論に返せないからか、アデル夫人は真っ赤になっている。

　周囲の者たちも唖然とする中、久しぶりに聞く声が割り込み、レイナの背筋が凍った。

「まあ、随分偉くなったのね、泥棒猫の子は」

「お、王妃陛下……このような騒ぎを起こしてしまい、申し訳ございません」

　アデル夫人が急ぎ膝を折り、謝罪する。

　現在の王妃は数日前にレグルが結婚した女性であり、目の前に立つルルベラの母親ではないのだが、この場では皆がそう呼んでいた。

　それもまたレイナが居心地悪く感じたひとつである。

　前国王のラクスはユストリスの挙げた条件によって譲位させられ、今はなんの称号もない。

　そのため前王妃は王太后の位でもなく、ただの夫人でしかないのだ。

　それがこのように王宮でお茶会を催し、皆に王妃と呼ばせているのは、まだレグルが女性たちの問題にまで手をつけることができていないからだろう。

　レグルの性格からして母親を特別扱いするとも思えない。

　本来ならレグルの妃となった女性――本当の王妃が女性たちを律するべきだが、この場にはいないことから彼女の立ち位置がわかる。

　結婚式でも悪意ある視線を向けられて顔色を悪くしていた彼女が、このふたりを抑えることができるとも思えなかった。

「礼儀だなんだと聞こえておりましたが、私に挨拶も謝罪もできないなんて、礼儀知らずはお前の方よ。身分云々も聞いていて驚いたわ。ルルベラからユストリス王太子妃の座を奪っておきながら、よくも言えたわね」

「そうよ。私が知らない間に、自分がユストリス王太子妃になりたいってお兄様に泣きついたのよ」

「まあ、はしたない。さすがは泥棒猫の子ね。厳しくしたつもりなのに、やっぱり同じ泥棒猫に育ってしまうなんて」

「だけど私、フロメシアが恥をかかないように、なにも知らないあの子に花嫁教育をしてほしいとアデル夫人にお願いしたのよ。それなのにアデル夫人に不満を言うなんてひどいわ」

　前王妃の後から現れたルルベラが自分の悲劇を嘆く。

　皆もルルベラが嫁ぐことを拒否したことは知っていながらも、レイナに批判の眼差しを向けた。

「ルルベラはなんて健気な子かしら。やっぱりユストリスの王太子妃に相応しいのはルルベラよ。お前のような者が就いていい立場ではないわ。すぐにでも王太子殿下に謝罪して、離縁を申し出なさい」

　静かな声であったが、ルルベラとは比べものにならないくらい威圧感があり、レイナは全身が震えた。

　それでも必死で声を絞り出す。

「い……嫌、です……」

「なんて言ったの？　よく聞こえなかったわ。もう一度言ってごらんなさい。ちゃんとはっきり『はい』とね」

「――嫌です！　カイン様の妻は私ですから！」

　もう一度初めからやり直したいと言ってくれたカインに応えるためにも、レイナはありったけの勇気を出して訴えた。

　途端に今まで以上に場内は緊張した空気に包まれる。

「なんて卑しい――」

「これはなんの騒ぎだ？」

　レイナはまたなじられると覚悟したが、レグルの声が割り込み、閉じていた目を驚いて開けた。

　レグルの背後にはカインもいる。

　この醜いやり取りを見られたことが恥ずかしくて、レイナは今まで以上に小さくなった。

　しかしカインはすっと歩み出ると、レイナのそばまでやってきて抱き寄せる。

　カインの腕の中はレイナにとって泣いてしまいそうなほど安心できた。

「王太子殿下、あなたはその娘に騙されているのです。本来ならこの子が――ルルベラが殿下の花嫁となるはずでしたのに、その娘がレグルを丸め込んで奪い取ったのですわ」

「そうよ！　ねえ、お兄様？　ユストリスとの縁談は私に持ってきてくださったのよね？　それをあの子が聞きつけて、お兄様にわがままを言ったのよね？　自分が花嫁になりたいって」

　前王妃とルルベラの言葉に、レグルに付き従っていた者たちまでもがざわめいた。

「いや――」

　それを否定しようと口を開きかけたレグルを、カインが手を上げて制する。

「私は人間よりもかなり耳がいい。だからこそ私の妻が謂いわれなき責めを受けていることに気付いて駆けつけたのだ。また鼻もよく利くので、嘘をついている者たちのことも臭いでわかる」

　耳に心地よく響く涼やかな声でカインはきっぱりと告げた。

　その内容に皆が驚愕する。

「なっ、そんなこと……」

　ルルベラは青ざめながらもなにか言いかけたが、冷たいカインの眼差しに射貫かれて口を閉ざした。

「私はレイナだからこそ、この縁談を受けたのだ。でなければ、賠償金の減額もなかっただろう。まあ、交渉団の者たちも、あなたではなくレイナが嫁いでくるだろうことを最初から見越していて条件にしたようだがな。はっきりレイナを指名しなかったのは、あなた方のレイナに対する今までの仕打ちを知っていたからだ。また妨害されると判断したらしい。あなたでは民が納得しないことは皆が承知している」

「そ、そんな獣人ごときに――」

「ルルベラ、黙れ」

　ルルベラは皆の前で侮辱されてどうにか反論しようとしたが、レグルの厳しい声に制された。

「レグル！　あなたは妹が大切ではないの？　侮辱されているのよ？」

　その態度に前王妃が抗議する。

　しかしレグルは顔を強張らせて前王妃を見下ろした。

「母上、誰がこのような催しを許したのです？　民が飢えをどうにか凌しのいでいるというのに、なぜ愚かにも茶会など開くのですか？　そもそもあなたにはもうなんの権限もないのです。王宮で好き勝手に振る舞うことは許されません」

「レグル、あなたは――」

「私のことは陛下とお呼びください、フロメシア夫人」

「なっ……」

　爵位もなにもない、ただの家名で呼んだことで、前王妃の立場をレグルははっきり皆に知らしめた。

　前王妃は言葉をなくし、真っ青になっている。

「それにルルベラ、お前にはいい加減呆れたよ。レイナはもうユストリス王太子妃殿下となったのだ。それに対し、お前の態度はあまりに無礼だ。母上もルルベラも自分の立場をよくよく理解してほしい。よって、ルルベラを王籍から外す」

「お兄様!?」

「レグル！　なにを血迷っているの!?」

「陛下、だ。私はもうお前の兄ではない。だが父上と母上の娘であることに変わりはないのだから、両親のもとで暮らすがいい。そのうち縁談もあろう」

　突然の宣言に、ルルベラや前王妃だけでなく、その場に居合わせたすべての者たちが驚き息をのんだ。

　レイナもまた驚いてレグルを見たが、その表情から兄が本気であることを悟った。

　その中で何人かがあからさまにルルベラや前王妃からそっと離れていく。

　つい先ほどまでルルベラと一緒になってレイナを嘲笑していたというのに、変わり身が早い。

「な、なによ！　お前なんか卑しい――っひ!?」

「ルルベラ？　ルル……ベラ？」

　憎しみを込めてレイナを睨みつけ指をさしながら罵りの言葉を吐き出しかけたルルベラは、ぴたりと動きを止めたばかりか徐々に顔を真っ赤に染めていく。

　その様子がおかしいことに前王妃である母親が声をかけるが、自身も次第に苦しそうに声を震わせる。

「私の力は大きすぎるため、弱き者を傷つけないために多くの制約を課している。しかし、私の大切なものを守るためなら制約は簡単になきものとなる」

「カイン様？」

「カ……カイン殿！　どうかこれ以上はお許しください。ルルベラの非礼は私もお詫びいたします！　ですから――」

　レイナにはなにが起こっているのかわからなかった。

　ただルルベラの赤かった顔が今は白くなっていて、レグルが頭を下げたことに驚く。

「あなたが謝罪する必要はありません。私も少々感情的になってしまいました。どうか頭を上げてください」

　ルルベラがどさりと座り込み、激しくせき込み始める。

　初めて聞くルルベラの嗚咽交じりの醜い声が、静まり返った室内に大きく響いた。

「予定通り、私たちは明日発たせてもらう。それまでは誰も私たちに近付かないでいただきたい」

「ええ、わかりました。……レイナ、すまなかったな」

「い、いえ……」

　結局わけがわからないまま、レイナはカインに連れられてまた部屋に戻ることになったのだった。




「レイナ様！　――殿下もご一緒でしたか。失礼いたしました」

　客間に戻った途端、ノーラとアンヌが駆け寄ろうとしたが、カインに気付き慌てて足を止める。

　そして頭を下げるふたりに、気にするなというようにカインは手を振る。

「お茶の用意をしてくれるだろうか？　レイナはほとんど飲んでいないようだから」

「かしこまりました」

　実際、先ほどのお茶会ではお茶をひと口も飲んでいなかった。

　なぜわかったのだろうと不思議に思ってカインを見上げた。

「ちょっとした特技のようなものなんだ。集中して意識を広げれば、近くで起きていることがだいたいわかる」

　どうやら表情から疑問に思ったことが伝わったらしい。

　困ったように言うカインの説明に驚いて、レイナはぽかんとしてしまった。

　耳がいいと言っていたが、それどころではない。

「すまない。気持ち悪いと――」

「ちょっとしたどころではないですね！　すごいです！　ご家族の皆様もお出来になるのですか？」

「え？」

「あ、申し訳ありません。踏み込んでしまいました」

　今度はカインがレイナの反応に驚いたようだった。

　唖然とした様子のカインを見て、レイナは興奮してしまったことを謝罪した。

「いや……かまわない。謝らないでくれ」

「……カイン様は――」

　レイナは勇気を出してなんの獣人なのか聞きかけたが、また困ったように笑うカイン見て口を噤んだ。

　もし教えてくれなかったら、と思い、怖くなったのだ。

　そこにノーラとアンヌがお茶の用意をしてやってきた。

「ありがとう。それを置いたら、ふたりきりにしてくれないか」

「はい」

　お茶会に出かける前は心配そうに顔を曇らせていたノーラとアンヌも、今は安堵の笑みを浮かべていた。

　カインは使用人にもお礼を言う。

　そんなところもレイナがカインにすぐに心惹かれた理由のひとつだった。

　はじめは冷たい言葉をかけられたと思ったが、それもレイナを思ってのこと。

　――執着してほしい。手放さないでほしい。番にはなれなくても、せめて家族としてこの先もずっとそばにいられたら。

　その願いはカインの国を想う気持ちを利用したもので、本当に好きな相手であるカミーラとの仲を引き裂いている。

　レイナは溢れる想いを口にできないままカインの言葉を待った。

「……レイナは、怒っていないか？」

「え？　私がですか？」

「ああ。いくらあなたが侮辱されたとはいえ、あなたの家族に危害を加えてしまった。私の怒気を向けたばかりに、姉君たちは威圧され息することさえままならなくなったんだ。しかも兄君には皆の前で頭を下げさせることになってしまっただろう？」

　レイナがいったいなにに怒るのか、逆ではないのかと思ったが、申し訳なさそうなカインの説明でなんとなくだが理解できた。

　レイナにはカインの〝怒気〟というものは感じられなかったが、あの時のルルベラは呼吸困難に陥っていたようだった。

　そのような強い力を持つために制約を課していると言っていたのに、レイナのために怒って力を使ったのだ。

　庇ってくれたことに感謝こそすれ、レイナには怒る理由などなかった。

　ただそれをどう伝えるべきかと迷う。

「その……確かに、レグルお兄様に――陛下に頭を下げさせてしまったことは問題かもしれませんが……本音を言うと嬉しかったです」

「嬉しかった？」

「あ、その、薄情なのはわかっています。でも、えっと、……辺境の伯爵家に嫁いだ母は、田舎は嫌だとずっと王都におりましたし、育ててくれた義理の父とは顔を合わせることもありませんでした。王宮にやってきても陛下、いえ、先王陛下は私に関心を持たれませんでしたから……。あ、でもレグルお兄様――陛下はできる限り外に連れ出してくださいました。それでもお忙しい方ですのであまり……。あの、私、家族が欲しかったんです」

「家族？」

「はい。ですから、カイン様と結婚して家族になれることを楽しみにしておりました」

　ルルベラのことにはあえて触れなかった。

　初めはつまずいてしまったが、これからの結婚生活のことを話したくなったのだ。

　一昨日のカインの言葉を胸に、カミーラのことを後ろめたく思いながらもレイナは精いっぱい微笑んでみせた。

「――うん。うん。家族になろう。いや、もう家族だ。それにレイナには私だけでなく、父も母も弟も妹もいる。もう少し政情が落ち着いたら、皆で集まることもできるだろう」

　そう言って、カインは立ち上がるとレイナの隣へと席を移動した。

　そしてレイナの手を取り、そっと口づける。

「約束しよう、レイナ」

「――あ、ありがとうございます」

　カインがなんの獣人なのかはまだわからない。

　だがそんなことはどうでもいいくらいにカインの言葉は嬉しくて、こみ上げてきた涙を見られたくなくてレイナは顔を伏せた。

　するとたくましい腕に抱き寄せられる。

　レイナは胸のときめきとともに初めての安心感に包まれて、恐る恐るギュッとカインに抱きついたのだった。










五　ユストリス王家の秘宝




　フロメシアから無事に帰国した翌日。

　浮かれた気分で中庭に訪れたレイナは夢見心地のまま草花を見ていた。

　そこにひらひらとまた蝶が舞い降りてくる。

　だがレイナは以前のように捕まえることなく、ただ蝶を目で追うだけだった。

「今日は捕まえないのか？　いや、先日もせっかく捕まえたのにすぐに逃がしてしまっただろう？」

「カイン様!?」

　いきなり後ろから声をかけられ、レイナは驚いて振り向いた。

　付き従っていたアンヌや護衛たちは一礼すると、ふたりの会話が聞こえない程度の距離まで下がる。

　カインは頬を染めたレイナのそばに歩み寄り、再び問いかけた。

「綺麗な蝶だったのにな」

「あの、えっと……蝶はとても綺麗ですが、やはり狭い籠の中に閉じ込めるのはかわいそうなので……」

　先日の蝶のことなのか、今の蝶のことなのかよくわからない。

　ただカミーラのことを思い出し、浮かれた気分が途端に沈んでしまった。

「なるほど」

　先日のことには触れず、カインは納得の言葉を呟くとさらにレイナへと近付いた。体温が感じられるほどに。

「それであなたは？」

「え？」

「今のあなたは、王太子妃という立場を求められている。それは狭い籠の中に閉じ込められているようなものだろう？　しかも獣人たちが用意した籠だ。それでも気持ちは変わらないか？」

「は、はい。私は……皆さんが受け入れてくださるなら……」

　確かに、ほとんど存在を忘れられて暮らしていたフロメシアの生活と違い、ユストリスでは王太子妃として振る舞わなければならない。

　その立場さえも認めない者もいるが、それでもこれから頑張ろうと思えた。

　それはカインの言葉をもらったからだ。

　だから今、少し厳しいカインの問いにも迷うことなく答えることができた。

　するとカインが優しく微笑んだ。

　途端に周りの空気が熱を帯びてきているのか、体が火照ってくる。

　そんなふたりの様子を、アンヌと護衛たちは静かに見守っていた。

　はじめはふたりの仲を心配していたが、どうやら大丈夫そうだ、と。

　それどころか、頬を染める妃殿下に寄りそう王太子殿下という図は、仲睦まじくも見える。

　フロメシアへの帰省は特に心配だったが、カインとの仲が深まったようでアンヌたちは安堵していた。

　そんな一行とは別に、ふたりを見ている者たちがいた。それもかなり遠くから。要するに、王城のあちこちの窓から。

　どうやらこのまま不仲説は消えそうだとアンヌは考え、嬉しそうなレイナを目にしてこれからのことを期待した。

「ここは皆の視線がうるさい。だから……もしよければ少し付き合ってくれないか？」

「は、はい……」

　カインの突然の誘いに、レイナは遠慮がちに頷いた。

　本当はまだカミーラのことが気になるが、やはりカインに誘われると嬉しい。

「どちらに行かれるんですか？」

「この国の……恵みの園、かな」

　カインが少し考えて答えると、レイナは期待に輝かせた茶色の瞳を大きく見開いた。

「恵みの園!?」

　それは、この世界に伝わる神話。――太陽神と大地神が初めて出会った場所。生命のはじまった園。

　わくわくしているレイナを見て、カインは微笑んだ。

「住む場所を追われた祖先たちが、安住の地を求めて長い旅を続け、そして得た土地だ」

　庭の先にある木立の間を歩みながら説明したカインは、頑丈そうではあるが、素朴な木材でできた扉の前で立ち止まった。

　簡単には越えられそうにない高い土壁が左右に広がっている。

　王城内にこんな場所があるとは知らなかったレイナは、興味深く扉を見上げた。

「ここは裏口になる。正面には門が据えられているが、普段は昼間でもしっかり鍵がかけられているから」

　カインは隠れるように立っていた兵に合図して、扉を開けさせた。

　そして、アンヌたちへと振り向く。

「悪いが、君たちはここで待機していてくれ」

「しかし――」

　言いかけたラベロの反論を、カインは手を上げて制した。そのまま腰に佩はいた剣に手をやり、柄を軽く叩く。

「自分の妃を守るくらいは、私にもできる。それに、この中にも守護する者たちはいるから心配ない」

　静かな口調ながら、有無を言わせぬ強さがあり、ラベロたちは黙って従った。

「では、行ってきます！」

　弾んだ声でアンヌたちに向かって手を振るレイナに、その場に漂っていたわずかな緊張もゆるむ。

「行ってらっしゃいませ」

　アンヌが応えて、皆が頭を下げる。レイナはわくわくしながらカインに導かれ、扉を抜けた。

　正面に立ちはだかる大きな常緑樹。長い年月を感じさせる大木は幾本もが土壁を超える高さで、空へと太い枝を伸ばしている。

「この木は……」

「そう、婚姻の贈り物にした葉冠の木だ」

　細長く光沢のある濃緑色の葉は、あの日の喜びを瑞々しく思い出させる。

「婚礼の日の前日、私がほどよい枝を選んで切った時には、まだ花は咲いていなかったが……」

　カインの視線の先には、黄色みがかった白い花々が咲きほころんでいる。

　だが、そのかわいらしさよりも、レイナはカインの言葉に気を取られた。

「あの葉冠はカイン様が作ってくださったのですか？」

「ああ、あれは私からの贈り物だから。だが、何度か失敗して、無駄に枝を消費してしまった」

　カインは言い難そうに続ける。

「それに紅玉は私が掘り出したわけでも、細工したわけでもない。曾祖母が大切にしていたものだ。彼女が婚姻の時に、夫となる曾祖父から贈られたものらしい」

「そんな大切なものを!?」

　頷いたカインは、太い幹と幹の間をぬって、さらに先へと進んだ。

　初めてこの城に到着した時の懐かしい香りは、この恵みの園が生まれ育った辺境伯の館近くにある森とよく似ていたからだ。

　今ではこの香りにもすっかりなじんでいる。

　カインの後を追うレイナの胸の中は今まで以上の喜びに溢れていた。

　葉冠はノーラがうまく乾燥させてくれたので、箱に入れて大切に仕舞っているし、紅玉のネックレスは厳重に保管して、舞踏会などでの出番を待っている。

　望まぬ婚姻だったのに――恋人もいたのに、それでもカインは手間をかけて葉冠を作ってくれ、曾祖母の形見の品を贈ってくれたのだ。

　レイナは少し前を歩くカインを見つめた。

　最初は冷たい言葉とそっけない態度に傷ついた。

　だけど本当は優しい方だと、もうとっくに気付いている。

　好きになってくれなくてもいい。ただ、嫌われたくない。疎まれる存在でいたくない。

　だからカミーラのことは気付かないふりをしよう。目を逸らしていればやり過ごすことができる。

　レイナは、木漏れ日の中で柔らかく光る金色の髪に目を細めた。と、張り出した木の根につまずく。

「あっ！」

　とっさに振り向いたカインがそのたくましい腕で支えてくれた。

「大丈夫か？」

「は、はい。……ありがとうございます」

　どきどきとうるさい音を立てる心臓は、転びそうになったからではなく、カインの腕の中にいるせいなのだ。

　息をするのも苦しくて、体が震える。

　カインは気遣わしげに、レイナの真っ赤になった顔を覗き込み、わずかに困惑した様子で離れた。

　途端に、レイナを寂しさが襲う。

　仕方なく抱きとめてくれただけで、本当は不快だったのかもしれない。

　唇を噛んでうつむいたレイナの目の前に、大きな手が差し出された。

「ここは、足元が悪いから」

　カインに笑顔を向けられて、胸の鼓動がますます速くなる。

　温かく優しい手に手を重ね、レイナは気持ちを預けるようにギュッと握った。

　心地いい沈黙のまま手を繋いだふたりは、やがて小さな林を抜けた。

「まあ……」

　思わず感嘆の声が漏れる。目の前に広がるのは、一面の畑。

　風に揺れる青々とした穂。土色の中に、ぽつぽつと鮮やかな色を添える芽吹いたばかりの青菜。収穫を待つばかりの春野菜たち。

「城で私たちの食事に出される野菜のほとんどが、ここで収穫されたものだ」

「こんな……こんな素敵な場所がお城にあるなんて……」

　レイナが呆然として呟く。

「ここは祖先たちが初めて開墾した土地なんだ。周囲を囲む高い壁は、侵略者たちを――人間だけでなく、害獣からも防ぐためにできたもので、今ではこの大きな宝を守る宝箱の役目を果たしている」

「私、聞いたことがあります。ユストリス王家の秘宝の話を。それは、とても大きな宝物らしいと……」

「別に秘密にしているわけじゃない。この国には金鉱山が多くあるから、いつの間にか話の方が大きくなってしまっただけで、古くからの臣下たちはよく笑い話の種にしている」

　声を抑えてカインは笑った。

　しかし、その笑みにふと苦いものを滲ませる。

「宝石じゃなくて、がっかりしたか？」

「まさか！　本当に素晴らしい宝物です！」

「……そうか」

　小さく息を吐いたカインは、レイナの上気した頬にそっと触れた。

　あまりにも一瞬のことで、レイナの思考が追いつく頃にはもう繋いだままの方の手を引かれ、別の場所へと導かれていた。

「あそこに少し土地が空いているだろう？」

「あ、はい」

　カインが指差す方を確認して、レイナは頷いた。

　一区画分の土地が耕された状態で空いている。

「なにかあそこで育てるつもりなんだが、なにがいいと思う？」

「私が決めてもいいのですか!?」

「ああ」

　思いがけない質問に、レイナは驚き興奮した。

　さっそくなにを植えようかとあれこれ考えるのだがうまく決められそうにない。

「それは……あの、一種類だけですか？」

「いや……品種にもよるが、ひとつに絞る必要はないと思う。ここの管理人と相談すればいい。後で紹介する」

「はい！　ありがとうございます！　あの、それで、種蒔まきとか……私も参加させてもらえないでしょうか？　見ているだけでも……」

　フロメシアの王宮では絶対に許されない願いだ。

　それでもここでなら、カインなら許してくれるのではないかと、わがままを口にしてみた。

「もちろん、それが望みならいっこうにかまわない。母上も妹のジェマも、ここにはよく出入りしている」

「本当に!?」

「ああ」

　思いがけない、予想以上の言葉に、レイナは興奮して声をあげた。お淑やかな王太子妃はもはや姿を消している。

　しかし、カインは気にした様子もない。

「それと、これからは自由にここへ出入りしてくれ。私は……あまり時間が取れないから、侍女たちと入ってかまわない。今日だけは、ふたりきりの方がゆっくりできるかと思ったんだ」

　顔をそむけて言うカインの耳は赤い。だがレイナは、ぼそりと言われたことが嬉しすぎて気付かなかった。

　それからもうしばらくの間、レイナは夢見心地でふたりの時間を過ごした。
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「それで、どうなさるおつもりですか？」

「どうするとは？」

「この先のことです。まさか妃殿下になにもおっしゃらないおつもりではないでしょう？」

　書類から目を上げもしないフィルの問いに、カインは眉をひそめた。

「それは……もちろん出かけることは伝えるだろうが……」

　手を動かしながら不機嫌に答えたカインは今、夜の食事をとりながら仕事をしていた。

　レイナと過ごした午後のひと時が思いのほか楽しく、執務に戻るのが予定よりも遅くなってしまったのだ。

　アデル夫人が見たなら行儀が悪いと口うるさく言うだろうが、あいにく周囲の者たちはその姿を見慣れているのでたしなめることはしない。

　むしろ、もっと効率よくと、せっつく者もいるくらいだ。……筆頭秘書官のことだが。

「夫に隠し事をされるなど、妻にとっては寂しいでしょうねえ。ましてや新婚だと不安にもなるでしょうに」

「では、すべてを話せと言うのか？　彼女はフロメシアの王女だぞ？」

「すべてをお話しになる必要はないでしょう？　ただある程度の説明があれば安心なされるのではないかと思っただけですよ。それと、あの方はもうフロメシアの王女ではなく、ユストリスの王太子妃です」

「……わかっている」

　家族になろうと約束したのだ。

　しかしこれから行うことはレイナを傷つけることになるのではないか、それで嫌われてしまうのではないかとカインは怖かった。

　できれば巻き込みたくもない。

「このような情勢であれこれ悩まれるのはわかりますが、それはそれ、これはこれ。というわけで変な見栄を張らず、さっさと告白してしまってはどうですか？　はっきり言わせてもらえば、今の殿下は格好悪いですし、情けないですね。あと、私のお給金をもっと上げるべきです」

「…………」

　それきり、執務室には沈黙が落ちた。さらさらと筆を滑らすかすかな音と、書類をめくる乾いた音が時折聞こえるだけ。

　半刻ほどが過ぎ、ようやくカインが口を開いた。

「フィル、私はお前が嫌いだ」

「存じております」

「だが、頼りにしている」

「それも存じております」

「では、後を頼む」

「……今回だけですよ」

　返事も確かめずに立ち上がってドアへと向かうカインに、フィルは肩を竦めて答えた。そして、少々乱暴に閉まったドアを見てほくそ笑む。

　これでおそらく明日には、また新しい噂が広まるだろうと。
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　柔らかな光を放つ月が中天に差しかかる頃。

　寝支度をちょうど終えたレイナのもとへ、メイドのひとりが慌てた様子でやってきた。

「王太子殿下のお越しです」

「殿下が？」

　興奮したメイドの言葉に驚いたレイナの周囲で、アンヌたちもハッと息をのむ。

「す、すぐに行きます」

　答えた声はうわずっていた。

　アンヌが急いでレイナのまとった薄い夜着の上に厚手のガウンを着せかける。

　支度を整える小部屋から居間へと戻ると、カインは窓辺に立って待っていた。

　その表情は険しく、初めての夜を思い出したレイナは足を止める。

「すまない、こんな夜遅くに」

　ちらりとレイナを見てすぐに視線を逸らしたカインに、不安が胸を占めていく。

「いえ、大丈夫です。……なにかあったのですか？」

「大切な話があるんだ」

　やはりあの夜を繰り返しているかのようで、レイナの脈拍は速くなる。

　平静を装ってソファへと腰をかけたものの、アンヌがお茶とお酒の用意をして下がると、心細くて仕方なかった。

　青ざめた顔にどうにか笑みらしきものを浮かべ、向かいに座ったカインに問いかける。

「なにかお飲みになりますか？」

「いや、いい」

　あっさり断られて、手持ちぶさたになってしまったレイナはそわそわと動きそうになる両手をギュッと握りしめた。

　ひやりとした空気が室内に漂う。

「その……急な話で申し訳ないが、明後日、『アルクネト公国』を訪問することになった」

　ようやく口を開いたカインはわずかに言い淀み、それから一気に告げた。

「――アルクネト公国へ？」

「ああ」

「明後日……」

　なんだか気が抜けてぽつりと繰り返したレイナは、そこで重要なことに気付いた。

　アルクネト公国は同盟関係にあるがその近隣諸国はユストリスに反発しており、公国内にも反乱分子がいるらしい。

「危険ではないのですか？」

　小さな声での問いかけに、カインは少し考えるように黙り込んでから答えた。

「確かに……まったく安全だとは言い切れない。今回は少し物騒な話が入ってきている。公国内でよからぬことを企てている者たちがいるらしく、牽制も兼ねてのことなんだ」

「それは……まさか争いになったり――」

「いや、そこまで大袈裟なことにはならないだろう。ただ、アルクネト大公は前の大公の後を継いで、まだ日が浅い。ついでに激励してくるつもりだ」

　ふうっと大きく息を吐いて、カインは続けた。

「近年、我々が行った政策により、以前よりも多くの人間と物が行き来するようになった。おかげで市場では活発に取引が行われるようになったが……。それは歓迎すべきことだし、そもそも私たちはそれを望んでいた。しかし、当然ながら問題も多く生じている。獣人の中にも人間を嫌う者は多くいるからな。私たちはひとつひとつ、解決していくしかない」

「――きっと、カイン様なら大丈夫です。時間はかかったとしても、必ず問題は解決するはずです！」

　カインへの言葉は、自分への励ましでもあった。

　この国に嫁いできて、よくわかったことがある。

　近年までひっそりと存在していたユストリス王国の興隆は、確固たる信念を持った主導者であるニクラス王と王太子のカイン、忠義に篤い貴族、勤勉な政務官、剛健な武官、そして、それらを支える民、すべての力で成し遂げてきたのだ。

　もちろん反発もあっただろう。

　その中には人間である自分が王太子妃となったことも含まれるはずだ。

　それなのに当の自分がくよくよしていてはいけない。たとえお飾りの王太子妃だとしても、なにかできることがあるはず。

　今は無理でも、きっと役に立ってみせる。だからまずは、寂しくても、不安でも、笑顔でいるべきなのだ。

「どうか、ご無事でお戻りください。私はここで、お待ちしております」

「――ああ、ありがとう」

　微笑むレイナに、目を細めて頷いたカインは、それきり黙りこんでしまった。

　その静けさが、沈む心にさらに重くのしかかる。

　レイナは気分を変えようと明るい話題を口にした。

「あの、私ずっと考えていて、あそこに……花はな椰や菜さいを植えようと思うんです」

「……花椰菜？」

「はい。とても美味しくて、栄養もいっぱいですし、それに……」

　言いかけたレイナは、顔を赤くしてうつむいた。

　栄養素がたくさん貯蔵された太い幹、青々とした大ぶりの葉を開けば丸く白い花蕾が姿を現す花椰菜には、古くから伝わる俗信がある。

　太陽神と大地神が一緒に夜を過ごした幸せが実を結び、花椰菜となって地上に現れたもので、幸せな花嫁が花椰菜をたくさん食べれば、子供を授かりやすいというものだ。

　レイナはカインからなんの反応も得られないことにくじけそうになりながらも、うつむいたまま勇気を振り絞って震える声で願いを口にしようとした。

「あ、あの……もし、よかったら……き、今日だけでも、夜を、一緒に――」

「無理だ」

　レイナの言葉を遮って、きっぱり拒絶したカインは勢いよく立ち上がると、寝室を隔てるドアへと向かった。

　そのまま立ち止まることなく、自室へ入っていく。

　すっかり色を失ってしまったレイナは、ただ呆然とその背を見送った。




＊　＊　＊




「アンヌ、見て！　芽が出ているわ！」

「まあ、本当に。よろしゅうございましたね」

　小さな若葉がまばらに顔を出している畝うねを見て、レイナははしゃいだ。

　カインが王城を出発してから、もう十日が過ぎていた。

　その間、無事にアルクネト大公領に到着したと知らせる手紙が一度届いただけ。

　それ以来、なんの音沙汰もなかったが、初めてもらった手紙に、喜び浮かれたのは言うまでもない。ちなみに、レイナからはもう三通も送っている。

　煩わせるだけかもしれないと思いつつ、どうしても書かずにはいられないのだ。

　――どうか、私を忘れないで。

　その想いが文面に表れないよう気をつけながら、旅の無事を祈って書き綴った。

　これで四通目の手紙を送れる。

　レイナは鼻歌まじりに小さな芽に水をやった。

　つば広の帽子を目深にかぶり、畑仕事の邪魔にならないような、袖口の詰まった萌黄色の簡素なドレスにエプロンを着けて畑の中に立つ姿は、まるで大地神の娘のようだ。

　騎士や庭師たちが目を細めて見守っていると、軽快な足音が近付いてきた。

「お姉さま！」

　元気な声で呼びかけられ、振り向いたレイナは満面の笑みを浮かべる。

「ジェマ！」

　長い耳を揺らし小さな足で駆け寄ってくるのは、ユストリス王国王女――カインの妹のジェマだ。

　この王女もかなり元気がすぎるようで、いつもお付きの者たちを振り回しているらしい。

　今もジェマの後ろには息を切らして走る侍女の姿が見える。

　レイナとジェマが対面してすぐに仲良くなったのも当然だろう。ただし、王女はまだ十歳だが。

「ごきげんよう、レイナお姉さま！」

　威勢のいい上品な挨拶と一緒に、ジェマはレイナに飛びついた。

　青ざめる王女の侍女たちと、なにかを思い出したように笑いを含むアンヌや騎士たち。

　それでも一応、レイナが転ばないようにと騎士のひとりが素早く背後に回ったが必要はなかった。

　レイナはしっかりジェマを受け止めて、ギュッと抱きしめた。

「こんにちは、ジェマ」

　ジェマも種族は王妃であるウサギの獣人だが、カインと同じ空色の髪の毛に琥珀色の瞳をしている。

「お姉さま、今日はわたし、あちらの畑の収穫に来ましたの」

　青々と繁る蔦つたを支柱に絡ませ、小さな白い花があまた咲く畑を、ジェマが指差した。

　よく見れば緑の中に、ぷっくりとさやがふくらんだ緑色の実がたくさん垂れ下がっている。

「まあ、素敵。ぜひ私にも手伝わせてくれるかしら？」

「はい、もちろんです！」

　嬉々として大きく頷いたジェマは、侍女から山ぶどうの蔓つるを編んだ籠を受け取ると、もうひとつをレイナへと差し出した。そして畝の間をすいすいと進み、瑞々しい実に手を伸ばす。

　レイナもジェマの手元をじっくり見ながら、教えてもらった通りに実をもいでいくが、どうしても手こずってしまう。

　ジェマはすっかり手慣れた様子だ。幼い頃より、王妃の手伝いをしていたらしい。

　畑仕事はユストリス王家の伝統でもある。

　力に驕ることなかれ、というのが王家の教訓でもあるらしいのだが、それがどのような力かはまだレイナはほんの一部しか知らなかった。

　だが、ユストリス王家の伝統を受け継ぐことができてレイナは嬉しかった。

　カインや両陛下たち家族に少しは認められたようでもあったからだ。

　またユストリス王家の男子は十二歳になると、身分を隠して断続的に遊学に出るそうだ。

　カインも諸国を巡ったらしく、今現在はカインの十七歳になる弟――レオンが遊学中だった。そのため、レイナとはまだ対面を果たしていない。

「わたし、本当はカインお兄さまにお嫁さんが来るの嫌だったんです」

「あら……」

　思わぬ言葉を聞いて、レイナは手を止め、ジェマを見た。

　ジェマは少し決まり悪そうな顔をしている。

「だって……お相手がフロメシアの王女さまだって聞いて、きっと意地悪な方なんだって思ったから……」

　レイナと目を合わせず、実をそっちのけで、ジェマはもじもじと葉をいじり始めた。

「だってお兄さまたちが招待されたバルセス公爵家のカミーラさまはすっごく意地悪な人なんだもの。お父さまや、お兄さまの前ではにこにこしてるのに、わたしには嫌なことばかり言うんだから。えっと……長い耳がぶざまだとか、下等なけものって！」

「まあ！　それはひどいわね！」

「でしょう!?」

　怒りに燃えるジェマが頭を振ると、長い耳が意思を持っているかのように揺れる。

「本当に、あの人とお兄さまが番にならなくてよかったわ！」

「番……」

「ええ！　皆噂してたもの！　おふたりはお似合いだって！　どこがお似合いなのかわたしにはさっぱりだけどね」

　ぷりぷりしながら語るジェマは、レイナがわずかに表情を暗くしたことには気付かなかった。

「カミーラさまはお兄さまたちと同じ、完璧な人型になれるからってご自分のことを特別だと思っているのよ。それに、カミーラさまににらまれたら、怖くて動けなくなるの。だからフロメシアの王女さまも怖い方でわたしのことを下等なけものって、バカにするって思ってたの」

「まさか……そんなこと思ったりもしないわ」

「よかった！」

　同じ獣人のはずのカミーラが自国の王女であるジェマへひどい言葉と態度をとっていたことにレイナは腹を立てていた。

　自分より弱く逆らえないのをいいことに、好き放題言って嫌な思いをさせるなんてと。

　それでも人間である自分よりも、カミーラとの結婚を望む者が多いのだ。

　カインもまたレイナが現れるまではカミーラと結婚する――番になるつもりだったから、初夜にあれほど厳しく冷たかったのだろう。

　だがカインはレイナの状況を気の毒に思って優しくしてくれるようになったのかもしれない。フロメシア王宮で過ごし、その気持ちがさらに大きくなったのではないだろうか。

「カインお兄さまはカミーラさまと結婚すればよかったのにって言う人がいるけれど、私はレイナお姉さまでよかったな。ユストリス王家の血統がどうとかなんてどうでもいいもの。お姉さま、お兄さまと結婚してくれてありがとう！　大好きよ！」

　今まで我慢していたものを吐き出して満足したのか、ジェマの声は明るいものに変わった。

　ハッと我に返ったレイナは、慌てて微笑みを浮かべた。

　子供の無邪気な発言に傷ついていてはいけない。

　ジェマは大好きだと言ってくれているのだから。

「私の方こそ、ありがとう。私もジェマが大好きよ。それではそろそろ休憩しましょうか？」

「うん！」

　声を出して笑いながら、ふたりは畑の真ん中にある簡素な東屋へと向かった。

　春の穏やかな日光を遮る東屋は、寄せ棟形式の茅かや葺ぶき屋根を四本の太い柱が支えているだけ。

　屋根の下には敷石もなく、均ならされた土の上に装飾もなにもない、丸太を縦に割って足を付けただけのようなベンチが二脚。そして、ベンチの脚を長くしただけといった感じのテーブル。

　付き添いの者たちにも冷たいお茶が配られ、皆が休息を取りながら、長閑のどかな昼下がりを楽しんだ。あたたかな風が東屋を吹き抜けていく。

「――さて、もう少し頑張りましょうか？　そうすれば、今日の晩餐はきっと豆づくしになるわね」

「ええ！」

　レイナに続いて、ジェマも元気よく立ち上がった。

「ですがジェマ、次からはちゃんと帽子をかぶらないと。これからどんどん暑くなりますからね」

「でも、長い耳がじゃまになるの。それにお姉さまのように肌も白くないし、大丈夫です」

「あら、ダメよ。強い日射しを浴びすぎると、お肌だけじゃなく、体調まで悪くなるのよ。それで私、幼い頃に寝込んだことがあるの。だから油断は禁物よ」

「お姉さまが？」

「ええ、昔の私はとてもお転婆だったから」

　ちょっと澄ました調子で、諭すように言う。

　と、後ろでアンヌがぷっと吹き出す気配を感じた。現在進行形でお転婆でしょうと言わんばかりだ。

　レイナは黙ってなさいと睨みつけた。

　そのアンヌも、他の侍女たちも、ジェマ以外の女性陣は皆帽子をかぶっている。

　ジェマはこくりと小さく頷いた。

「わかりました。次からは帽子をかぶるようにします」

　しおらしい返事に誰よりもホッとしたのは、ジェマの侍女たちだった。

　今まで何度も帽子をかぶるようにお願いしても、邪魔だからと断固拒否されていたのだ。

　いくら丈夫な獣人といえど、まだ幼いジェマが長時間直射日光を浴びるのは体に負担がかかる。

　侍女たちはレイナへ感謝の気持ちを大いに抱いた。

　その上、ジェマに関して困ったことがあれば、王妃の他にも相談できる相手が現れたと喜んだ。

「わたし、お姉さまが大好き。こんなに素敵なお姉さまができて、すっごくうれしいの！」

「ありがとう。私もジェマが大好きよ。こんなにかわいい妹ができて、すっごく嬉しいわ。私たちは相思相愛ね？」

　無邪気な告白に、レイナも素直に返すと、ジェマはさらに顔を輝かせた。

「でもわたし、お兄さまの邪魔はしないわ。だって、カインお兄さまとお姉さまも、相思相愛でしょう？」

「そう……だったら、いいのだけれど……」

　ジェマに問われて、レイナは曖昧に答えた。

「あら、絶対そうに決まってるわ。ここ最近のお兄さまはすごく穏やかになって、ちょっと前までいらいらしてたのが嘘みたいだもの。カインお兄さまには初恋の人がいて、ずっとその人のことが好きなんだって、レオンお兄さまから聞いた時には、なんて素敵なのかしらと思ったけれど、きっとだまされたんだわ」

「……初恋、の人？」

「ええ。だからわたし、てっきりカミーラさまのことだと思って、カインお兄さまは見る目がないなって思っていたの。内緒ね」

「え、ええ。もちろんよ……」

　秘密を打ち明けるひそめられた声に、レイナはどうにか笑顔を浮かべて頷いた。

　それでもジェマから聞いた話が頭の中で何度も何度も繰り返され、心に重く圧しかかっていた。




　ジェマの話にショックを受けてから三日後、手紙の返事が来ないことを考えないようにと畑仕事に精を出したレイナは、日が暮れる前に城へ戻るために恵みの園を出て土壁沿いを歩いていた。

　その時ふと華やかなドレスの裾を見た気がしてそちらへ視線を向けた。

　すると大木と土壁との間ですっかり陰になった場所にカミーラが立っている。

　カミーラは土壁をじっと見上げており、もうひとりの女性――付き添いの夫人となにかを話しているらしい。

　遠すぎてなにを言っているのかまったく聞こえないが、そんなことよりもこの場所をカミーラが知っていることがショックだった。

　もちろん隠された場所というわけではない。

　ただレイナが勝手にカインとの特別の場所だと思い込んでいただけなのだ。

　それでもカミーラはカインに教えてもらったこの場所に、会えない寂しさを紛らわすために来たのかもしれないと思えた。

　レイナもまたその通りだったから。

　それから数日後、カインからようやく二通目の手紙が届いた。

　しかし、その内容は非常に残念なものだった。

　アルクネト公国内で新たな問題が起こり、城へ戻るのが遅くなるというのだ。

　だが残念なことに、憂い事はそれだけではなかった。

　ニクラス王が病のために、床に臥せるようになってしまったのだ。

　病気知らずと言われる王族の――ユストリス王家直系のニクラス王の病に民は動揺し、凶事の前触れではないかといった嫌な噂が流れ始めた。

　レイナは心配でたまらず何度かお見舞いを申し出たが、残念ながら叶うことはなかった。

　陛下は意地っ張りだから弱っているところをお見せしたくないのよ、と王妃は言い、親子って変なところが似るのよねぇ、と笑うのだが……。

　王妃とは初めて顔を合わせてから公式のお茶会だけでなく個人的に何度もお茶や夕食に誘われ、親しくしてもらっている。

　まるで本当の娘のように接してくれる王妃に対して、レイナは初めてのことに戸惑いつつも打ち解けられるようになっていた。

　しかし、いつも国王はその場にはいない。

（やっぱり陛下は、私のことが受け入れられないんだわ……）

　初めて対面した時からずっと、ニクラス王はいつ会っても、眉間にしわを寄せた厳めしい顔をしていた。

　ジェマが言うには、笑うこともよくあるそうなのだが、一度も目にしたことはなかった。

　そのジェマも、今回は会うことを許してもらえないらしい。

　レイナは大きくため息をついて、窓の外を見た。

　ここのところ、王都はずっと雨模様が続いている。じめじめとした空気が心まで重くしているようだった。

（南部地域ではフロメシア絡みの火種がくすぶっているそうだし、今度はアルクネトで問題が起こるなんて、心配は尽きないわよね……）

　今さらではあるが、国内外の情勢については、かなりの興味をもって勉強している。

（……とにかく私がこの国にいるのは、フロメシアとの懸け橋になるため。ちゃんと役目を果たさないと！）

　最近は城の者たちもレイナを気遣い、敬意を以て接してくれている。

　一部にはレイナに対してきつく当たってくる人もまだいるが、それでもレイナは気持ちよくこの国で過ごせているのだ。

「よし！　いつまでも、うじうじしてたって仕方ないわ！」

「そのご意見には賛成ですが、叫ぶ必要はございません」

　鼻息荒く奮起して立ち上がったレイナに、アンヌが呆れた様子で応じた。

「レイナ様がいつまでも鬱々となされていらっしゃるから、お天気まで雨続きで困ります」

「ちょっと！　お天気は関係ないわよ！」

「あら、ございますよ。ほら、ご覧になってください」

　アンヌが窓の外を手で示せば、いつの間にか雨はやんでいた。

「まあ、本当に。太陽神様も、やっとお顔を見せてくださいましたねえ」

　ノーラが窓辺へと近付き、おもしろがって呟く。メイドたちもくすくす笑う。

　沈みがちだったレイナが、ようやくいつもの調子を取り戻したことで、皆が胸を撫で下ろした。

　雲間から射す光は遠く連なる山々を照らし、立ち上る霧を晴らしていく。

　あの山の向こうにはカインがいるのだ。

（大丈夫。きっとすべてがいい方へ向かうわ。そのために私も頑張らなくちゃ！）

　力強い姿を現し始めた太陽を見て、レイナは両脇でぐっとこぶしを固めた。










六　疑い揺れる心




「妃殿下、申し訳ございませんが、少々お時間をいただいてもよろしいでしょうか？」

「――はい。それはかまいませんけど……？」

　次の日、王妃とジェマと昼食を共にして自室へと戻る途中の回廊で、レイナは見慣れぬ夫人に呼び止められた。

　そこで回廊から場所を移し、王城の一角にある小さなサロンで話すこととなった。

　緑のサロンと呼ばれるそこは、中央サロンとは違い、昼食時を過ぎたばかりのこの時間にはレイナたちの他には誰もいない。

　夫人はユストリスの南西部に小さな領地を持つモレト男爵の妻サマエであると名乗った。

　そして、このたびのカインの〝視察〟によって、ちょっとした領地内の揉め事を解決してもらったと言うのだ。

　頭の中に最近詰め込んだばかりの詳しい地図を思い描くと、アルクネト公国と男爵夫人の言う領地がほど近い場所にあることが知れた。きっと道中での出来事なのだろう。

「……本当に助かりましたのよ。それでぜひ妃殿下にもお礼を申し上げたくて」

「いえ、私はなにもしておりませんから。ひとえに殿下のお力です」

「まあ、ご謙遜を。アルクネトに向かわれた殿下が次々と問題を解決なされているのも、妃殿下のもとへ早くお戻りになりたいからでしょうと、皆が噂しておりますのよ。それなのにアルクネトの問題だけでなく、この国の南部地域で暴動が起きるなんてねえ……」

「……残念なことですが、きっと殿下だけでなく政務官の方たちが無事解決してくださるでしょうから」

　男爵夫人は賛辞と同情を口にするのだが、ねっとりとした話し方がレイナの苦手な人たちを思い出させて素直に受け取れなかった。

　レイナはアデル夫人に仕込まれた他人行儀な――夫人が言うには、淑女として恥ずかしくない笑みを浮かべて応じた。

「それで、殿下はいつお戻りになるのでしょうか？」

「私にはわかりかねますが……」

「なにもお聞きになってはございませんか？　殿下にはもう一度きちんとお礼を申し上げたくて。それに陛下のご容態も心配ですわねえ？　お体を起こされることもお出来になれないとか？」

「いいえ、王妃様がおっしゃるには、随分よくなられているそうです」

「それはようございました！」

「ええ、本当に」

　大袈裟なほどに喜ぶ男爵夫人に答えて頷くと、レイナはお茶をひと口飲んだ。

　サロンの壁いっぱいに広がる大きな窓からは、穏やかな風にさわさわと揺れる木々の梢が見える。

　太陽が西へと傾けば、木々の影が室内の若草色の壁に映し取られ、淡く萌える森の中にいるような錯覚に陥るのだ。

　今はまだ陽も高く、室内には開け放たれた窓からあたたかな風が舞い込むだけ。

　レイナはカップを置くと、アデル夫人お墨付きの笑みをまた浮かべて、無難な話題を口にした。

「失礼ながら、モレト男爵夫人は人間でいらっしゃいますよね？」

「ええ、もちろんですわ。ご存じのようにこの国には人間も住んでおりますから、特段珍しいことではありませんもの」

「そうでしたね。それで、モレト男爵夫人のご出身はどちらなのですか？」

「……わたくしの出身でございますか？」

「はい。お恥ずかしい話ですが、私はこちらに嫁いでくるまでずっと、フロメシアの王宮から出ることがなかったものですから、今は色々と勉強中なのです。私には知らないことばかりで、特に皆様のご出身地域に関してのお話は興味深く……。お聞かせいただけないかと、いつもお願いしてしまいます」

　突然の問いに訝いぶかしんでいた男爵夫人も、その言葉を聞いて理解を示すように微笑んだ。

「さようでございますか。わたくしの出身は、今の領地の隣――アルクネトにあるスジラムという街でございます。スジラムは、冬はとても穏やかですが、夏はとても暑く、雨もよく降ります。しかも夏には雷雨も頻繁にあり、街を流れる川が氾濫することもあるのですよ。それにスジラム湖周辺には、多くの湿地帯があります」

　よどみなく話す男爵夫人の言葉を、レイナは口を挟まずに聞いた。

　それでも男爵夫人の説明はまだ続く。

「ですが、それ以外の土地はやせていて、育てられる農作物は限られているのです。幸い、水はけがいいのでブドウ栽培には適していますから、多くのブドウ園があり、ワインの産地となっております。スジラム産のワインは世界一だと称されていますから、妃殿下もご存じでは？」

「……ええ、それはもちろん存じております。私はあまりアルコールに強くないのですが、スジラム産のワインは大好きですもの」

　男爵夫人の説明を真剣に聞いていたレイナは、ワインの話に顔を輝かせた。

　それからしばらく会話は続き、自室に戻る頃には太陽も随分傾いていた。

　レイナは休むことなく、すぐに書物机に向かうと、カインへ五通目の手紙を書いた。

「――アンヌ。ラベロたちを呼んできてちょうだい」

　手紙を書き終えたレイナは、隣室に控える騎士たちを呼ぶよう、アンヌに言いつけた。

　すぐに現れた騎士たち――レイナへと忠誠を誓い、フロメシアから付き従ってきてくれた近衛騎士五人。その中で一番若い騎士に、しっかりと封をした手紙を託した。

「急いでこの手紙を、カイン様に届けてほしいの。必ず直接渡してね。そして返事を欲しいと伝えて。お願いよ」

「かしこまりました」

　騎士は一切の疑問を口にすることなく拝命の礼をすると、レイナから手紙を預かった。

　そのまま旅支度のために、部屋から出ていく。

「気をつけてね」

　レイナはその背を見送ると、アンヌとノーラ、そしてラベロを近くに呼び寄せ、ひそひそと囁き始めた。

　それはレイナお得意の内緒話。フロメシア王宮ではよく見られた光景だ。

　この後にたいていレイナは姿を消す。代わりによく似た少年が、王宮主催の射的大会に出場していたり、王子であるレグルと遠乗りに出かけたりしていた。

　しかしそれを知らないメイドたちは、いったいなにをしているのだろうと疑問に思いながらも自分の仕事に戻ったのだった。




　カインが王城を出発してから、ちょうど二十日。

　ニクラス王の体調もかなり回復し、近々政務に復帰する予定であることが伝えられ、レイナは安堵していた。

　また、初めの頃はどこかよそよそしかった城の者たちが、この憂い事の多い中であれやこれやと気を配ってくれており、レイナの心は慰められていた。

　モレト男爵夫人も、あの日からなにかと声をかけてくる。

　そのため、そこそこ気の置けない会話ができるようになっていた。

　今日も声をかけられたのだが、人前では話せない内容だということでレイナの自室へと招き入れた。

「ここだけの話なのですけれどね、実はフロメシア王国でも不穏な動きがあるそうですわ」

「……フロメシアで？」

　声をひそめて顔を寄せてくる男爵夫人に合わせて、レイナの声も小さくなった。

　ユストリスの南部地域だけでなくフロメシア王国内もとなると、ちょっとした諍いとは言えないのではないだろうか。

　兄のレグルは大丈夫だろうか、ユストリスはこの裏切りをどうするつもりなのだろうかと様々なことが頭をめぐる。

「ええ、南部地域には特に多く人間が住んでおりますから、今回の措置はフロメシアに厳しいのではないかとの意見もあるそうです。あの地の獣人たちもフロメシアと交流が盛んですから、思い入れも強いのかもしれませんが……。大事にならなければいいですわねぇ。今は陛下も王太子殿下も大変な時でいらっしゃいますもの。それで、アルクネトから殿下がお戻りになる時期はおわかりになりましたか？」

「いえ、それはまだ……」

「まあ、さようでございますか。ですが、それもまた仕方ないのかもしれませんねぇ。アルクネトの大公様はまだお若くていらっしゃるから。とても美しい姫君だそうですわ。妃殿下はお会いになったことがございまして？」

「……いいえ、ありません。男爵夫人は？」

「ええ、わたくしも……い、いえ。一度、遠くからだけ……。直接ご挨拶したことはなくて……」

　一瞬、否定しかけた男爵夫人はすぐに思い出したのか、もごもごと答えた。

　しかし、すぐに気を取り直すように、こほんとひとつ咳払いをする。

「新大公様には兄君がいらっしゃったにもかかわらず、陛下が強引に……あら、いえ……とにかく、陛下が姫君に前大公の後を継ぐようお命じになったのですよ。それが昨年のことですから、今回の騒動も、それを快く思わない者たちの仕業なのでしょう。アルクネトは人間の国ですのに、獣人の国であるユストリスの内政干渉に我慢がならないのですわ」

「――ですが、後継者問題については、長い間続いた国境紛争の軋あつ轢れきを和らげるための措置ではないですか。大公様の兄君は軍部とともに戦争推進派だったそうですから。しかも陛下は、弱体化したアルクネトに惜しみない援助を続けています」

　最近始めた勉強で知ったことは驚きの連続だった。

　フロメシア王国との間で起こった大きな戦にばかり目を向けていたけれど、それ以前からユストリス王国は人間たちが治める周辺諸国に惜しみない支援をしていたのだ。

　当然ながら、獣人ごときに援助されることをよしとしない者たちから、内政干渉だと反発する声も上がっているらしい。

　それでも、男爵夫人の不公平な言い方に、レイナは少々興奮して反論した。

　すると男爵夫人は少し驚き、そして心外だという顔をした。

「誤解なさらないでください、妃殿下。今のは別に、わたくしの意見というわけではありませんのよ。皆が噂していることですわ。それに、アルクネトへの温情は特別なものですもの。よくわかっておりますわ。その理由も」

「……理由？」

「ええ。陛下は……というよりも、王太子殿下はアルクネトにかなり思い入れがあるようですから」

　レイナはわけがわからず、眉根を寄せた。理由もなにも、すべてが初耳だ。

　その様子に、今度こそ男爵夫人は驚きを見せた。

「まあ、ご存じありませんでしたか？　王太子殿下とアルクネト新大公様は幼馴染でいらっしゃるのですよ。殿下はアルクネトに遊学なされていましたし、逆にアルクネトの情勢が不安定になった時は、姫君がこの王城に滞在なされていたそうですから。とても仲がよろしかったようで、今回もわざわざ殿下御自らお出ましになられたのも、幼馴染の窮状を放っておけなかったのでしょうねえ。口さがない者たちはおふたりのことを――」

　そこまでつらつらと述べて、男爵夫人はハッとした様子で口を噤んだ。誰を相手に話していたか思い出したようだ。そろりとレイナを窺う。

　レイナは笑みを浮かべることも忘れて呆然としていた。

　そのため、男爵夫人の顔に一瞬満足げな笑みが浮かんだことには気付かなかった。

　男爵夫人はすぐに余計なことを口にしてしまったというように、落ち着かない様子で視線を泳がせる。

「あ、あの、妃殿下……。それでフロメシア王国のことなのですが……」

「――はい。……いったいフロメシアでなにが？」

　下手に弁解するより話題を進めることにしたようで、男爵夫人は本題に入った。

　レイナが先を促すと、男爵夫人はホッとして続ける。

「先の戦で陛下は――先代国王陛下は退位を余儀なくされ、新国王陛下のレグル様はユストリス寄りの政策ばかり。フロメシアの民の中にもユストリスの内政干渉だと不満を漏らしている者たちがいるようです。まさか獣人たちが我が物顔で自分たちの国を闊歩するなど思いもよらなかったのでしょう」

「そうでしょうか？　私には十分に温情を与えられていると思いますが。敗戦国であるにもかかわらず、領土を奪われることもなく皆が今まで通りに暮らせるのですから。そもそも、あの戦はフロメシアからの一方的な宣戦布告による突然の侵攻だったのですから、非は全面的にフロメシアにあります」

　憤然とするレイナを、男爵夫人はどこか冷ややかに見て頷いた。

「妃殿下はフロメシアの王女様でいらしたのに、随分ユストリスに肩入れされるのですね」

「今はユストリスの王太子妃です。それに、何事にも客観性は大切でしょう？」

「そうですわね。妃殿下のおっしゃる通りです。ですが、それはこちらの言い分。非はユストリスにあると、フロメシアの民の中には獣人たちを追い出すために賛同者を募り、新たな戦いを企てている者たちがいるらしいのです。彼らが立ち上がるのも、もはや時間の問題かと」

「……まさかまた戦を？」

　嫌な言葉がずしりと体に圧しかかる。

　触れてはならないもののように、レイナは恐る恐る繰り返した。

「はい。今起こっている南部地域の暴動とは違い、生易しいものではないようです」

「それならば、もうすでに陛下のお耳には届いているのではないでしょうか？　戦後の交渉は終わったとはいえ、フロメシア内部での嫌な噂はちらほらと届いておりましたし」

「残念ながら、陛下は存じません。おそらく他の誰も」

「……それほどの情報をなぜ男爵夫人が？　しかも、確かな情報ならば、私ではなく陛下にお知らせするべきでしょう？」

　不信感を滲ませるレイナの問いに、男爵夫人はかすかにためらった様子で答えた。

「わたくしの従姉はフロメシア北部の貴族に嫁いでいるのです。その従姉から最近になってできるだけ早くユストリス王城から、王都から離れるようにと手紙が届きました。それ以上の詳しいことはまだわかりませんが……。陛下にお伝えしようにも、今はお会いすることも叶わない状態ですから」

　事が公になり、発信源が親戚からだと知れれば、フロメシアの一部からは裏切者として、ユストリスでも場合によっては加担しているとして、男爵夫人は困難な立場に追い込まれる可能性もあるのだ。

　しかし、レイナになにができるだろう？

　混乱する頭で必死に考える。それなのに、アルクネト大公の話が気になって、集中できない。

　ジェマが言っていた、カインの初恋の人とはカミーラではなくアルクネト大公のことなのだろうか？

　今もふたりは一緒にいるのだろうか？

（ダメ。そんなこと考えている場合じゃない。それに、たとえその通りだとしても、私は私のやるべきことをしないと！）

　自身を強く叱咤して、レイナは淑女らしい笑みを浮かべた。その顔は青く、膝の上に置かれた両手は固く握られている。

「申し訳ございませんが、今はすべてが急なことで、ひどく混乱しております。どうか私に少しお時間をください」

「……ええ、そうでございますね。わたくしも動転のあまり、つい妃殿下を頼ってしまいましたが、余計なことばかり……。本当に申し訳ございません。ですが、事がはっきりするまでは、まだ内密にお願いしたいのです」

「ええ、わかっております。このあまりの大事に、うかつには動けませんから」

　男爵夫人の目を真っ直ぐに見据えて、レイナは大きく頷いた。

　ホッと安堵の息を吐いた男爵夫人は立ち上がると、辞去の挨拶をして去っていった。

　その顔に一瞬浮かんだ嫌な笑みもまた、物思いに沈んだレイナは見ていなかった。

「レイナ様、いかがなされました？」

　入れ替わりに戻ってきたアンヌが心配して問いかける。

　内密の話だからと皆には席を外してもらっていたのだ。

「なんでもないの。ちょっと男爵夫人から、びっくりする話を聞いただけ」

「ですが、あの方は……」

「ええ、わかっているわ。わかっているの……」

　警戒するアンヌの言葉を遮り、レイナは答えた。

　まるで自分に言い聞かせるように。

　そして窓辺へ行くと、外の景色を眺めた。

　葉擦れの音が、さわさわと耳に柔らかく響く。

　だが、体の奥深くでは、どろどろとしたものが蠢うごめいている。

　胸が苦しい。お腹が痛い。カインを想えば感じる、痛みと苦しみ。

　込み上げる涙をレイナは唇を噛みしめてこらえた。やるべきことをやると決めたのだから、落ち着いて考えなければ。

　フロメシアで再び戦を起こそうと企てる者たちがいる。それも近々だと。

　その情報をレイナへともたらしたのは、モレト男爵夫人。王都から離れるようにと男爵夫人に伝えたフロメシア北部にいる従姉。まだ陛下さえも知らない情報。病気療養中の陛下。

　漠然と感じる不安はきっと正しい。レイナひとりの手に負える問題ではない。

　カインに伝えたい。相談したい。そしてなによりも、会いたい。

　これがきっと、恋なのだ。

　好きになってくれなくてもいい。ずっとそばにいさせてくれるなら。

「カイン様からのお返事は……まだよね？」

　本当は聞かなくてもわかっている。すんなりと旅ができたとしても、戻るにはもう少し時間がかかるだろう。

「残念ながら、まだのようでございます。ですが戻りましたら、真っ直ぐにレイナ様のもとへと駆けつけるはずですから、もうしばらくですよ」

「ええ、そうね……」

　再び窓へと向き直り、黙り込んでしまったレイナに、アンヌもノーラも声をかけることはできなかった。




　あれからレイナはできることに精いっぱい力を注いで、日々を過ごしていた。

　その中で、毎朝の日課になってしまったことがある。

「レイナ様、ご気分はいかがですか？」

「気分は悪くないのよ。まぶたが重いだけ」

　赤く腫れたまぶたに、冷やした布と温かい布とを交互に当てながら、レイナはノーラに答えた。

　ここのところ、夜になっても眠れないのだ。

　昼間はなにかと忙しく、時間をやり過ごすことができるのだが、夜になってひとりベッドに入ると途端に不安が襲ってくる。

　男爵夫人の従姉は、王都から離れろと伝えてきたという。ならば謀反は王都で起こるのだろうか。

　レイナは色々な人たちと話をして、情報収集を心がけていた。

　また、アンヌやノーラにも城内の噂を拾ってくるようにと頼み、近衛騎士には街へと足を運んでもらっている。

　その結果、やはり城や街のあちこちで不穏な動きが感じられた。

　だが、それをはっきりと形にして掴むことができない。まるで目の前に漂う霞のように。

　レイナたちだけでは限界なのだ。

　どうすればいいのかわからず、ひどく怖かった。

　その上、ベッドに横になれば、カインのことを思い出してしまう。

　フロメシアを訪問してからの優しい仕草、時折見せてくれる温かな微笑み。

　恋しさのあまり込み上げてくる涙を必死にこらえた。

　泣いてはダメだ。泣く前にやれることを全力でやるのだ。

　しかし、涙を我慢できても、嫉妬する心は抑えられなかった。

　アルクネト大公との久しぶりの再会はどうだったのだろう？　本当にカインの初恋の人だったらどうしよう？

　次から次へと湧き上がる疑問、不安。

　嫉妬という感情は知っていたけれど、これほどに醜く気持ちの悪いものだとは思ってもいなかった。

　それでも妻は自分なのだから、離縁でもしない限り正式にカインとアルクネト大公が結ばれることはないのだ。どんなにふたりが想い合っていても。

　カミーラだって同じ――。

（って、嫌なやつ！　嫌なやつ！　すっごい嫌なやつ！　私って最低！）

　醜悪な考えにぞっとして、レイナは上掛を頭まですっぽりかぶって自分を罵った。

　そんな夜が続けば、どうしても表面に出るし、皆にも知られてしまう。

　ノーラに手伝ってもらって、両目に布を当てるレイナをじっと見ていたアンヌが口を開きかけた。

　と、そこへノックの音が響く。

　アンヌはふうっと息を吐くと、応対のためにドアへと向かった。

　そして、短いやり取りの後、アンヌらしくない忙しない足取りでレイナのもとへ戻ると、明るい声で告げた。

「レイナ様、王太子殿下よりお手紙が届いております」

「本当に!?」

　勢いよく立ち上がったせいで、目に当てていた布がぺたりと床に落ちたのもかまわず、レイナは盆に載った封書を凝視した。

　信じられない思いで、手紙へと手を伸ばす。

　表にはなにも書かれていなかったが、裏返せば、簡潔に『カイン』と名が記されていた。それは間違いなくカインの筆跡。

　王城の係りの者が届けてくれたようなので、近衛騎士に託した手紙の返事ではないようだったが、そんなことはどうでもよかった。

　嬉しさのあまり、手紙を胸に抱くと、居間中をばたばたと走り始める。

　叫び出したい気分だったが、それはまずいだろうと我慢したのに、走り回るのもまずかったらしい。ついにアンヌにたしなめられた。

「レイナ様、お喜びは十分に伝わりましたから、そろそろ落ち着いてくださいませ。手紙は読むものであって、抱いて走り回るものではございません」

「だって、カイン様からの手紙なのよ!?」

「それでも」

「夢かもしれないわ！」

「現実です」

「絶対に!?」

「間違いなく」

　レイナだけでなく、アンヌもようやくいつもの調子に戻ったことで、どこか沈んでいた部屋の雰囲気が一変して明るくなった。

　皆がホッと息を吐く。

　あれほどにレイナを落ち込ませ、これほどに喜ばせるなど、それほどに王太子殿下は魅力的なのだろうかと疑問に思わずにはいられない。

　ただ、レイナが幸せならばどうでもいいことである。

　皆の心配をよそに、当のレイナは「ひとりにしてね！」と叫んで、手紙を胸に抱いたまま寝室へと駆け込んだ。

　ぽふっとベッドに腰掛けると、どきどきしながら、手紙を見つめた。

　開けるのがもったいない。

　なにも書かれていない表を見て、カインの名が記された裏を見て、と何度も繰り返し、ほうっと吐息を漏らした。

　だが、幸せに浸れたのもそこまで。ふと嫌な考えが忍び込んでくる。

（もしかして、悪い知らせかも……）

　前と同じに、また滞在が長引いてしまうとか、大公ともっと一緒にいるとか、まさか離縁状など。

　一度悪い方へと考えが向くと、あっという間に囚われてしまう。

　そこから逃れるためにも、読まなくては。

　今度は別の思いでどきどきしながらも、レイナはサイドチェストからペーパーナイフを取り出して、ゆっくりと封を開けた。

　折りたたまれた手紙を広げ、恐る恐る目を落とす。

【戻るのが遅くなってすまない。だが、近いうちに必ず帰るから、待っていてほしい】

　先の二通と違い、一枚の紙に短い二文のみ。

　しかし、レイナにはそれで十分だった。

　挨拶も状況説明もなにもない、カインの真っ直ぐな言葉。少々乱雑な文字から、忙しない状況が伝わってくる。

　それでもレイナのことを考えてくれているのだ。

　帰ってくると、待っていてほしいと、レイナが今一番に必要としていた言葉をくれた。

　胸がいっぱいでうまく息ができない。深呼吸を何度繰り返しても苦しいまま。

　嬉しさのあまり叫び出してしまいそうになる。

　いっそのこと、そうしてしまえば楽になれるかもしれない。

　レイナは壊れ物のように、手紙をそっとサイドチェストに置くと、すうっと息を吸って、がばっとベッドにうつ伏せに飛び込んだ。

　それから枕を抱え、顔を埋めて、じたばたと悶える。

　いつの間にか、むふふと声に出して笑っていた。

　一方、隣の居間では、アンヌとノーラが寝室へのドアに耳をくっつけて様子をうかがっていた。

「また残念な笑いを……」

　がっくりするアンヌに、ノーラも「まったくですねえ」と賛同する。そのふたりの姿も十分に残念なのだが。

　どうやら悪い知らせではなく、嬉しい知らせだったようだと安堵して、ふたりは笑顔で頷き合い、ドアから離れたのだった。










七　動きだした策略




　その夜、レイナは王妃と晩餐を楽しんだ後、自室へと回廊を進んでいた。

　カインから手紙が届いた喜びはまだ消えず、先ほどは王妃に優しくからかわれたほどだ。

　姑である王妃は、レイナをジェマと同じ、本当の娘のように接してくれる。

　つくづく自分の幸運を噛みしめていたところに、甲高い声が聞こえ、一気に現実へと引き戻された。

　声をあげて駆け寄ってくるのは、モレト男爵夫人だ。

「妃殿下！」

　以前呼び止められた時とは違い、今の男爵夫人はかなり切迫している様子だった。

「男爵夫人？　いったいどうなされたのです？」

　息を切らす男爵夫人に、訝しげに問いかける。しかし、男爵夫人はすぐに答えることはなく、辺りをきょろきょろと見回すと、声をひそめた。

「急ぎお知らせしたいことがあります。ですが、ここではなく、どこか人ひと気けのない場所でお聞きしていただきたいのです」

　男爵夫人がこれほどに慌てるのならば、知らせたいこととはひとつしかないだろう。レイナは嫌な予感に背筋が冷たくなった。

　それでも、この時間に人気のない場所に移動することはためらわれた。

「妃殿下、お早く！　この国の大事になるかもしれないのですよ！」

　もどかしげに男爵夫人が急き立てる。わずかに迷ったものの、アンヌとラベロ、護衛騎士のふたりを連れて、レイナは男爵夫人の後を追った。




　緑のサロンに入ると、人払いを請われたが、それはさすがに断った。アンヌとラベロは絶対に信用できるからと。

　渋々ながら受け入れる男爵夫人を前にして、なぜだかレイナの不安は募った。心臓が早鐘のように打つのは、おそらくこれから聞かされる話のせいだ。

　夜の緑のサロンは、爽やかな昼間の雰囲気とはまったく違った。

　深い闇に沈む木々が、まるで恐ろしい怪物に変化して、室内へと忍び込もうとしているように見える。

「男爵夫人、話してください」

　今度はレイナが急かした。早く終わらせてしまいたい。

　この後、もう一度王妃に会いに戻って、すべてを話そうと決意したのだ。

　きっと王妃なら悪いようにはしないだろうと。ニクラス王もほとんど回復したと聞いたばかりだ。

（おふたりならうまく解決へと導いてくれるはずだもの）

　レイナは無意識にドレスのスカートを握り、男爵夫人の言葉を待った。

「それが……先ほど届いた従姉からの手紙によると、ユストリスに入り込んで暴動を企てている者たちが明日の夜には一斉に蜂起すると」

「明日？　そんなに早く？」

「はい。時間は十分にかけて準備を整えているそうです。街に潜んでいる者たちが火を放ち、その混乱に乗じて一気に王城に攻め込むと」

「そんな……火を放つなどと……」

　あまりの非道さにレイナはぶるぶると震えだした。それは恐怖ではなく、怒りのため。

　だが、男爵夫人は勘違いしたようだ。

「恐ろしく思われるのは仕方ありませんわ。フロメシアの王宮でぬくぬくとお育ちの妃殿下は、このようなお話には慣れていらっしゃらないでしょうから。しかも、明日の夜にはこの城も占拠されるかもしれませんしねえ」

「それは、いくらなんでも……そんなに簡単にいくわけは……」

　この城はニクラス王の方針で常時門扉は開放されており、簡単な検査だけで出入りもたやすい。

　しかし元来は侵入者を防ぎ追い払うために造られた城塞であり、非常時にはその役目を果たすはずだった。

　始まりはあの恵みの園を囲む土壁だけだったものが、街が大きくなるにつれ、もっと広く高い壁が新しく作られていったのだ。

　セロナムの街は、何重にもなった防壁に囲まれており、王城内だけでも一番外側から恵みの園の土壁まで数えて四つある。

「確かに、外側から攻めるだけでは難しいでしょうが……」

「まさか……」

　レイナは言外に含まれるものに気付いて青ざめた。

　城内にも潜んでいる者はいるのだ。それも、おそらく多数。

「ですが、妃殿下なら、この暴動を止めることができるかもしれません」

「……私に？　どういうことです？」

　唐突な言葉にレイナは眉をひそめ、問い返した。それほどまでに計画されたものを、止められるとは思えない。

「勝手ながら、従姉には妃殿下に相談したことは伝えております。そして従姉が言うには、妃殿下がこの企ての主導者を説得してくだされば、止められるのではないかと」

　本当に勝手な話である。もし王太子妃であるレイナが、事前に暴動のことを知っていて黙っていたとなれば、大問題になるだろう。

　暴動にフロメシアのレグル王まで加担していたのではないかと誤解を招き、両国の関係がまた悪化するのは間違いない。

　その上、主導者を説得するなどと、あまりにも愚かな行為だ。

「残念ながら、それは不可能です。私にはそのように大それたことはできませんから」

「ですが、今のままではなんの罪もない民が犠牲になるのですよ？　まだ明日の夜までには時間があります。妃殿下からの言葉なら、きっと彼らも耳を貸してくれるでしょう。決して、御身に危険が及ぶようなことはございませんから、どうぞご安心くださいませ」

　民のことを持ち出されて、レイナはうろたえた。

　カインも王家の人たちも、民をとても大切にしている。地位も権力も、弱き者たちを守るためにあるのだと。

　その地位と権力がレイナにもあるのだ。

「それに万が一、説得がうまくいかなくても、妃殿下をフロメシアへと無事に逃がして差し上げますから、戦火を恐れることはないのです。妃殿下もこの国に未練はございませんでしょう？　殿下のひどい仕打ちは城内でも噂になっておりますもの」

「……仕打ち？」

「ええ。フロメシアの王女様がこんな田舎にわざわざ嫁いでいらっしゃったというのに、殿下はまるで妃殿下の存在を忘れてしまったかのように振る舞っていらしたわ。しかも相変わらずお気に入りのバルセス公爵令嬢のカミーラ様と仲良くなさるなんて」

　男爵夫人の声はレイナの一番弱いところを突いて喜んでいるかのように弾んでいる。

「それが、不仲説が流れ出した途端、わずかばかりの時間をご一緒に過ごされてごまかされただけ。しかも今度は別の女性のもとに行かれるとは……。侮辱なさるにもほどがあります」

「そんなことは……」

　間違いだと否定しようとして、レイナはためらった。

　その迷いに気付いて、男爵夫人はまた嫌な笑みを浮かべる。だが、レイナの返答は夫人の望むものとは違った。

「やはり一番の解決策は、このことを陛下にお伝えすることです。今から一緒に来ていただいて、男爵夫人が陛下に説明申し上げればきっと――」

「いいえ、一緒に来ていただくのは、妃殿下、あなたの方です」

　レイナの決意に満ちた返事は、男爵夫人に遮られてしまった。驚きながらも、再び伝えようと口を開く。

「ですから、それは無理だと……」

　恐ろしい形相で男爵夫人に睨まれ、レイナの声は弱々しくなっていった。

　室内に緊張感が漂う。今まで黙って控えていたアンヌが、レイナを庇うように前へと足を踏み出し、ラベロがいつでも抜けるようにと剣に手をかけた。

　男爵夫人はそんなふたりを見て、にっこり笑った。

「小生意気な侍女と老いぼれ騎士のふたりで、果たして妃殿下をお守りできるかしらねぇ？」

「なにを――」

　言いかけたレイナは、ハッと口を噤んだ。

　サロンで給仕をするためのドアから、見知らぬ騎士たちがなだれ込んできたのだ。

　その数は五人。――かと思いきや、廊下へと繋がるドアから、先ほどまでレイナの護衛をしてくれていた騎士ふたりが入ってきた。手に握る剣を、レイナたちに向けて。

「さて、状況はおわかりいただけたと思いますので、一緒にお越しくださいますか？　素直について来てくだされば、このように手荒なまねはせずともよかったのですがねえ、妃殿下？」

　今まで以上に鼻につく、ねっとりとした話し方。レイナはこの話し方が大嫌いだった。

「……私を連れ出して、いったいどうするおつもりです？」

　じりじりと距離を詰めようとする騎士たちを横目に見ながら、テーブル越しに優雅に座る男爵夫人に問いかけた。

「あら、おわかりになりませんか？　簡単ではございませんか。わたくしどもにご協力いただくのです」

「協力など……」

「別に妃殿下になにかしていただく必要はございませんのよ。ただ、わたくしどもと一緒にいらしてくださるだけで、妃殿下は――フロメシアは下等な獣人の国に与くみしたりしないのだと国内外に知らせることができるでしょう？」

　今や、男爵夫人の顔には勝ち誇った笑みが広がっている。

「妃殿下を擁するわたくしどもに、果たしてユストリスは強硬姿勢を貫くことができるかしら？　フロメシアにユストリスを攻め込む大義名分を与えてしまうものね」

「それは……」

　確かに、レイナになにかあればフロメシアとユストリスの関係は最悪のものになるだろう。

　レイナは自分の不甲斐なさに腹を立てた。

（私はなんて非力なの……）

　それでも、やらなければならないことはある。聞き出さなければならないことが。

「――モレト男爵夫人……あなたはいったい誰なのです？」

「あら、おかしな質問ですわねえ？　妃殿下が今、お呼びになったではありませんか」

「いいえ、それはあなたの本当のお名前ではないでしょう？　アンヌたちに調べてもらいましたが、モレト男爵夫人はお体が弱く、今まで一度も領地から出たことがないと。男爵でさえ、夫人のことが心配だからと、めったにお出ましにならないそうです。ですからこのたび、あなたが現れるまで城の人たちは誰も、男爵夫人の姿を見たことがなかったのよ」

　レイナの言葉に、アンヌは間違いないと言うように頷いた。

　初めて男爵夫人と話をした時、レイナは違和感を覚えてアンヌたちにモレト男爵夫妻について調べてくれるようにと頼んだのである。

　ただどこに内通者がいるかわからなかったので、いつもの悪戯を相談するように内緒話として。

　フロメシアから従ってくれていた騎士たちには城の外での情報収集を頼んだのだが、そのためにレイナの護衛を他の騎士に任せることになったのは失敗だった。

　ラベロはたったひとりでレイナに害をなそうとする騎士たちを、その炯けい眼がんで以て押し止めている。

「まあ、嫌だわ。妃殿下ともあろうお方が、こそこそと人のことを嗅ぎまわっていらしたなんて。それではどうしてなにもおっしゃらなかったのかしら？　まさか、ご自分ひとりで解決できるなどと愚かなことを考えていらしたわけではないでしょう？」

　嫌味な男爵夫人の言葉に、レイナはなにも返せなかった。

　もちろん自分ひとりで解決できるなどと、驕った考えはなかった。

　ただ、どうすればいいのかわからなかったのだ。

　遠慮などせずにもっと早く、王妃の優しさに甘えていればよかったのに。

　自分の判断力のなさが、アンヌとラベロを、そしてなんの罪もない人たちを危険に曝さらしてしまっているのだ。

　嫉妬なんてしている場合じゃなかった。言われるまでもない。間違いなく、自分は愚かだ。

「あら、ダメよ。妃殿下だけ逃がそうとしてもダメ」

　レイナは男爵夫人の声に注意を戻した。ラベロとアンヌの動きを男爵夫人が見咎めたのだ。

「お優しい妃殿下が、あなた方を置いて逃げるわけないじゃない。ねえ、そうでしょう、妃殿下？」

　馬鹿にした口調で問いかける男爵夫人を冷たく見据えて、レイナは答えた。

「ええ、もちろんよ。だって私たち、三人で逃げるんだから」

「レイナ様……」

　レイナの精いっぱいの強がりに、アンヌもラベロも困惑と呆れが入り混じったような声を出した。

「あらあら、まあまあ。妃殿下は本当になんてお優しい方なのかしら。そのような冗談でわたくしどもを笑わせてくださるなんて」

　耳障りな声で笑うと、男爵夫人はくっと嫌な形に唇を歪めた。同時に、騎士のひとりがアンヌへと手を伸ばす。

　気付いた時には遅かった。アンヌは羽交いじめにされ、首元にナイフを突きつけられたのだ。

「アンヌ！」

　レイナは悲鳴じみた声をあげ、立ち上がった。

　ラベロも悔しそうに歯をぎりりと噛みしめている。ラベロが守るべきはレイナであり、七人の騎士を前にして、アンヌにまで意識を向けるのは不可能だった。

「レイナ様、ご心配には及びませんわ」

　アンヌはなんでもないと言うように、いつものお姉さん風の笑顔を浮かべたが、その声は掠れていた。きつく体を押さえられているせいだろう。

「さて、無駄な会話で少々遅くなってしまいましたが、妃殿下にはわたくしどもと一緒に来ていただきましょうかね」

「いいえ！」

　きっぱり拒絶したのはアンヌだ。すぐにうっと声を詰まらせたが。

「アンヌ！」

　叫んだレイナは、今までになく強い眼差しで男爵夫人を睨みつけた。

「もし、アンヌに……ラベロにだって、怪我をさせてごらんなさい。絶対に許さないんだから！」

「まあ、怖い。妃殿下のお怒りを買ってしまったわ」

　わざとらしく身を震わせてから、男爵夫人は微笑んだ。

「もちろん、妃殿下がわたくしどもに従ってくだされば、ふたりが血を流すことにはならないと思いますよ。ええ、老いぼれ騎士様には、その錆さびついた剣を手放していただかないとなりませんけどねえ」

「いや、人質は女ひとりでいい」

　その言葉に反論したのは、男爵夫人の仲間である騎士のひとりだった。

　どうやらこの場でラベロは殺した方がいいと訴えている。あとあと面倒なことになるかもしれないからと。

「でも、そうすると、妃殿下が許してくださらないとおっしゃっているのよ？　まさか、あなたたちはこの老いぼれひとり相手に恐れているのではないでしょう？」

　レイナを嘲あざけりながら、ねっとりとした口調で騎士たちを揶や揄ゆして、男爵夫人はラベロも連れていくことを認めさせた。

　場違いながらもレイナはホッと胸を撫で下ろす。

「ああ、もう。すっかり遅くなってしまったわ」

　騎士たちに反論されたのがおもしろくなかったのか、男爵夫人は急に苛立ちをあらわにした。それなのに、レイナへと向けた顔は不気味なほどに優しかった。

「わたくしどもと一緒に来ていただく前に、妃殿下にはひとつ、大切な用事を済ませていただかなければなりませんのよ」

「……大切な用事？」

　ここにきて今さらいったいなんの用事なのかと、レイナは眉根を寄せた。

「ええ、さようでございます」

　男爵夫人は笑みを深めて頷く。

「ユストリス王家の秘宝です。それをご一緒にお持ちしていただきます」

　猫撫で声で言う男爵夫人の目は真剣だ。

　なにを馬鹿なことを、と笑いだしたかったが、レイナはぐっとこらえた。

「それは……かなり難しいかと思うわ。そもそも秘宝を手に入れたとして、どうするつもりなの？」

「いいえ、わたくしどもはなにも。ユストリス王家に代々伝わる秘宝なのですから、当然、妃殿下に受け継がれるべきでしょう？」

「このまま……私が姿を消せば、騒ぎになるのは目に見えているわ。それに秘宝を持ち出すなど叶うわけがないもの」

「あら、妃殿下には今すぐ手紙を書いていただきます。少しの間、時間を稼げればかまいませんもの。確かに、ひと晩も戻らなければ騒ぎになるでしょうが、むしろそれは歓迎すべきことでしょう？　明日の夜には事が起こるのですから、混乱は大きければ大きいほどいいもの。それに宝物庫は妃殿下なら開けさせられるでしょう？　わたくしに見せるということで十分通ると思いますわ」

　レイナの気まぐれで部屋に戻るのが遅くなったとしても、アンヌとラベロがそばにいればノーラたちもそれほど心配はしないだろう。

　今、レイナたちを囲む七人の騎士たち――おそらく、ユストリスの騎士に扮しているだけであろう偽騎士たちを相手に、アンヌを人質に取られた状態で切り抜けることは不可能だ。

　それでもなんとかしなければ。

　レイナは男爵夫人が監視する前で、ノーラへと言付けを書いた。

　急に秘宝を見たくなったので、宝物庫へ向かう、と。そして、アンヌがいるので、戻るのを待たずに先に休むように、とも。

　満足げな笑みを浮かべた男爵夫人が、手紙をレイナの護衛騎士だったはずの偽騎士に渡す。

　騎士はレイナをちらりとも見ず、さっさと背中を向けて出ていった。

　あの騎士も、ここに残っている騎士も、レイナの護衛に付くようになったのは、カインが城を発ってからだ。

　そんなことよりも、とレイナは筆を握りしめて立ち上がった。

　幸い、ひとり減って偽騎士は六人になったのだから、今のうちにあの宝物がある場所に向かった方がいい。

「ユストリス王家の秘宝はとても素晴らしいものよ。でもきっと、あなたの大切な方には……先代陛下には似合わないと思う――」

　レイナの言葉は、激しい衝撃音とともに途切れてしまった。

「レイナ様！」

　驚きと怒りに満ちたアンヌとラベロの声があがる。

　レイナは何度か瞬いて、じわりと痛み出した左頬を押さえた。

「余計なことを口にしないで！　たとえあなたがあの方の娘だったとしても、所詮は捨てられた女の娘！　無礼にもほどがあるわ！」

　憤激する男爵夫人を、偽騎士たちが押し止める。

　レイナに怪我をさせるのは厄介なことになると判断しているらしい。

　その様子を黙って見ているレイナは、呆然としているようだったが、内実はかなりの怒りに燃えていた。

　叩かれたことではない、この騒動の首謀者がフロメシアの前国王であるレイナの父親だと、男爵夫人にかまをかけてはっきりしたことがなによりも許せなかったのだ。

　先の戦だけでも民たちを苦しめたというのに、また新たな戦争を起こそうとしている。

　レイナは大粒の涙を浮かべると、震える声で訴えた。

「……ごめんなさい。そんなつもりはなかったの。だって……あれは本当に素晴らしいものだから……でも……」

　声を詰まらせうつむいたレイナを見て、男爵夫人は傲慢に笑う。

「ほら、ごらんなさい。こういう生意気な小娘には、少しくらいきつく当たった方がいいのよ」

　偽騎士たちに偉そうに言うと、すたすたとドアへと向かって歩き始めた。

「さあ、さっさと宝物庫へ案内してくださいませ、妃殿下」

「……はい」

　レイナはアンヌとラベロへ一度ちらりと視線を向けてから、しおらしく男爵夫人の後を追った。その両側を偽騎士が固めている。

　そして、ナイフを隠し持った偽騎士に腕を掴まれたアンヌが続き、三人の偽騎士に囲まれたラベロが最後に続いた。

　ふたりは歯を食いしばり、必死にこらえていた。――吹き出してしまわないように。

　切迫した状況にもかかわらず、ふたりは久しぶりに見たレイナの嘘泣きに、明るい気持ちになっていた。

　レイナならばきっと、この不利な形勢を逆転することができると。




「ところでランタンは持っているのかしら？」

「ええ、もちろん用意してございますが？」

　回廊を進みながらの突然のレイナの問いに、男爵夫人は訝しげに答えた。

　晩餐の時刻もとうに過ぎた城内は、眠りに落ちる前の穏やかな静けさに満ちている。

　時折すれ違う政務官や下働きの者たちは、遅い時間に現れた王太子妃の存在に驚きながら道を開けていたが、お付きの者や騎士をしっかり従えていることに安心して、不審に思う様子はなかった。

「宝物庫はお城の外にあるのよ。だから、ランタンが必要なの。真っ暗な中を歩くのは危険でしょう？」

「そんなことくらいわかっているわ。あなたじゃないと入れないってこともね」

「あら、そう」

　あっさり答えながらも男爵夫人たちの勘違いを正すことはなかった。

　あの〝恵みの園〟のことを言っているのなら、男爵夫人たちは真実を知れば怒るだろう。

　その時のことを考えて、レイナの心は沈んだ。

　できれば、あの素敵な場所に、男爵夫人たちを連れていきたくない。

　それでもこの状況を打開するには仕方なかった。

　肩越しに後ろへ目を向ければ、アンヌにはさりげなさを装って騎士がそばを歩き、目立たないように未だナイフを突きつけている。その数歩後ろには、剣を取り上げられたラベロが三人もの騎士に囲まれていた。

　今、大声をあげて逃げだせば助かるかもしれない。――レイナだけは。ひょっとしてラベロも。だが、アンヌは……。

　そう思うと、レイナにはなにもできなかった。

「アンヌ、ラベロ、巻き込んでしまってごめんなさいね」

　小さな呟きは、ちゃんとふたりに届いたようだ。

「いえいえ、すぐに逃げ出されたレイナ様を追うことで慣れておりますから」

「そうですなあ。むしろ最近はおとなしくていらっしゃって、あの鍛錬くらいでは物足りないくらいでしたよ」

　ため息混じりにアンヌが答えると、うむうむと頷きながらラベロが同意する。

　なにも変わらないふたりに元気づけられて、レイナは明るく反論した。

「ちょっと！　あなたたちって相変わらず失礼よね、もう！」

　ぷりぷりと怒ってみせると、男爵夫人が不快そうに唇を歪めた。

「白々しく騒がれても、誰も助けになど来てくれませんわよ？」

「ごめんなさい。気分を害してしまったかしら？　ただ、アンヌもラベロも幼い頃より一緒にいてくれたから、とても仲がいいの。フロメシアの奥宮で遊ぶ時には、私が誰よりも一番かくれんぼが上手だったのよ。それに鬼ごっこでも最後まで逃げ切ったわ。ねえ？」

　足を止めないまでも、レイナは大きく振り向いてアンヌとラベロを見た。

「……はい。わたくしも常にご一緒させていただきましたので、どちらもすっかり得意になってしまいました」

「おや、私が参加させていただいた時には、そうでもなかったような……。もちろん私は今でも鍛えておりますから、ちゃんとレイナ様を追える自信はありますぞ」

　ふたりは真っ直ぐにレイナを見返して、楽しげに言う。レイナは前へと向き直ると、ホッと息を吐いた。

「ところで、私たちはこれから北庭に向かうのだけれど、このまま北扉から出るべき？　そこにちゃんとランタンは用意されているの？」

「もちろんですとも」

　逃げようとしても無駄よ、と言わんばかりの口調にも、レイナは気にした様子もなく、「そう」と答えただけ。

　いつレイナが逃げ出すとも、助けを求めるとも知れずに騎士たちがかなり警戒している中、動くつもりなどはなかった。

　きっと好機は訪れるはず、その時を絶対無駄にしないと心に決めているのだ。

　北扉でランタンを手に持ち待っていたのは四人の騎士。彼らもまた、偽者なのだろう。

　比較的出入りのたやすいユストリス王城ではあったが、これほどに潜伏者がいることにはカインの不思議な力を思い出して疑問を覚えた。

　それともアルクネトの混乱に乗じたのだろうか。

　もやもやしたものを抱えながらも、レイナは守衛兵に微笑みかけて扉を開けてもらい、偽騎士に続いて外へと歩み出た。

　途端にあたたかい夜気がレイナを包む。

　新月の今夜は闇が深く、四つのランタンだけでは頼りなく感じられた。

　ランタンを持った四人の偽騎士が一行を囲み、レイナの指示で北庭を抜け、まるで森のように鬱蒼と茂る木々の間の小道を進む。

　暗闇に目は随分慣れてはきたが、歩みに合わせて揺れるランタンの光が小道に不思議な影を作り、足元をおぼつかなくさせていた。

　実際、男爵夫人は何度かつまずき、息を切らしている。

　偽騎士たちはさすがと言うべきか、確かな足取りだった。だが、レイナたちに対して集中力を欠いているのは間違いない。

（今が好機かもしれない……）

　カインに初めて案内してもらった日から、この小道を毎日歩いて恵みの園へと通っているのだから。

　今は暗くて狭くて不安定に思えるけれど、本当は十分に踏みならされた道であることを知っていた。それは、アンヌとラベロも同様で、足取りはしっかりしている。

（本当に今が、好機……？）

　もう一度考えて、打ち消した。

　通い慣れている小道でも、木々の中へと数歩踏み込めばすぐに迷ってしまうだろう。そうなれば偽騎士たちと同じ条件になる。声を出して助けを求めても、先に偽騎士たちに見つかってしまう。

　そしてなにより、人目を気にする必要がなくなったために、アンヌはしっかりと偽騎士に腕を取られている。

　幼い頃からずっとそばにいてくれた、姉のようなアンヌ。だから背中を向けていてもわかる。

　もし自分になにかあっても、かまわずに逃げるようにと無言でレイナに訴えていることを。

　それでも、レイナの性格を知り抜いているから、わざわざ自分を犠牲にすることは絶対にしないはずだ。精いっぱい最善を尽くしてくれるだろう。

（やっぱり、初めに決めた通りにしよう）

　レイナは固く手を握りしめて、恵みの園へと向かった。

　あそこには守護兵がいる。門扉だけではない、内側にも目立たないように何人もが巡回しているのだ。特に夜間は。

　当然、宝物庫に守護兵がいることは男爵夫人たちもわかっているだろうから、あとは出方次第だった。土壁の中に入って、いったいどのように反応するのか。

「――それにしても、あなたの大切な方は宝物ならたくさん持っているでしょう？　なぜわざわざまた新しい宝石を欲しがるの？」

「まあ、おかしなことを。誰でも美しい物はたくさん欲しいでしょう？　あの方はそうおっしゃっていたもの。しかも秘宝はとても大きな物だとか。心惹かれるのは仕方ありませんわ」

「……そうかしら？」

「ええ。なんでも、ユストリスの秘宝は、先祖代々受け継がれてきたものだと伺いましたわ。それを失くしてしまわれるなんて、きっとユストリス王家にとっては大変な屈辱でしょうねえ」

「……すっごく性格悪いのね」

　徐々に近付いてきた恵みの園を前にして、人が向かっていることを守護兵たちに知らせ、警戒させるために始めた会話だったが、むかむかするだけだった。

「よくもそんなことを。ユストリスのせいであの方が味わった屈辱に比べれば大したことございませんわ」

「……本当にそう思っているの？」

「当然です！　そもそも偉大なるフロメシア王国が、ユストリスなどに後れを取るなどあり得ないのです。あの戦はなにかの間違いですから、明日になればそれがわかりますとも。この城と街だけではありません、フロメシア王国のあちこちでレグル様に反旗を翻す狼煙のろしが上がりますわ」

　得意げに語る男爵夫人の言葉に、レイナはハッと息をのんだ。

　どくどくと脈打つ音が頭の中で響く。がくがくと足が震える。

　それでも、ここでへこたれるわけにはいかないのだ。

「……あなた方は、なぜあの戦であれほど簡単にフロメシアが敗れたのか、ちっとも理解していないのね」

　学び始めたばかりのレイナでもわかることなのに。

　フロメシア王国は歴史ある豊かな国だった。

　しかし、それらの豊かさは王侯貴族たちが独占し、民は日々を細々と暮らしていた。

　そこへ数年前のひどい災害で、農作物が大凶作となってしまったのだ。

　人々が飢えに苦しみ、木の根まで食べるようになっていたにもかかわらず、貴族たちは享楽的な生活を続けていた。

　当然の結果として各地で起こった決死の反乱を、為政者たち――父であるラクスはかろうじて鎮圧したものの、また起こることを恐れ、外に目を向けさせようと戦を起こしたのだ。

　――このたびの干ばつは獣人たちが雨あま神がみを独占しているせいなのだ。あの緑豊かな地を見ればそれがわかるだろう。あれは本来ならば、我々が得るはずのもの。よって奪い返すべきだ。

　と、あまりにも馬鹿げた発令で民を徴兵して。

　ひどい圧政からようやく解放された人々が、またラクスを王に望むだろうか？

　そう思うとレイナは少し冷静になり、代わりに男爵夫人たちに対して憐れみのような感情が生まれた。

　男爵夫人はレイナの言葉が気に入らなかったのか、恐ろしいほどの形相で睨みつけていたが、暗闇の中ではそれほどの効果もなかった。

「着いたわ」

　レイナは目の前に突如現れた土壁を手のひらで示してから、さっさと扉へ向かった。

「妃殿下？　このような時間にどうなされたのですか？」

　扉を守る兵の驚く声が辺りに反響する。

「ごめんなさいね。モレト男爵夫人が急きょ領地にお戻りになることになってしまったの。それで、その前にぜひここを見てもらいたくて」

　この恵みの園をレイナが大切に思っていることを知っている兵は納得して、夜には施錠している扉を開けた。

　扉を抜けるとまず目にする大きな常緑樹。ここの木々は夜でもとても穏やかで優しく見える。

「……本当にここに？」

「ええ、もう何度も言うけど、本当よ。この木々はユストリス王家の祖先たちが種を植え育てたものなの。最初は大変だったらしいわ。なかなか育たなくて――」

「そんなことはどうでもいいの！　早く宝物庫へ案内なさい！」

　のんびりとした説明を男爵夫人は苛立って遮った。どうやら偽騎士たちも同じらしく、焦れているのがわかる。

　我慢強いアンヌが思わず顔をしかめるほど、偽騎士は強く腕を掴んでいるようだ。

　扉から離れるのは心細かったが、まだその時ではない。

　レイナは諦めて口を閉ざし、奥へと進みながら周囲を視線だけでこっそりうかがった。

　普段から姿を見せない守護兵たちは、今もいるのだろうか？　そしてこの状況をどう判断しているのだろう？

　よくわからないレイナは、とりあえず目立つ場所で行動を起こさなければならなかった。できるだけ大袈裟に。




　木立の間をぬって開けた畑へと出ると、レイナは立ち止まり、大きく息を吸った。

「あそこよ」

　暗闇の中でそれらしく見えることを祈りながら、庭師たちの詰め所を指差す。瞬間、男爵夫人や偽騎士たちの視線が一斉にそちらへと向いた。

　レイナは〝その時〟を逃さずに、今までずっと握っていた筆を、アンヌの腕を掴む偽騎士に向かって思いっきり投げつけた。

　見事に筆は狙った通り、偽騎士の眉間付近へと当たって落ちた。

　今度はアンヌが〝その時〟を逃さず、偽騎士の手を振りほどいて走り出す。

　当然、レイナもラベロも駆け出した。ラベロはすぐそばにいた偽騎士のみぞおちに一発入れ、腰の剣を奪い取ってから。

　三人三様に逃げていく時に、「くそっ！」とラベロの罵声が聞こえたのは、おそらくレイナと違う方へ向かってしまったからだろう。

「大丈夫！」

　レイナは答えて、必死に走った。散り散りに逃げていったために偽騎士たちは誰を追うべきかわずかに躊躇し、出遅れた。

　男爵夫人の金切り声が聞こえる。

　これで守護兵たちが気付いてくれればいいが。

　恵みの園のことはすっかり頭に入っているから大丈夫と言い聞かせる。

　昨日だって、ジェマとかくれんぼをしたばかりだ。

　柔らかく瞬く星たちの光だけでは、木陰に入れば途端に行く手を闇に閉ざされてしまうが、レイナには十分だった。

　ところどころに射すおぼろげな光と、時折見える畑が今いる場所を教えてくれる。

　時々、遠くから聞こえる怒声と金属がぶつかり合う音が、守護兵たちが気付いたのだと教えてくれた。

　城内に潜伏者がまだいたとしても、事が明るみに出た今は、解決するのも時間の問題だ。あとは少しの間、隠れていればいい。

　――もう、大丈夫。

　かくれんぼだって得意なのだから。

　耳に入る足音は敵か味方かわからないが、まだそれほど近くではない。

　レイナはスカートを急いでたくし上げ、大木から張り出した太い幹をしっかり掴んだ。そして、えいやっと地を蹴る。

　背の高い男性が手を伸ばしても届かない位置まで登ると、体を小さくして、見つからないように身を潜めた。

　浅い呼吸を繰り返しながら、息が漏れないようにとスカートで口を覆う。

　あちこちを引っかけたドレスはきっとぼろぼろだろう。

　またアンヌに叱られてしまう。でもまたあの小言を聞きたい。

　アンヌもラベロも絶対に無事だと自分に言い聞かせ、レイナはゆっくりと深呼吸をした。

　冷静になって、状況を見極めなければならない。気配を探って、安全だと確信できるまで隠れていなければ。

　夜明けまで、どれくらい時間はあるのだろう？　反乱を食い止めるだけの時間はある？

　めまぐるしく回転するレイナの頭の中に、小さな警告音が響いた。

　息をのんで身構えると、忙しない足音が徐々に近付いてくる。

　動くこともできず、精いっぱい目を凝らしても、顔が見えない。

　ただ、その手に抜き身の剣を握っていることだけがわかった。

　守護兵なのか、偽騎士なのか。

　闇の中で鈍く光る剣。荒々しい男の呼吸。

　体の震えが大木に伝わり、男に気付かれてしまうのではないかと怖くて、必死に抑えようとしても止まらない。

　男はレイナの隠れる木の真下まで来ると、立ち止まった。

（――見つかる……）

　レイナがそう覚悟した時、ざあっと強い風が木立の間を駆け抜けた。

　突風が過ぎ去ると、男はとっさに覆っていた目から手を離して舌打ちした。

　未ださわさわと揺れる梢がレイナの震えを隠し、葉擦れの音が乱れた息をかき消してくれる。

　次第に遠ざかる男の気配に、強張っていた体から力が抜けていった。

（大丈夫。絶対に大丈夫）

　太い幹に体を預け、目を閉じて呪文のように繰り返すと、本当にそうなのだと思えた。

　その時、ひときわ大きな音が耳に飛び込んできた。

　聞こえるのは大人数のしっかりとした足音と誰かの号令をかける野太い声。

　そして――。

「レイナ！」

　まさかと思った。夢ではないかと。

　この騒動に気付いて来てくれた助けの中に、彼がいるはずなんてないのだ。

「レイナ！」

　それでも先ほどよりもはっきりと聞こえた呼び声。

　もしかしてと思った。現実かもしれないと。

　カインが助けに来てくれた。名前を呼んで捜してくれている。

　不安定な木の上からそっと身を乗り出すと、梢の間に揺れる淡い光が見えた。

　ランタンを持つ大きな手。柔らかな光に照らされた青色の髪。

　間違いない。ずっとずっと会いたいと、強く望んでいた人。

「カ、カイン様……」

　喉が詰まって、か細い声しか出ない。ここにいると、すぐに行くと答えたいのに。

　それでもどうにか体を動かして、枝から枝へ足をかけ、最後は省略してえいっと飛び降りた。

　が、少々無理をしてしまったようだ。

「あっ！」

　地に着いた衝撃に足がじんと痺れ、思わず声が漏れ出てしまった。

「レイナ!?」

　焦慮と切望が滲んだ声。大きくなる力強い足音。

　右手に剣、左手にランタンを持ったカインが、レイナの視界に映った。

「カイン様！」

　今度はしっかり声を出し、痺れる足を前へと進め、駆け寄るカインへと手を伸ばした。

　あと少し、あともう少し。

　その瞬間――。

「レイナ！」

　カインは剣を構え踏み込んだが、なにもできなかった。

　レイナの背後から突如現れた男へと剣を届かせるには、あと一歩足りなかったのだ。

　お腹へ荒々しくまわされた無骨な腕が、レイナをカインから遠ざける。

　ぐっと押しつけられたのは見知らぬ男の体。逃れることを封じる、首元に突きつけられた剣。

「やあっと見つけた」

　耳元で聞こえたしわがれた声にぞっとして、レイナの背に冷たいものが走る。

　どうやら先ほどの男らしい。

　暴力的なほどに粗野な振る舞いが、騎士の姿を見せかけだけだと教えている。

「――レイナを、妃殿下を放せ」

　怒りを抑え、カインは静かに告げた。

「んなの素直に従うわけねえだろ」

　にたりと笑って、男はレイナに突きつけた剣を見せつけるように動かした。

「レイナ様！」

　この騒動に気付いて次々と駆けつける騎士や兵たちの中に、アンヌとラベロの姿も見えた。

　ふたりとも無事だったのだ。

　レイナの体を喜びと安堵が駆け抜けたが、状況はなにも変わっていない。

　あまりに嬉しくて油断してしまったから。もっと周りをちゃんと見ていれば。

　だが後悔しても遅い。

　徐々に集まり始めた兵たちが、捕らわれたレイナの姿を見てハッと足を止める。

　圧倒的多数にもかかわらず、カインたちの状況は非常に不利だった。

「レイナ様……」

　弱々しい呟きは、手紙を託した近衛騎士のもの。

　カインは手紙を読んで、急ぎ戻ってきてくれたのだ。

「妃殿下を放せ」

　レイナを捕らえた男へと、鋭い双眸を向けたままのカインは再び告げた。

　しかし、男に聞き入れる様子はない。

「んー、そうしたら、俺やばいよなあ？」

　男がくくくと喉の奥で笑うと、レイナに突きつけたままの剣まで小刻みに揺れた。

「男爵夫人も、他の者たちも捕らえられたぞ。お前がここで抵抗したところでどうにもならんのだ！」

　ラベロが疲れを滲ませた、それでいて力強い声で訴えたが、無駄でしかなかった。

「別に、あの高飛車なばばあのことはどうでもいいんだよ。俺は金さえ貰えればな」

「……傭兵か」

　カインの呟きに、男たちが楽しそうに反応する。

「せいかーい！　しゃべるとぼろが出るから、ずっと黙ってたんだぜ？　おしゃべりなこの俺が！」

　子供のようにはしゃぐ男を見据えながら、取り囲んでいる騎士たちがじりりと動いた。

　途端――。

「おっと、動くなよ。あんたら、この姫さんが大事なんだろう？」

　レイナを捕えた男が、剣を軽く引いた。と同時に、喉にぴりぴりとした痛みを感じ、レイナは眉根を寄せた。

「レイナ様！」

　アンヌの悲鳴が聞こえたが、すぐ耳元で響く嫌な声の方にレイナは気を取られた。

「さあさあ、本物の騎士の皆様、兵士の皆様、ここよりもっと後ろへお下がりください。ああ、その前にちゃんと剣は捨ててくださいね」

　男はいきなり慇懃無礼に告げたが、すぐにがなり立てる。

「おら！　早くしろよ！」

　悔しげに歯を食いしばり、皆が剣を手放して数歩下がっていく。

　カインも後退しながらこれみよがしに軽く放った剣がレイナの足元へと転がった。

「お頭、よくやりましたね」

「バカか、おめえ。おめえらがしっかりしねえから、こんな不利な立場になっているんじゃねえか」

　レイナを人質に取っていることで有利だと思ったのか、隠れていたらしい男たちふたりが合流してきたのだ。

　男は仲間が増えたことで先ほどよりも余裕が出てきたようだ。

　カインたちを馬鹿にしたように見回して、くっくと笑う。

「獣人も人質を取られてなにもできねえとは、情けねえなあ」

　だがカインは男を無視し、レイナの細い首にうっすらと滲む血を険しい表情のまま見ていた。

「カイン様、私は大丈夫です」

　押さえつけられているために小さな声しか出なかったが、これ以上の心配をかけないようにと、レイナは微笑んでみせた。

　以前、フロメシア王宮で見たカインの力も、レイナが剣を喉元に突きつけられた状況では使えないらしい。

「……すまない」

「いいえ……」

　なぜカインが謝るのだろう。迷惑をかけているのはレイナの方だ。

　その思いを口にしようとしたが、男の言葉に遮られてしまった。

「おいおい、謝ってほしいのは俺たちの方だぜ？　なあ、殿下。あんたが俺たちの仕事を奪ったんだからよお」

「それで、こんな卑怯なことをしているのか？　南部地域では民の望みもしない暴動を起こし、アルクネトでは不満を持つ者たちを煽り、このセロナムの街に火を放とうと？　さらにはフロメシアとまた戦争を起こすつもりか？」

「なーんだ、全部お見通しだったか」

　冷ややかなカインの問いに、男は白けた様子で返した。

　そこに他のふたりが割って入る。

「俺たちは戦が仕事だぜ？　平和なんてものはいらねえんだよ」

「そうそう。アルクネトでも適当に煽って暴動を起こせば楽しいだろ？　それにこの街や南部地域もこのまま騒いでくれれば、フロメシアの前国王派じいさんたちは動きやすくなって、また戦争が起こるってわけだ」

「……アルクネトは大丈夫だ。ただ時間稼ぎに情報を遅らせていたにすぎない。この街にしても陛下の指示の下、今頃は兵たちが潜伏者を拘束しているはずだ。そして南部地域については――フロメシアについてもレグル王と協力して、私がひとつひとつ潰してきたところだ」

「はあ!?　嘘を言うなよ！　あんたはアルクネトに出向いてたばかりだろ!?　あんたが軍を指揮してると仲間が伝えてきたんだ！」

　うろたえる偽騎士に、カインは首を振った。

「いいや、あれは私ではない。弟のレオンだ。私とレオンはよく似ているからな」

　そこまで無表情だったカインは、困ったような笑みを浮かべて、目を丸くしているレイナに、また謝罪の言葉を口にした。

「今まで嘘をついていてすまない」

　しかし、レイナはなにも答えられなかった。

　あまりにも驚きすぎて、混乱が増すばかり。

　カインはアルクネトに向かったのではなかった。ということは新大公とも会っていない？

　弟のレオン。病気のはずの陛下。フロメシアの前国王派の計画は前もって知っていた？

　ではレイナが心配する必要などなかったのだ。そして今現在、レイナは多大な迷惑をかけている。

「おおっと、後ろの兵たちをこっそり動かすなよ。ぺらぺらとおしゃべりして俺たちの気を逸らしたつもりか？」

「げっ！　マジかよ！」

　背後を振り返りもせずに、レイナを拘束した男が告げると、偽騎士が慌ただしく反応した。

　どうやら男たちを捕えようと騎士たちが動いていたようだが、レイナには背後を確認することはできなかった。

　ただカインが軽く左手を振ると、遠ざかる足音がかすかに聞こえた。

　そのカインの金色に光る瞳は、真っ直ぐにレイナを見つめ、無言で訴えていた。――必ず助けると。

　今度はちゃんと、レイナはにっこり笑って応えた。

　恐れることはない。目の前にはカインがいるのだから。

　自分の行動を後悔しても仕方ない。これからどう行動するかだ。

　とすれば、答えは簡単――〝お淑やか〟なんて捨ててしまえばいい。

　レイナが決意を固めた時、男が再び突きつけた剣をわざとらしく動かして、含み笑いをしながら告げた。

「んじゃ、金貨五十枚入れた袋を鞍の両脇に括りつけた上等な馬を三頭、急いで用意しな」

「……わかった」

　カインがまた左手を振ると、数人が出口に向けて走り出す。

「ええ？　どうせなら、もっともらおうぜ」

「欲を出すな。あまり多いと馬の足が鈍る」

　下男風の男が不満を口にしたが、男がすぐにたしなめた。

　それでも交渉がすばやく済んで安心しているのか、男の腕はわずかにゆるんでいた。

　見つめ合ったままのカインの瞳からレイナは視線を外し、アンヌとラベロに向けた。

　ふたりはできる限りレイナの近くにいてくれる。

（――絶対に大丈夫）

　レイナは落ち着こうと、一度大きく息を吐き出し、ふたりからカインへと視線を戻して緊張に震える声を出した。

「カイン様、あの朝はちゃんとご挨拶もせずに申し訳ありませんでした」

「いや、驚きはしたが、楽しかったよ」

　突然の謝罪に皆はわけがわからないといった様子だった。

　だがカインとラベロにはわかったようだ。

「それでは今も楽しんでいただけると嬉しいです」

　そう言うが早いか、レイナは剣を握った男の腕を両手で力いっぱい押してわずかな隙間から勢いよく屈んだ。

「なっ――!?」

　驚く男の声を耳にしながらレイナはカインが放った剣を拾い、振り返りざまに男の足を狙った。

　かろうじて後退した男はバランスを崩し、もう一撃と足を踏み出したレイナに別の男から小さなナイフが飛んでくる。

　それを払い落したのは大きな翼だった。

　聞こえてきた甲高い悲鳴はおそらくアンヌのもの。

　レイナは一瞬にして大きな獣の足に掴まれ、空へと舞い上がっていた。

　驚いたレイナは自分を掴んでいる獣の足から視線を辿り、全体の姿を目にしてさらに驚いた。

　予想していたのは大きな鷲のような鳥。

　だが鋭い爪でレイナを傷つけないように包んでいる足の先も身体全体も、青い鱗で覆われている。

　その姿はこの世界の者たちが幼い頃からあちらこちらで目にする絵画のまま。

　太陽神と大地神の世界創造の神話の中で、神たちを手助けした存在として描かれる伝説の竜そのものだった。

「……カイン様？」

　神話の中から出てきたような竜に掴まれ空を飛んでいるというのに、レイナは不思議と恐怖は感じなかった。

　それどころか、たった今まで目の前に人間の姿でいたカインだと直感でわかったのだ。

　ただどこまで飛んでいくのだろうと思っていると、カインとレイナの部屋のバルコニーが見えてきた。

　そのまま竜はバルコニーへそっとレイナを下ろし、再び空へと舞い上がる。

「カイン様！」

　レイナが必死に呼びかけると、青い竜は一度振り返り、そしてまた恵みの園の方角へと飛んでいってしまった。

　竜の姿を認めたのか、衛兵たちの声がバルコニーの下から聞こえ、すぐに部屋からノーラが飛び出してきた。

　そばには医師らしき者もいる。

「レイナ様！　よくご無事で……」

「心配かけてごめんなさい、ノーラ」

「妃殿下、お怪我の手当てをさせてください」

「ええ、お願いします」

　首筋の傷はすでに血も乾いているが、抱きついてきたノーラの背中を叩きながらレイナは医師に答えた。

　そもそも、すぐに医師が部屋へとやってきたのはどうしてなのだろう。

「先生、どうして私が怪我をしていると――バルコニーにいるとわかったのですか？」

「陛下からのご命令です。ここだけの話ですが、陛下と殿下はお互い遠く離れた場所からでも意思の疎通が図れるようですから」

「そうだったのね……。羨ましいわ」

　遠く離れた場所でも会話ができるのなら、今までこんなに寂しい思いをしなかったのに。

　部屋へと入り、カインの剣を握ったままであることに苦笑する。

　剣を邪魔にならないところに置いて椅子に腰かけると、おとなしく治療を受けた。

　その間も先ほどの夢のような体験が頭から離れない。

（まさかカイン様が伝説の竜だったなんて……）

　はっきり肯定されたわけではないが、レイナは確信していた。

　あの金色の瞳もカインと同じように優しく輝いていた。早くカインに会って話を聞きたい。

　レイナは医師の処置を受けてから、身体を簡単に拭いてもらい着替えた。

　それからはいてもたってもいられず、ノーラが止めるのも聞かずに部屋の外へと飛び出した。










八　伝説の竜王




　レイナが部屋から出て広間に向かう間も城内は騒然としており、武装した兵士たちが駆けまわって事件の後始末に追われていた。

　そんな中でレイナに気付く者は少ない。

　レイナは邪魔にならないように正面広間の隅に立って、カインが戻ってくるのを待っていた。

　するとちょっとした歓声が起こり、広間へとカインが入ってきた。

　人々は喜びと安堵に顔を輝かせて道をあけている。

「カイン様！　ご無事だったのですね！」

　声をかけられずにいたレイナの存在に気付いたように、カインが真っ直ぐにレイナを見た瞬間、騒がしい広間の中でもひときわ高い声が響いた。

　人目も憚はばからず、カミーラはカインへと駆け寄り抱きつこうとした。

　そこで衣服についた血痕を目にしてハッと顔色を変え、大袈裟に騒ぐ。

「まあ！　カイン様、お怪我をなさったのですね！　なんてことかしら！」

「いや、これは私のでは――」

「妃殿下のせいですね!?　妃殿下が不用意にも謀反人に誑たぶらかされ外へと出てしまったから！」

「いや、違う。レイナがこの城に入り込んだ謀反人に気付いて知らせてくれたから、暴動を未然に防ぐことができたんだ。でなければ明日には王都のあちらこちらで火の手が上がっていただろうな」

「ま、まあ、そんな……」

　カミーラは顔色を悪くし言葉を詰まらせたが、レイナの方へ厳しい視線を向けた。

　どうやらレイナがいたことには気付いていたらしい。

「妃殿下がいらっしゃるまでは平和でしたのに……」

「そっ――」

　あまりの言い様にノーラが抗議しようとして、カインに手で制される。

　だが今の言葉は広間にも広がり、皆がざわつき始めた。

　レイナはそんな広間の様子よりも、カインも同じように考えているのだろうかと不安になって恐る恐る見上げた。

　カインの表情は厳しく、まるで初めて顔を合わせた時のようでレイナは怯えた。

　いつもはこんなに弱気ではないのに、怪我と疲れからカミーラに言い返すこともできない。

「カミーラ嬢、あなたはこんな時間なのにこれから出かけるかのような装いだな」

「は、はい？」

「あなたはこの城に滞在していたはずだろう？　今からどこかへ出かけるのか？」

　指摘されてはじめて気付いたかのように、カミーラは自分を見下ろした。

　レイナもカミーラを見て、確かに、と思う。

　カミーラはいつもの華やかなドレスではなく、暗色の外がい套とうを羽織り、その裾から覗くドレスも地味な色でレースもついていない簡素なものに見えた。

　また外套もすっぽり頭を覆うローブのようでもある。

「こ、これは……街から戻ったばかりで……」

「少し前から厳戒態勢がしかれ、城内の出入りは厳しく制限されている。それなのに入れたのか？」

　広間には騒動を聞きつけてやってきた貴族たちばかりで、皆がカインたちに注目していた。

「これは……こ、この騒ぎに驚いた侍女がすぐに逃げられるようにと支度したものですわ」

　カミーラはあくまでもしらを切り、自分を守ろうとしている。

　その態度に、レイナの動かなくなっていた頭は怒りで動き始めた。

「カミーラ様は、あなたのために働いたものたちを置き去りにするおつもりですか？」

「な、なにを……」

「モレト男爵夫人を――本当の名前は知りませんが、あの方を引き入れたのはカミーラ様でしょう？　あの方にユストリスの秘宝のことを教えたのもあなたですね？」

「わ、私はそんな人知らないわ！　でたらめをおっしゃらないでください！」

「ですが私は見ました！　カミーラ様が以前、夫人と一緒に話しているところを！」

「そんな不確かな情報はあてにならないわ！　ちゃんとした証拠はあるんですか!?」

「証拠……」

　つい感情に任せて訴えてしまったが、ちゃんとした証拠はない。

　返答に詰まるレイナを見て、カミーラは勝ち誇った表情になった。

「確かに、証拠がなければ裁くこともできないな」

　ため息交じりに呟いたカインの言葉に、レイナは青ざめた。

　実際、証拠もないのに公爵令嬢を今回の騒動の仲間であるかのような発言をしてしまったのだ。

「も、申し訳――」

「だが、証拠はある」

　謝罪しかけたレイナの言葉を遮り、カインははっきりと言い切った。

「そもそもなぜレイナの姿を見て外へ出ていたと思った？　こんな夜中におかしいとは思わないのか？　それも謀反人と外に出たなどと」

「そ、それは……」

　レイナのドレスは着替えたものの、夜に外へ出るには不釣り合いすぎる。

　カミーラが返答に窮していると、そこに拘束された男爵夫人や傭兵たちが騎士たちに連行されてきた。

「カミーラ様!?」

　男爵夫人がカミーラの姿を目にして、思わずといった様子で声をあげた。

　それはある意味、男爵夫人が証言したも同然で、皆がハッと息をのむ。

「あ、あなたなんて知らないわ！　誰かと勘違いしてるんじゃなくて!?　失礼よ！」

「男爵夫人がどう言おうと、あなたがどう言おうとなにも変わらない。確たる証拠を掴んでいると言っただろう。あなたと父親のバルセス公爵については、以前からフロメシアの前国王と通じている疑いがあったため内密に調査していた。あなたをこの城に招待したのもそれが理由だ。どのような証拠かは、裁きの場ではっきりさせるつもりだ」

「そんなバカなことあり得ないわ！　カイン様はすっかりその王女に騙されているのね!?　いいえ、王女なんかじゃない、あの女はフロメシアの妾腹の娘よ！　そんな女に――っ!?」

　レイナはもう我慢ならなくなってカミーラの頬を叩いて黙らせた。

　その行動に皆だけでなくカインさえも驚いている。

「ユストリスもフロメシアも関係ないわ！　あなたは自分たちが起こしてしまったことで、どれだけたくさんの人が傷つき苦しむことになるのか考えたらどう!?　これ以上民を苦しめないで！」

「――レイナの言う通りだな」

「陛下!?」

　しんと静まり返った広間に重々しい声が響き、カミーラが驚きの声をあげた。

　それは病床にあるはずの国王で、レイナが驚きを隠して慌てて膝をつくと、皆もそれに倣った。

「よいよい、レイナ。そなたは怪我をしておるのだろう。ここは断罪の場ではない。それは日を改めるゆえ、早く部屋へ戻って休みなさい」

「か、かしこまりました。ご配慮、感謝いたします」

「カイン、お前もなにをしておるのだ。そなたはレイナについていてやりなさい。あとはわしがやる」

「かしこまりました」

　レイナとカインが軽く膝を折って部屋へと向かいかけたところに、カミーラの悲鳴が聞こえた。

　ちらりと振り返ると、騎士たちに捕縛されるところで、呪いじみた言葉を発している。

「カイン様……」

「気にしないでいい、レイナ。すまなかった。カミーラ嬢のことは無視するべきだった。余計な騒ぎになってしまったな」

「い、いいえ、大丈夫です」

　カインに支えられるように腕を腰に回され、部屋に戻るまでの間、レイナの胸は高鳴りっぱなしだった。

　レイナは力が抜けたようにごろりとベッドに倒れ、目を閉じた。が、やはり眠れそうにない。

　あまりにも多くのことが一度に起こったせいで、まだ混乱している。

　落ち着いて考えようとしてもどうもうまくいかない。

　今回のことは、レイナからの言付けを受け取ったノーラが不審に思い、決死の覚悟で王妃に奏上したことで早く発覚したのだった。

　ちょうどその時、カインが国王夫妻の部屋のバルコニーに竜の姿で降り立ち、人間の姿に変わって飛び込んできたらしい。

　驚き腰を抜かしたノーラを気遣う暇もなく、カインは手紙を見るとすぐに恵みの園へと向かったそうだ。

　むむっと眉根を寄せ、寝返りを打とうとしたその時、人の気配を感じてハッと目を開けた。

「すまない、起こしてしまって」

「い、いいえ！　あ、あのお仕事は？」

「大方は片付いたよ」

　結局、カインはレイナを部屋まで送り届けると、後始末へと戻っていったのだ。

　ベッドのすぐそばに立っていたカインは、慌てて起き上がろうとしたレイナに手を貸すと、そのまま引き寄せ抱きしめた。

　レイナの息が止まる。

　それは、カインの腕の力強さよりも、しっかりした抱擁に高揚したせいだ。

「本当に、無事でよかった……」

「カイン様……」

「ずっと、心配で心配で気が変になりそうだった。計画を黙っていたことを今さら後悔してもどうにもならないが……本当に……すまなかった」

　誰もいない、ふたりきりになった今、カインは心からの想いを吐露した。

「い、いいえ。私は……こうして、カイン様が無事にお戻りになっただけで、すごく……すごく嬉しいです」

　ギュッとカインに抱きついて、涙に濡れた声でレイナは今の気持ちを素直に口にした。

　ずっと不安で怖かった。もう大丈夫だと、誰かに――カインに言ってほしかった。

　カインはレイナのまなじりに浮かぶ涙をすくうように唇を寄せると、淡く染まった頬に口づけ、そして柔らかな唇にキスをした。

　それは婚礼の時のような形式的なものではない、心の通った本物の、初めての口づけ。

　心臓が痛いくらいの速さで打ち始める。どくどくと耳の奥がうるさい。

　やっぱり自分は眠ってしまって、これは夢なのだと、そうに違いないと納得しかけたレイナから、カインがぱっと離れる。

「す、すまない！」

「え……」

　なぜ謝るのだろうか、雰囲気に流されたものの、相手が自分で――レイナであることに気付いて離れたのだろうか。

　悪い方へと考えてしまうレイナから隠れるようにカインは両手で顔を覆った。

「こんな……あなたの意思を無視して口づけるなんて最低だ」

「意思……」

　どうやらレイナのことを気遣っての行動だったようだ。

　顔を隠していてもその耳は赤い。

　今までカインに好かれたいとばかり思っていたが、自分の気持ちを伝えたことはなかった。

　レイナはいつも相手からの愛情を求めるだけで、拒絶され傷つくことを恐れて逃げていたのだ。

　傷つくのは怖い。

　だけどここで逃げてはダメだと、レイナはカインの手にそっと触れ、赤くなった顔を覗き込んだ。

「私は……カイン様が好きです」

「いや、それは思い込みというか、義務的な――」

「違います。確かにはじめは義務だったのかもしれません。好きになるきっかけだってカイン様が夫となったからかもしれません。だけど今、カイン様を好きな気持ちは本物で、お互いの立場や関係、種族なんて関係ないんです。だからどうか、私の気持ちを否定しないでください」

「レイナ……」

　カインは驚いたように呆然としてレイナを見たが、すぐにぐっと抱きしめられてその表情もわからなくなってしまった。

　レイナはカインの力強い腕に包まれ、広い胸に顔をうずめている。

　そこで恐る恐るレイナも腕を回すと、応えるようにカインの腕に一瞬さらに力が込められた。

「私もレイナが好きだ。本当はずっと惹かれていたのに、縛りつけてはいけないと自分に言い聞かせて、拒絶されることを避けていたんだ」

「カイン様……」

「好きだ。好きだ、好きだ。私はレイナが好きだ」

「あ……私も、私もカイン様が好きです。大好きです！」

　驚くほど勢いのある告白に圧倒されたレイナだったが、なぜか張り合うように告白を返す。

　それからふたりは顔を見合わせ、ふふっと笑った。

　お互いに、拒絶されることを恐れていたのだ。

　そんな笑いはいつしか沈黙に変わり、レイナとカインはただ抱き合い見つめ合った。

　やがてふたりの唇は自然に重なり、先ほど以上に熱のこもったものとなる。

　その甘い衝撃に足が震えるレイナを、カインは唇を離してそっとベッドへ座らせた。

「――怪我をさせてしまったな」

　隣に腰を下ろしたカインは、細い首に巻かれた包帯に触れ、痛ましげに目を細めて囁いた。

「大丈夫です。これはほんのかすり傷ですから……」

　夢から醒めたような気分でレイナはどうにか答えた。

「それにこれは私の判断の甘さが招いたことです。もっと早くに陛下にご相談していれば……。そもそもあの時、モレト男爵夫人についていくべきでは――」

「いいや、それは違う」

　カインはレイナ言葉を封じるように人差し指で唇に触れた。

「今回のことは私の――私たちの判断の甘さだ。城内にもぐりこんでいる者たちには気付いていたが、あのような大胆な行動に出るなど考えてもいなかった。今回の件については我々獣人の驕りが招いたことだ」

　悔しげに答えたカインは、それからレイナを見て微笑んだ。

「だが私には、頭がよくて、機転が利き、剣まで握れる心優しい妻がいたから助かった。これほど心強いことはないな」

　ここまで誰かに褒められたことなどなかったレイナはうろたえた。それがカインなのだから、なおさらだ。

「そ、それはその……ご、ごめんなさい」

「どうして謝るんだ？」

「いえ、その……女性が剣を握るなど、はしたないですし……」

　しどろもどろに言うレイナは耳まで赤くなっている。

「まさか！　そのおかげで今こうしていられるんだから、いくら感謝しても足りないくらいだ」

　カインはすぐに否定すると、表情をゆるめて続けた。

「確かに、鍛練場で目にした時には驚いたが……。実戦でも使えるのだから驚いたよ」

「あれは夢中だったので……さすがに実戦経験はなかったのですけど」

　やっぱりあの時ばれていたのかと、さらには気まずそうに目を泳がせるレイナに、カインはついに吹き出した。

「捕らえられたお姫様が悪漢の手から自力で逃げ出したなんて、吟遊詩人たちも驚くだろうな。しかも情けないことに、王子と騎士たちは見ているだけだったなんて」

「いいえ、そんな」

　どうやら怒ったり呆れたりはしていないようだと、未だ笑うカインを見て、レイナはホッとした。

　初めて聞くカインの笑い声は涼やかで気持ちよく、まだかすかに残っていたレイナの不安を取り除いてくれる。

　今ならずっと気になっていたことを訊ねてもいいだろうかと、レイナは意を決して口にした。

「カイン様は、その……伝説の竜なのですか？」

「やはり覚えてくれていたんだな？」

「え？」

　呟くようなカインの言葉を訊き返すと、カインは小さく首を横に振った。

「いや、……伝説ではないよ。ただの竜人であって、先祖が世界創造を手伝ったなんて聞いたことはないからな。ただ迫害されている獣人たちを率いてこの地にやってきたのは事実のようだ。そしてあの〝恵みの園〟に種を蒔き、皆で育てたんだよ」

「それが竜の息吹ですか？」

　創世の神話では、天から舞い降りた竜が神より預かりし万物の種を蒔き、その息吹でもって成長を促し大地を潤したとされている。

　興奮したように目を輝かせるレイナを見下ろし、カインは微笑んだ。

「残念ながら私にも父上にもそのような力はないな。しかも炎や氷を吹き出すこともできないんだ」

　冗談っぽく答えたカインは、真剣な表情に戻ってレイナをじっと見つめた。

「今まで黙っていてすまない。もし、気持ち悪いと……あなたが嫌だと思ったのなら、あなたの前で変化することはないと誓う」

「いいえ！　どうかそのようなもったいないことはおっしゃらないでください！」

「もったいない？」

「あ……いえ、その」

　勢いのままに本音が漏れてしまい、おかしなことを言ってしまったなとレイナはうろたえた。

　しかしきちんと説明した方がいいと気を取り直し、レイナはカインを真っ直ぐに見つめた。

「まさかカイン様が竜に変化されるとは思ってもおりませんでしたが、そのお姿はとても綺麗で神々しくて、すごく素敵でした！　本音を言えば明るい場所でじっくり拝見したいくらいです！」

　そこまで言って、また暴走してしまったと気付いて焦ったレイナはカインをちらりと見た。

　するとカインは再び両手で顔を覆っている。

　その両手から覗く耳や頬が赤い。

「カイン様？」

「初めてだ……」

「はい？」

「そんな風に褒めてもらえたのも、また見たいと言ってもらえたのも……」

「あんなに美しいお姿ですのに？」

　レイナは照れるカインに驚いて、素直な言葉がまた出てきてしまった。

「いや……その……私の姿を目にしても、ほとんどの者は忘れてしまう。だがあなたは覚えてくれていただけでなく、美しいとまで言ってくれるなんて……ありがとう」

　カインは困ったように口ごもり、それから小さく礼を言う。

　そんなカインがかわいく思えて、さらに好きの気持ちが強くなっていく。

　それがレイナを大胆にさせた。

「また、私を空に連れていってくれますか？」

「怖くないのか？」

「怖い？」

「あの時は……あなたを助けるために必死だったからつい掴んで空へと舞い上がったが……怖がらせてしまったのではないかと……。あなたは震えていたから」

「それは……」

　言いかけて、レイナはためらった。

　正直に打ち明けて引かれてしまったらどうしようと不安になる。

　だがきっとカインなら受け入れてくれるだろうと、続けた。

「あの時は、すごくわくわくしてしまって。カイン様がとても綺麗で、伝説の竜はいたんだとか、空を飛ぶなんて初めてだったので……すみません」

「なぜ謝るんだ？」

「本来なら喜んでいるような状況ではなかったですから」

「ああ、そういうことか。確かに、緊迫した状況ではあったが、私もレイナがそのように感じてくれたことが嬉しい。だから、すまない」

「そんな！　カイン様が謝罪なさることでは……」

　カインに謝罪させてしまったことで焦ったレイナだったが、その不毛なやり取りがなんだかおかしくなってくる。

　どうやらカインも同じようで同時に吹き出した。

　笑い事ではないことも、これからもたくさんの厳しい現実が待っていることもわかっている。

　それでもこのひと時がふたりの距離をぐっと縮めたことは確かだった。

「さて……本当はまだまだ話したいことはあるが、明日のためにもお互いもう休まなければいけないな。明日には本格的にレイナからも事情を聴かなければならないだろう」

「――はい」

　名残惜しいが、かなり夜も更けている。

　ベッドから立ち上がったカインに続いてレイナも立ち上がろうとすると、押しとどめられた。

　そのままカインはレイナの唇に唇を重ねた。

　それはレイナには慣れない大人のキス。

「私たちにはこれからたくさんの時間がある。私は楽しみにしているよ」

「わ、私もです！」

　ぼうっとしてしまっていたレイナは、あまりに嬉しい言葉にまた勢いよく答えた。

　カインは優しく微笑み、そっとレイナの頬に触れてから去っていった。




＊　＊　＊




　レイナとの部屋を繋ぐ扉を閉め、寝室を抜けて執務室代わりの書斎に入ったカインは扉を閉めると、そのままずるずると座り込んだ。

「……やばい」

「やばいのは殿下のそのだらしのないお顔です」

「フィ!?」

「はい、フィルです」

「いや……とにかく、レイナがかわいすぎるんだ」

「それは以前からわかっていたことでしょう？」

「だが、初めはあんなに冷たくしてしまったのに……。それでも私のことを好きだと言ってくれるんだぞ？」

　今回のことでも計画を内密にしていたために、ひどく心配をかけただけでなく、レイナを危険な目に遭わせたのだ。

　随分遠回りさせてしまった騎士から手紙を受け取り、目を通した瞬間、出発前にすべてを――計画も自分の気持ちを打ち明けていればと後悔したが遅かった。

「ですから、縛りつけたくない、巻き込みたくないなどとおっしゃっていないで、最初から素直に優しくなさっていればよかったのです」

「そうは言っても、カミーラ嬢も招いたままだったというのに……」

「確かに計画途中でのご結婚となってしまわれたので大変ではあったでしょうが、冷たくなさる必要はなかったと思いますがね」

「これから明らかに争いが起こるとわかっているのに、それも彼女の父親と争うことになるのに、私に情を移しては苦しめるだけだろう？　しかも私は彼女を守ることもできないのだから距離を置いた方がいいと思ったんだ」

「それでがっつり巻き込んでしまわれるなど、どんな冗談ですか？　今回は妃殿下の機転で事なきを得ましたけれど、今後も危険はないとは言い切れませんよ」

「ああ、わかっている」

　レイナは守らなければならない存在ではなかった。

　ひとりでも立てる強さを備えた立派な女性になっていたのだ。

　あの夜――晩餐で夢を語ったカインに『力になりたい』と言ってくれたレイナにはもうそれだけの力があった。

　フィルに促されて時間も考えずにレイナの部屋を訪れた時も、なにも聞かずに『待っている』と言ってくれた笑顔にどれだけ励まされただろうか。

　髪を下ろした夜着姿のレイナは美しく、婚姻の夜にあえて見ないようにしていた。それからも考えないようにしていたものを突きつけられ、自分を抑えることで精いっぱいだった。

　そのため、レイナからの魅力的な誘いを『無理だ』のひと言で断り、傷つけてしまったこともわかっていた。

　それなのにレイナは何通もの手紙で暗くなりがちなカインの気持ちをあたためてくれたばかりか、機転を利かせて王都を救ってくれたのだ。

　きっとこの先もカインはレイナの支えを必要とすることになるだろう。

　もう幼い頃に生垣に隠れて泣いていた少女ではないのだ。

　あの頃のレイナはとても肩身の狭い思いをして暮らしていた。

　レイナのおかげで無事に怪我が治り、空へと解き放たれてから後も、なにか助けてやれないかと時々様子を見に行っていた。

　しかし、国王の妾だったレイナの母が亡くなり、王宮へと引き取られることになった時、惜別したのだ。

　これ以上思い入れを強くすれば、執着してしまうと。

　人間は――特に身分の高い人間は獣人を嫌う傾向にある。

　今まで何度も人間と接してきた獣人たちから聞かされていたことだった。

　竜人はとても愛情深い種族であり、一度異性に情を抱けばそれは生涯続く。

　しかも元来は縄張り意識も強く、つい束縛してしまうのだ。

　だからこそ、カインはレイナから距離を置き、生涯独身で過ごすつもりだった。

　それが向こうから花嫁としてやってきたのだ。

　それでもレイナの意思を無視するわけにはいかないと、どれだけ耐えていたか。

　正直なところ、今も耐えている。

　気持ちの通じ合った今、これ以上は抑えが利かなくなりそうで怖かった。

「やっぱりどう考えても好かれる要素がないだろ？　ひょっとして夢だったんじゃないか？」

　時間が経つにつれて先ほどのことが現実とは思えなくなってぼやいたカインに、勢いよく書類が飛んでくる。

「いい加減、うぜえんだよ！　今、何時だと思ってんだ!?　俺はお前の後を必死に追ってさっき戻ってきたばかりなんだよ！　そのままこの処理してんだ！　早く休ませろ！」

「わ、悪かった」

　鳥人のフィルは普段は早めに就寝する。

　それを南部地域から――バルセス公爵領から急ぎ戻るために無理をして飛び続けただけでなく、この騒動を片付けるためにこんな時間まで働いているのだ。

　竜人であるカインたちは数日眠らなくても平気であり、夜目も利く。

　今回の騒動ついての報告書などにさっと目を通したカインは素早く署名をすると、フィルは奪い取るようにして書類を受け取る。

　それからざっと目を通すと、ふんっと大きく鼻を鳴らして去っていった。

　その後ろ姿を苦笑しながら見送ったカインは、気配を消してそっとレイナの寝室に足を踏み入れた。

　やはりレイナは疲れていたのだろう。

　先ほど別れてからそれほど時間は経っていないが、ぐっすり眠っており、カインはホッと安堵の吐息を吐いた。

　今夜の出来事でうなされたりはしていないようだ。

　やはりレイナは強いなと誇らしく思うと同時に、どうしようもないほどに愛しさがこみ上げてきて、カインは慌てて自室へ戻ったのだった。










九　たくさんの真実




　久しぶりにぐっすり眠れた翌朝。

　目を覚ましたレイナは、いつもと変わらない朝の風景に首を傾げた。

（……夢？）

　昨夜、カインとキスをしたのはやはり夢だったのではないかと思えた。

　そこでふと首へ手をやる。

「いたっ」

　ぴりりとした痛みと包帯の感触。間違いない。夢ではなかった。

「アンヌ！　ノーラ！」

　喜びのまま慎みを忘れて、レイナは大声でふたりを呼んだ。

　詳細は今日話そうと言われたのだから、いつでも会える準備をしておかなければと急ぎベッドから飛び出す。

　昨夜は久しぶりの再会だったというのに、ぼろぼろのドレスに髪の毛だってくしゃくしゃで木の葉までつけていたのだ。

　思い出せば頬が熱くなる。

　わかっていますよとばかりに、アンヌとノーラがメイドたちを従えて寝室に入ってきた。

　そこでレイナは手首に包帯を巻いたアンヌの姿を見て、今さらながら、昨夜の騒動に付き合わせてしまったことを心配した。

　なんて薄情なのかと反省しながらも問いかける。

「アンヌ、あなたは大丈夫？」

「はい。ご心配いただき、ありがとうございます。ですが、追いかけっこも慣れておりますから」

　ふふふと笑うアンヌは心から楽しそうだった。

　だてにレイナに十年以上も仕えていない。

　ノーラはレイナの赤くなった目を冷やすために温めた布を差し出しながら、やれやれと呆れた風に首を振る。

「ねえ、ラベロはどう？」

　あの時は暗くてよく見えなかったが、おそらく何カ所か怪我をしていたように思う。

　顔を曇らせたレイナに、ノーラがさらに呆れた様子で答えた。

「ぴんぴんしておりますよ！　今朝だって、『自分の力量不足を痛感した。不甲斐ない！』と嘆きながら、殿下にご一緒して騎士たちの鍛錬に参加しているんですから！」

「それは、まあ……」

　ラベロらしくて、納得しかけたレイナだったが――。

「まさか殿下も鍛練を？」

「はい、そのように伺っております。今朝は朝食をご一緒になさりたいそうですので、レイナ様がお目覚めになられたらお知らせするようにと。今の時間でしたら、おそらく執務室にいらっしゃると思いますので、そちらに使いを出しました」

　頷くアンヌの話を聞いて、レイナは青ざめた。

　窓の外ではあたたかな日射しの下、小鳥たちが楽しそうに歌っている。

「私、すごく寝坊してしまったんじゃ……」

「まだそれほどの時刻ではありませんわ。それに、昨夜は大変な目に遭われたのですもの。ぐっすりお休みになられたようで、よろしゅうございました」

「そんなの、アンヌだってラベロだって、皆一緒よ……」

　目に布を当てたまま、しょんぼりと言うレイナに、首の包帯を取り替えようとしていたアンヌはその手を止めた。

「――実はわたくし、今まで内緒にしておりましたが……」

「……なに？」

　突然の話題転換に驚き、レイナは布を取ってすぐそばに立つアンヌを見た。

　その真剣な表情に、なにかよくないことなのかと身構える。

「わたくしはレイナ様にお仕えできて、本当に幸せに思っております。なぜなら、レイナ様が大好きでございますから」

「アンヌ……」

「そしてそれは、わたくしだけではございません。皆も同じ気持ちです」

　アンヌが小さく手ぶりする方へと目を向けると、ノーラはもちろんのこと、メイドたちもにこやかに笑って頷いた。

「皆……」

　胸がいっぱいで苦しい。せっかくまぶたが軽くなったのに、また涙が込み上げてくる。

「……ありがとう」

　それだけ言うのが精いっぱいだった。

　アンヌは再び手を動かして、レイナの細い首に包帯を巻き始める。

「まあ、あまり申し上げても、これでいいのだとその気になられては困りますので、今まで出し惜しみしていたのですけれどね」

「ええ？　出し惜しみってなに!?　今ので台無しじゃない！」

「ほらほら、じっとなさっててください。手元が狂って絞め上げてしまいそうですわ」

「ちょっと！」

　結局、いつものやり取りに戻ったふたりを見て、メイドたちはくすくす笑いながらレイナのドレスを整え、ノーラは大きくため息をついて洗面器と布を下げに行った。




「おはよう、レイナ」

　身支度を終えたところでちょうど現れたカインは、微笑みを浮かべて朝の挨拶を口にした。

「お、おはようございます」

　何度見ても、カインの笑顔には胸が高鳴る。

　頬を染めるレイナに、カインは眩しそうに目を細めた。

「元気そうでよかった」

「はい、ありがとうございます。私よりも、カイン様はいかがですか？　今朝も騎士たちと鍛練をしたと聞きましたが、疲れは出ていませんか？」

「そんなに心配しなくても大丈夫だ。ありがとう」

　矢継ぎばやの質問に、カインは優しく答えた。

　それから少し遅めの朝食をとりながら、カインが困ったように切り出す。

「疲れているところ申し訳ないんだが、この後父上がレイナに会いたいと言っている」

「陛下がですか？」

「ああ」

　今まで一度もニクラス王から会いたいと言われたことのなかったレイナは緊張した。

　昨夜は気遣ってくれたらしく部屋へとすぐに戻るよう言われたが、今日は今までの失態を咎められるのかもしれない。

　それともカインや皆に迷惑をかけるなんて、嫁失格だと言われるのかもしれない。

　よもや問題が解決に向かっている今、フロメシアの嫁はもう必要ないなどとは……。

　ぐるぐると最悪のことを考えながら、レイナは恐る恐る問いかけた。

「やはり……陛下はお怒りなのでしょうか？　私が――」

　ダメ嫁だと。そう口にする前に、カインが驚いて声をあげた。

「まさか！　怒るべきはレイナの方だろう？　父上は謝罪したいそうだ」

「え？」

「レイナにはまだゆっくり休んでいてほしかったんだが、父上がどうしても早く会って謝罪したいと駄々をこねるものだから」

「……駄々？」

　カインの言うニクラス王は、レイナの知るニクラス王とかなり印象が違う。

　困惑するレイナに、カインは苦笑して説明した。

「父上のことだが……威厳を見せるためにと、常に難しい顔をしていたら、あれで固定されてしまったそうだ。それが目下、本人の悩みなんだ。しかも、息子の嫁に会うと緊張して微笑むこともできないと、母上にぼやいているらしい」

「ぼやいて……」

「今回の仮病についても、レイナを騙して心配をかけてしまったと反省している。その上、自分はお見舞いを断らなければならなかったのに、母上だけレイナと食事やお茶を楽しんでいると、いじけていたらしい」

「いじけて……」

　聞けば聞くほど、ニクラス王の印象が崩れていく。

「でもなにより、今回の私たちの計画によって、レイナを危険な目に遭わせてしまったことを謝罪したいと。もちろんそれで許されるわけはないが――」

「いいえ、そんなことはありません！」

　カインの言葉を遮って、思わず否定したレイナは、小さく息を吸って続けた。

「私はフロメシアの王女として、この国に、カイン様のもとに嫁いできました。ですから、フロメシアの王女として望まれる役目はきちんと果たすつもりです。ですがそれはすべて、この国の、ユストリス国王太子であるカイン様の妻だからです。私は少しでもカイン様の力になりたい、この国のために役に立ちたいんです。それなのに、今回は危うく私が皆の計画を台無しにするところでした。……ごめんなさい」

　この騒動で気付いたこと、気付かされたこと。

　今までずっと、皆に守られて暮らしてきた。

　妾腹の姫と嘲られることはあったけれど、アンヌたちはいつも優しかった。

　それなのに、自分自身に拗ねていた。自分から幸せを遠ざけていた。

　でもこれからは素直になりたい。皆と一緒に幸せになりたい。レイナができる限りのすべてで。

「……レイナ、そうじゃない。やはり今回のことで非があるのは私たちの方だ。だが、これ以上はお互い謝罪しあってばかりになる。だから、もうやめよう」

　そう言って微笑んだカインは、すぐにその笑みを悪戯っぽいものに変えた。

「それでも、父上からの謝罪は受けてあげてくれ。そうしないと、きっと父上はひどく落ち込むだろうから」

「落ち込む……」

「父上は感情の起伏が激しいんだ」

　愛情を込めたため息をついて、カインは立ち上がった。

「さあ、行こう」

「ですが、このままでは……」

　食事は終わっていたが、王に謁見する装いではないことに、レイナはためらった。

　すると、カインはまた悪戯っぽく笑った。

「気にする必要はない。私たちはもう家族なんだから」

「――はい！」

　嬉しい言葉にレイナは元気よく答えて、差し出されたカインの手を取った。




　それからのレイナは、驚いてばかりだった。

　カインに連れられて訪れたのは、両陛下の居室。

　そこでレイナとカイン、王と王妃の四人だけになった途端、ニクラス王はレイナに向かって深く頭を下げたのだ。

　どうやら王は、病で床に臥していると流布している間、ほとんどの時間を街で過ごしていたらしい。

　街に潜む反逆者の動向を掴むためであったらしいが、王自ら動くことに臣下たちは当然反対した。

　しかし皆が危険を冒して働いている時に自分だけ玉座で呑気に座っていられないと動いていたそうだ。

　そして王妃は城で王の看病をしているふりをせねばならず、泣く泣く離れて過ごしていたとか。

　王は番である王妃が離れることを嫌がり、今までは王城以外の場所では常に一緒に行動していたからこそ、反逆者たちを欺くことができたのだろう。

　ただ人の気配に敏い王が城を離れていたため、モレト男爵夫人に扮したフロメシア出身の夫人に気付くのが遅れたのだった。

　王妃も夫人にはうまく避けられていたらしく、その存在に注意を払うことはなかった。

　ニクラス王は慌てふためくレイナの手をがしっと握り、眉尻を下げて自分の不覚を嘆き、どんなに申し訳なく思っているかを述べ始めた。――ので、カインと王妃が「はいはい」と、宥めて引き離してくれた。

　そこから、いじけてしまったニクラス王をよそに、三人でお茶を楽しんだ。

　昨日の今日で、こんなにのんびりとしていいのかと心配もしたが、優秀な政務官たちに任せてあるから大丈夫だと、カインは請け合ったのだった。




＊　＊　＊




　昼過ぎからは本格的な聴取が行われた。

　とはいえ、相手はカインとフィルであり、レイナはそれほど緊張することなく今回の成り行きを話した。

「それにしても、よく気付かれましたね。夫人が偽者だと。他の潜伏者については陛下も把握されておりましたが、夫人の正体については誰も気付かなかったようです。実際、カイン様に扮したレオン様がモレト男爵領でのちょっとしたいざこざを解決していたそうですからね。それももとから仕組まれていたのでしょうが……。ですから、カイン様に夫人はフロメシア出身の者ではないかと手紙で知らせてくださらなかったら、もっと大変なことになっていたでしょう」

「私は……夫人の話し方が気になって」

「話し方？」

　フィルの言葉にレイナが答えると、カインが反応した。

「はい。夫人はフロメシアの中央貴族特有の話し方をしていましたから。正確には、ルルベラの周囲にいた人たち……花嫁教育の教師として派遣されてきたアデル夫人ともよく似ていました」

「あの方か……」

　カインとは一度も話したことはなかったが、時折感じたアデル夫人からの憎々しげな視線は覚えているようだ。

「すごくすごく厳しかったんです。確かに私は不出来だったかもしれないですけど、あんなに厳しくしなくても、ちゃんと教えてくれれば、ちゃんとできる……はずなんです」

　最後は自信がなくて、少々頼りない言い方になってしまった。と同時に、冷静になってきたレイナは、熱くなりすぎていたことに気付いた。

「えっと、あの……話が随分逸れてしまいましたが、夫人に出身を訊ねたんです。すると、スジラムだと答えました。多分本物のモレト男爵夫人の出身地なのでしょうが……故郷のお話をお願いすると、まるで本に書かれていることそのままを読み上げるような説明で、愛情も郷愁もまったく感じられなかったんです。それに……」

「それに？」

　なにか言いかけて口を噤んだレイナを、カインは優しく促した。

　言うべきかどうかレイナはわずかにためらい、結局口にした。

「手紙を……カイン様に出しても、なかなかお返事がいただけなくて、なにかあったのではないかと。アルクネトから流れてくる情報もあまりに少なくて……だから、騎士を直接……」

　手紙の返事をもっと欲しかったと、わがままを言っているように思われないか心配したが、隣に座ったカインは身を屈めていきなり一度キスをした。

「カ、カイン様……」

　恥ずかしさで戸惑うレイナを、金色の瞳が見つめる。

「私はあなたに……レイナに謝らなければならないことばかりだ」

　突然の主の変わり様にフィルは驚いた様子もない。

　気にした風もなく、レイナが答えたことを書きとめている。

「なんの……ことですか？」

「本来ならはじめからレイナに説明するべきだったのに、巻き込みたくないと傲慢にも考えてなにも語らなかった。そればかりか、はじめはレイナを遠ざけようとして傷つけてしまった。本当に私は愚か者だ」

「いいえ、そんなことはありません」

「いや、そうだよ。結局、今度のことではレイナに心配をかけ、危険な目に遭わせてしまった。だからせめて、きちんと説明させてほしい」

　真剣な表情のカインに応えて、レイナは頷いた。

　昨晩は中途半端なままだったので、今回のことで本当はなにがあったのか、ちゃんと知りたい。

「今回の謀反計画を知った時、事前にバルセス公爵が怪しいとの情報も掴んでいたので、カミーラ嬢を王城に招待して結婚を考えていると嘘の噂を流し、油断させてさらなる情報を引き出すことにしたんだ」

「では、私はカミーラ様との仲を引き裂いたわけではないのですね？」

　昨夜少しだけ聞いたことではあるが、ずっと気がかりだったことが解決して、レイナはホッと安堵の吐息を漏らした。

「ああ。余計な気を遣わせてしまってすまない」

「いいえ。私との結婚は皆様の計画を狂わせてしまったことになるのでしょう？　私の方こそ申し訳ないことをしました」

「それも気にしないでくれ。計画に大きな狂いはなかったんだから。逆に同情を買うことによってうまく騙せたようだ。そのうちバルセス公爵がフロメシアの前国王と手を組んだとの情報を得ることもでき、私たちは囮おとりに釣られたふりをして、裏をかくことにした。まあ、アルクネトには素直に私が行ってもよかったんだが、遊学をしたことがあり、土地勘のあるレオンの方が、事を収めるには適しているだろうって話になり……あまり面識のない私よりも新大公も安心するだろうと――」

「あ、あの、カイン様とアルクネトの大公様は幼馴染みではないのですか？」

　途中で話を遮るのは失礼だとわかっていたが、聞かずにはいられなかった。

　てっきりアルクネトの新大公がカインの初恋相手だと思い込んでいたけれど、カインの反応を見ると、どうやら違うらしい。

「私と大公が？　いや、違う。それはレオンのことだろう。レオンは大公がこの城に滞在している時にはよく遊んだらしい。私は遊学中だったからよくは知らないんだ。私と大公は、数回顔を合わせたことがある程度だよ」

「……カイン様は、アルクネトに遊学なさったことはないのですか？」

「ああ。先ほども言ったが、それはレオンだ。私たち王子がどこに遊学しているかは基本的に秘密だから、適当な噂が流れる」

「そう、だったんですね……」

　レイナの体からどっと力が抜けた。そして心がふっと軽くなる。

　確認もしないで、噂に振り回されるなど大馬鹿だ。

「レオンの居場所はほとんどの者が知らない上に、容姿も私とよく似ている。そのことを今回は利用したんだが……。この季節、南部地域では風が吹き荒れるから、頭も顔も、全身をローブで覆っていても怪しまれない。ただ頻繁に手紙をやり取りすれば気付かれてしまう可能性がある。それでレイナには前もって書いておいた手紙をレオンが時期を見て送ってくれることになっていたんだ」

　カインはそこで言葉を切り、困ったような残念そうな表情で大きく息を吐いた。

「だが遠回りして届くレイナからの手紙を読むうちに堪え切れず、変化して帰ろうと何度も思った。しかし、それでは今までの皆の苦労がすべて無駄になってしまうかもしれない。そうフィルに諭され、せめて手紙の返事だけでもと書いたんだ。戻ったらきちんと説明して謝ろうと。そして、今度こそはじめからやり直してほしいと頼むつもりだった。だから待っていてほしいと……」

　優しい口調が次第に苦いものへと変わり、カインの顔から笑みが消えた。

「もうすぐ終わると、終わらせられると傲慢にも思っていた。レオンからも父上からも、すべて順調だと聞いていた。だから、レイナの近衛騎士が直接手紙を届けに来た時は驚いたし、読んで肝を潰した。父上はモレト男爵夫人のことは知らせてこなかった。ということは、気付いていないのだと。怖い思いをさせて、本当にすまなかった」

　改めてレイナの瞳を真っ直ぐに見ると、カインは謝罪した。

　それから少し表情を和らげ、穏やかに続けた。

「それに、たくさんの機転を利かせてくれて、ありがとう」

「い、いえ……」

　カインの優しい言葉に、胸が熱くなる。

　本当はすごく怖かった。

　フロメシアの王宮を発つ時には不安で、ユストリスの王太子妃となる自信がなくて、カインに冷たくされて傷つき、嫉妬で心が引き裂かれそうなほどに苦しんで、夫人たちに捕らわれた時はとても恐ろしかった。

　それでも我慢していたのだ。

　笑顔を絶やさず頑張れば乗り切れると。

　ふと気が緩んだ瞬間、ぽろりと涙がこぼれた。

　一度溢れてしまうと、止めようとしても止まらない。

「ごめん、なさい……私……」

「いいんだ。レイナは泣いていいんだ」

　謝罪するレイナを胸に抱き寄せて、カインは子供をあやすように背中をぽんぽんと叩く。

　大きく温かな腕の中は安心できる。

　ようやくレイナが落ち着いた時には、フィルの姿はどこにもなかった。

「――あいつは気を利かせて出ていってくれたよ」

「も、申し訳ありません」

「謝る必要はないよ。そもそもフィルが同席したこと自体が邪魔だったんだから」

「それは……」

　肯定するべきなのか否定するべきなのかレイナが悩んでいると、カインのくぐもった笑い声が聞こえた。

　腕の中にいるせいかカインの笑い声が直接伝わってくる。

「すまない、戸惑うレイナがかわいすぎて」

「え……」

「はあ、かわいい。本当にレイナはかわいい」

「カイン様!?」

　今までとはあまりに違うカインの態度に、レイナは驚いた。

　するとカインは気まずそうな顔になり、それからひとつ咳払いをして真剣な表情に戻る。

「その……竜人はくどいんだ」

「くどい？」

「愛情表現が。それに独占欲も強いし、一途すぎるところもある」

「一途すぎる……？　ですが、殿下には初恋の方がいらっしゃると聞きました。ひょっとして、私と結婚しなければならなくなったために、その方を諦められたのですか？　でしたら無理して私を――」

　レイナの言葉はカインのキスによって続けることができなかった。

　今朝起きた時には、昨夜のキスは夢のようでふわふわしていた。

　だが、やはりあれは夢ではなかった。

　そう思えるほどにはっきりと記憶がよみがえってくる。

　座っていてよかった。でなければ、立っていられなかっただろう。

　抱き寄せられているのに肘置きに阻まれてお互い距離を縮められないことがもどかしい。

「私の初恋相手はレイナなんだ」

「そんな嘘は――」

「嘘ではない。私は遊学先にフロメシアを選んだんだ。ただ……あの頃の私は傲慢な子供だった。自分の力を過信して、フィルの真似をして鳥に変化し空を飛んで移動するなど楽をしていたからな」

「鳥にも変化できるんですか？」

「ああ。いくつかの種族には変化できるが、今はめったにその力は使わない。過ぎる力は溺れるもとだからな」

　竜人という種族自体をレイナは今回初めて知ったのだが、その力には圧倒されるばかりだった。

　それなのにカインたちはその力に驕ることなく、自制している。

　傲慢だったとカインは言うが、自覚のないまま大人になる者も多いのだ。

　ひょっとしてそのために王族の男子は旅に出るのかもしれない。

「カイン様はとてもご立派な方です」

「そう言ってもらえると嬉しいが、私はまだまだだよ。だが、そうありたいとは常に思っている」

　カインはふうっと息を吐き出し、柔らかなまなざしを改めてレイナに向けた。

「フロメシアに遊学していたある日、鳶に襲われて怪我を負った私は変化することもできなくなり……生垣の陰に隠れていたところを優しい人間の女の子に助けられたんだ」

「そうですか……。ちょっとびっくりしましたが、優しい女の子に助けられたのならよかったです。お怪我も無事に治られたんですよね？」

　カインが怪我をしたと聞いて心配になったレイナだったが、これは昔の話であることを思い出して安堵した。

　今のところ目に見えて悪いところはなさそうである。

　しかしカインは困ったように微笑んだ。

「――もちろん完治したよ。とてもよくしてくれたから……その、さすがに覚えてはいないか？」

「……え？」

　問われてレイナはまさかと思った。

　だが話の流れからして、カインを助けた女の子とは自分らしい。

　昔から怪我をした小動物をよく治療はしていたが――。

「ひょっとして、あの空色の小鳥？」

「ああ。思い出してくれて、ありがとう」

「いいえ、そんなお礼を言われることでは――っ!?」

　当然のことをしただけで礼を言われることではないと否定しかけたレイナを、カインはいきなり抱きしめた。

　先ほどの優しい抱擁よりも情熱的に感じられるほど力強い。

「単純に思えるかもしれないが、私たちは特に人の心の内に敏い。あなたの優しさも悲しみも伝わり、あれから何度も様子をこっそり見ていたんだ」

「こっそり何度も……」

「すまない。気持ち悪いよな？」

「いいえ。恥ずかしくはありますが、見守ってくださっていたのなら、嬉しいです」

　照れくさくて笑ったレイナに、カインはまたキスをした。

　唇だけでなく、頬にも耳にもまぶたにも。

　今まで以上に頬に熱が集まるのがわかる。

　そんなレイナをカインは愛しそうに見つめた。

「……レイナに恋してしまったことは自覚していた。だからこそ、このままそばにいては離れられなくなると、無理にでも番にしてしまうと思い、離れることにしたんだ」

「……やっぱりカイン様はお優しいですね」

「いや、あなたのためだと言いながら、本当は自分のためだったんだ。一方的に番にしてもレイナが心を向けてくれなければ苦しいだけだからな。そしてお互いが不幸になってしまう。だからまさか、あなたが花嫁としてやってくるとは思わなかったし、実際には動揺してバカなことを口走り、傷つけてしまった。本当にすまなかった」

「カイン様、もうそのことについては謝らないでください。私は今とても幸せなんです。それだけで十分ですし、この幸せを大切にしたいですから」

「私も……大切にするよ。ありがとう、レイナ」

　初めて出会った時から変わらないレイナの心を感じて、カインもまた幸せに満たされていた。

　この先も絶対にレイナを幸せにしようと、カインは手に入れた奇跡に感謝したのだった。




＊　＊　＊




　寝支度を整えたレイナは、寝室の窓から猫の爪のような薄い月を見ていた。

　そわそわとした気分に合わせて、柔らかな絹地の夜着がふわりと揺れる。

　今夜もカインは訪れてくれるかもしれないと、期待と不安でどきどきして落ち着かないのだ。

　昼過ぎにしばしの幸せな時間を過ごしてからカインとは顔を合わせていない。

　やはり多忙を極めており、夜の食事も執務室でとったらしい。

（こういう時、よくできた妻なら、お夜食とか差し入れたりするのかな……）

　とは考えてみたものの、どうすればいいのかわからない。かえって邪魔をしてしまってはと躊躇してしまう。

　レイナは知らず知らず、小さく息を吐いていた。

　今回の騒動も着々と処理が進み、あと数日もすればまた平穏な日々を過ごせるだろう。

　義父であるニクラス王も思っていたような人物ではなく、王妃と共にレイナを家族として歓迎してくれた。

　夫のカインからの愛情は奇跡ではないかと思うほどで、レイナは本当に幸せだった。

　それなのに、どうしてもため息がこぼれてしまう。もっともっとと、贅沢にも望んでしまう。

　レイナは再び頼りなく輝く月を見上げた。

「――なにか羽織った方がいい。風邪をひく」

　突然後ろから声をかけられて、レイナはびくりと肩を縮めた。

　いつもカインは物音ひとつ立てずに現れる。

「すまない、また驚かせてしまったな」

「い、いいえ、大丈夫です」

　困ったように笑うカインに、首を横に振って答えたものの、レイナの胸は激しく打っていた。

　この高鳴る鼓動が驚いたからなのか、カインが現れたからなのか、よくわからない。

　でもきっと、近付いてくるカインを見ていると、ますます胸が苦しくなるから……。

「ほら、冷たくなっている」

　カインの大きな手が華奢な肩に触れる。

　そしてレイナは温かな腕の中に包み込まれた。

「震えているが、大丈夫か？」

「こ、これは……」

「うん？」

　寒くて震えているのではない。こんなにも頬が熱くて、体は火照っているのに、寒いわけがない。

　だけど、うまく言葉にできない。

「私……」

　声を詰まらせ目を伏せたレイナを、カインはいきなり抱き上げた。

「カイン様!?」

「ここは少し肌寒い」

　ひんやりとした空気が体にまとわりついてくる窓辺から、寝室の奥へとカインは向かい、ベッドの端にそっとレイナを下ろした。

　そのまま肘掛椅子に置かれていたガウンを取り上げ、レイナの肩に優しく着せかける。

「……ありがとうございます」

　まるで手のかかる子供のようで、恥ずかしさに小さな声しか出なかった。

「いや、もう少し話がしたくて……」

　穏やかに微笑んだカインは、わずかにためらってから続けた。

「――ずっと忙しなくて、一番大切なことをきちんと伝えていないから」

「……一番大切なこと？」

　もう十分すぎるほどに気持ちは伝えてもらった。

　他になんだろうと首を傾げたレイナの足元にカインが跪く。

「この先、まだまだ安定しないこの国で苦労をかけるかもしれない。だが私はもうあなたを手放せない。愛しているんだ。だから、レイナ……どうか私の妻となってほしい」

「カイン様……」

　驚きのあまり言葉がそれ以上出てこない。

　それでも喜びが心を、体を満たしていく。

「今さら……遅かっただろうか？」

　不安げなカインの声にハッとして、慌てて首を横に振る。

「いいえ、いいえ！　嬉しいです！　わ、私は、すごく……嬉しいです」

　澄んだ茶色の瞳から涙がぽろりとこぼれ落ちた。

　それは昨日とも昼間とも違う、幸せの涙。

　カインが涙に濡れた頬に手を伸ばし、優しく拭う。

　そして、体を起こし柔らかな唇にキスをした。

「好きだ」

　吐息ともつかないかすかな低い声。

　レイナの体に甘い戦慄が走る。頭がくらくらして、うまく考えられない。

　やはり風邪をひいてしまって、熱が出てきたのかもしれない。

「私も、カイン様が……大好きです」

　再びカインがレイナの唇を塞ぐ。

　途端に、またレイナの熱が上がり、動悸が激しくなり、お腹の奥がきゅっと痛くなった。

　ぼんやりとした頭の中で、これがアデル夫人の言っていた〝痛む〟ことなのかもしれないと考える。それでも、もっと、もっと欲しい。

　その思いのままに、レイナはもう一度だけ勇気を出してみようと決意した。

「あの……その、もっとカイン様と一緒にいたいです。このまま……」

「…………」

「ご、ごめんなさい」

　黙り込んでしまったカインに、やっぱり過ぎた願いだったと、急いで体を引こうとした。――が、逆に強く抱き寄せられ、気が付けばベッドに横になっていた。

　驚くレイナの唇に、また唇が重ねられる。

　そしてカインの唇は、柔らかな頬へとすべり、細い首筋へと移り、ぴたりと止まった。

　レイナの頭の両脇にある、カインのこぶしにギュッと力が入る。――一瞬の後、カインは顔を上げ、困ったように笑った。

「私もレイナを望んでいる。もっと一緒に過ごしたい、レイナが欲しいと。だが今は……」

　カインは包帯がまかれたレイナの首に優しく触れた。

　その手に手を重ね、レイナは震えながらも願いを口にする。

「今ではダメですか？」

「レイナ？」

「私はもう……待ちたくありません。だから、私のわがままを聞いてください」

「わがままではない、それは私の願いだ」

「カイン様……」

　恥ずかしそうに頬を染めるレイナをしっかりと抱きしめ何度目かのキスをして、カインは小さく笑いながら言った。

「もう、〝様〟はいらない。カインと呼んでほしい」

「カインさ……カイン？」

「ああ」

　その夜、初めてカインとレイナは番として結ばれた。










終　幸せなお姫様




「随分立派に育ったな」

　恵みの園の花椰菜畑の前で、カインは感心したように呟いた。

　応えてレイナが嬉しそうに笑う。

「はい！　頑張りました！　……水やりと草抜きを」

　今日はいよいよレイナが植えた花椰菜を収穫するのだ。

　あの騒動の時に畑は踏み荒らされ、いくらかダメになってしまったが、ほとんどが無事だった。

　それでも落ち込むレイナを、王妃は気にする必要はないと慰めてくれた。

　大切に世話をしてくれたレイナたちの助けになったのだから、野菜たちも本望よ、と。

　捕らえられた夫人や偽騎士たちはその後、断罪された。

　今はレグルとも連携を取り、フロメシアの反乱分子――前国王ラクスの関与を糾明しているところだ。

　モレト男爵夫人を騙っていた女性は、どうやらラクスの侍女であり妾だったらしい。

　またバルセス公爵は蛇の獣人で、遥か昔――ユストリスの王となることを狙っていた一族だった。

　しかし王となること叶わず、長い年月をかけて執念深く王位を簒さん奪だつする機会を狙っていたようだ。

　カミーラは以前から父親に協力しており、城へと招かれてからも情報を盗み出して知らせていたらしい。

　もちろんそれは偽の情報で、すべてが謀反の証拠を掴むために踊らされていただけだった。

　アルクネト公国での暴動は後処理も滞りなく終わり、数日中にはカインの弟のレオンが帰城する予定である。

　レイナにとっては、初対面となるので少し緊張していた。

　だがそれ以上に楽しみだった。

　ちなみに、カインの初恋がアルクネト大公云々という話はどうやらレオンの作り話だったようだ。

　おそらく自分のことをジェマに追及されたレオンが、話をすり替えたのだろうと。

　カインは怒りながらも笑っていた。兄弟仲はとてもいいらしい。

「これだけあれば、当分は毎日しっかり食べられますよね！」

　花椰菜は暑い季節には生育しないので、この収穫が終われば、しばらくは食べられなくなってしまう。

　今のうちにたくさん食べておかなくては、と意気込むレイナの耳元で、カインが囁いた。

「それで、花椰菜をたくさん食べている効果はありそうか？」

「え？」

　意味深な問いかけに、レイナの顔が途端に赤くなる。

「そういえば、幸せな花婿が食べたらどうなるんだろうな？」

「そ、それは……きっと……」

　花椰菜にまつわる話では花婿のことはどう伝えていただろうか？

　もごもごと呟いてレイナはうつむいた。

　カインは赤く染まった頬を両手でそっと挟み、帽子で隠れてしまった顔を上げさせ、茶色の瞳を見つめて微笑んだ。

「ここにある花椰菜を全部食べてしまっても、私がレイナを幸せにする。これから先、ずっと」

「わ、私も……カインを幸せにしたいです」

　どきどきしながらレイナが金色の瞳を見つめ返すと、カインは嬉しそうに頷いた。

「では、今よりもっとふたりで幸せになろう」

「はい！」

　レイナの喜びに満ちた声が、恵みの園に響き渡る。

　すっかり仲睦まじくなったふたりを見守っていたアンヌは、無言のままハンカチを取り出すと、ラベロに渡した。

　ラベロは日射しが眩しすぎるとかどうとか言いながら、ハンカチで目頭を押さえた。

　燦々と降り注ぐ太陽の光の下、緑の萌える大地の上に立つカインとレイナは、まるでおとぎ話に登場するふたりのようだ。

　――父なる太陽神と母なる大地神に祝福されたふたりは、手に入れた恵みをたくさんの人々に分け与えて世界を豊かにし、末永く幸せに暮らしました、と。

　そしてこの後、カインとレイナはおとぎ話を現実のものにしたのだった。
















特別書き下ろし番外編










竜王の独占欲




　バルセス公爵を中心とした謀反から二カ月あまり。

　商店主たちが催している感謝祭に訪れていたレイナは、見送りの者たちが見えなくなるまで馬車の窓から笑顔で手を振り続け、ふっと真顔に戻ってアンヌに問いかけた。

「予定より遅くなってしまったけれど、カイン様には連絡してくれているのよね？」

「はい。急ぐ必要はないので安全に配慮して戻ればよい、とのことです」

「そう……。それならよかったわ」

　ホッと安堵しながらも、レイナはかすかにモヤモヤしていた。

　それはおそらく、とある伯爵夫人が主催した昨日のお茶会で耳にしてしまった会話のせいだろう。

『妃殿下はよく殿下のおそばから離れていらっしゃるけれど、平気なのかしら？』

『そうよねえ。力の強い獣人ほど番が離れるのを嫌がるのに……。人間には番という概念もないそうだから妃殿下はともかく、殿下は……ねえ？』

『そうそう。それに殿下ほどの方の番ならもっと匂いがするはずよね。ご結婚されてもう一年近くになるのになにも匂わないなんて』

『やっぱり、このご結婚は政略なのよ。でもいつか殿下に本当にお好きな方が――番が現れたらどうなさるのかしら』

『あら、それでも殿下は誠実な方だから妃殿下を裏切ることはなさらないと思うわ』

『そうよねえ。お気の毒な殿下』

『本当にお気の毒だわ』

　好きだと言ってくれたカインの言葉も気持ちも信じている。

　それでも無理をさせているのではないかと――気の毒な思いをさせてしまっているのだろうかと不安になってしまう。

「私だって……」

「なにかおっしゃいましたか？」

「ううん。なんでもないわ」

　思わず漏れ出た言葉にアンヌが首を傾げる。

　慌てて笑顔で取り繕ったレイナだったが、アンヌはごまかされなかったようだ。

　しかし、特に追及してくることなく、レイナはホッと息を吐いた。

　あの騒動がようやく落ち着いた今でも、当然のことながら人間であるレイナのことをよく思わない者はいる。

　そんな者たちに耳を貸すよりも、もっとすることがあるとレイナは頑張ってきたつもりだった。

　騒動によって不安に思う民たちの前に早い時期からレイナが積極的に出ることによって、人間たちとはうまくいっていると――ユストリス王国は盤石なのだと示していたのだ。

　もちろん、その行動によって人間に恨みを持つ者たちを刺激し、身を危険にさらしてしまうこともわかっていた。

　カインには心配もかけているが、それでも強く止められないのは、レイナの行動による効果の方が大きいと理解しているからだ。

（私だって、本当はカインのそばにいたいわよ。だけど、私にはやらないといけないことが……私が人間だからこそやらなければいけないことがあるんだもの……）

　王と王妃は今まで一度も王城外で単独行動をしたことがないとされている。

　カインや王などの竜人はだいたい王城内程度の範囲なら番の気配を感知することができるのだそうだ。

　しかし王族が竜人だと知る者はごく少数のため、その能力を知る者もほどんどいない。

　獣人たちは獣の本能のようなもので王族たちを自然と崇拝しているらしいのだが、その正体を知りたいとレイナに探りを入れてくる者も多かった。

　昨日のお茶会でもカインに同情しながらレイナを利用しようとしていた者がいたのだ。

　そのことを思い出すと、今度はだんだん腹が立ってきた。

（カインが私のことを好きでいてくれるのはわかっているわ。だけど縛りつけたくないからって無理をさせていることだってわかっているもの。それを他人に気の毒だと思わせてしまっているなんて！）

　フロメシア王国の王女として嫁いできたからには、まだやらなければならないことはある。

　だが王太子妃である前に、レイナはカインの妻なのだ。

　城門を抜け、王城内に戻ってきた頃には決意も固まっていた。

「それでこそ、レイナ様ですわ」

「……え？」

「最近の――特に昨日からのレイナ様はお元気がありませんでしたが、私どもが心配させていただくよりも、きっとご自分で解決なさるだろうと思っておりました。今のレイナ様のお顔を拝見していると、間違いなかったと嬉しく思います」

「私って、そんなにわかりやすいの？」

「それがレイナ様のよいところですわ」

「嬉しくない……けど、ありがとう」

　アンヌが先ほどなにも言わなかったのは気を使っていたからなのだ。

　今度こそレイナは心からの笑みを浮かべて答えた。

　惹かれ合う番の結びつきについてはよくわからないが、カインに強く惹きつけられていることは確かである。

（私は私だもの。どんなに願っても獣人にはなれない。人間である私を、カインは好きだと言ってくれる。他の誰も関係ない。大切なのはお互いの気持ちよ）

　レイナがひとりで出かけた後、王城に戻って一番にすることはカインに会うことだ。

　直接会って帰城を報告するのだが、どんなに忙しい時でもカインはその時間を割いてくれる。

　馬車から降りたレイナは真っ直ぐカインの執務室に向かった。

「失礼いたします、殿下。ただいま戻りました」

「おかえり、レイナ。疲れただろう？　夕食前ではあるが、少しお茶でもどうだい？」

「……いただきます」

　入室の許可をもらって執務室に入れば、いつもカインはひとりだった。

　本当ならフィルなどの補佐官が座っているはずの机にも誰ひとりいない。

　これも偶然ではなく、レイナの帰城に合わせてくれているのだと今ならわかる。

「今日はどうだった？」

「初めて見るものが多かったのですが、皆さん親切に色々と教えてくださって、楽しかったです。子供たちは明るく元気で私も元気をもらえました」

「それならよかった。最近のレイナは少し元気がないように思えたけど、今は大丈夫そうだ」

　優しく微笑むカインに、レイナも微笑み返した。

　アンヌだけでなく、カインにも悩んでいることはバレていたようだ。

　先ほどまでのレイナなら、カインに心配をかけたことで落ち込んでいたかもしれないが、今は素直に嬉しかった。

　お茶の用意をしてくれたメイドが下がると、レイナはきょろきょろと辺りを見回した。

「誰もいないよ。なにか秘密の話？」

「いえ、秘密にしたいことはありません」

　悪戯っぽく笑うカインに答えて、レイナはカップをテーブルに置いて横へと位置をずらした。

　それを見て同様にカップを戻したカインへと、テーブルに両手をついて身を乗り出す。

　そのままレイナは驚くカインにキスをした。

「……レイナ？」

「私はカインが大好きです。とても。この気持ちを秘密にするつもりはありませんし、声を大にして宣言したいくらいなんです」

　これまでは驚くのも顔を赤くするのも常にレイナの方だった。

　だが今は、カインの方が戸惑っているようで、顔を赤くしている。

「人間の私には、番の絆というものはよくわかりません。ですが私は絆には負けないくらい、いえ、それ以上にカインのことが大好きです！　だから――っ!?」

　これからもこの国のためならカインと離れることもあるが、心は常にそばにありたい。

　そう伝えようとした言葉は、カインの唇に塞がれて声にすることはできなかった。

　先ほどの唇を重ねるだけのキスとは違う、深い口づけにレイナの心も体も震えてしまう。

　テーブルの上に置いた両手では自分を支えきれなくなったレイナを、カインは軽々と抱き上げて自分の膝の上に座らせ抱きしめた。

「私もレイナが大好きだ。とても愛しくて大切な存在なんだ。それでも、私の本能のままに縛りつけることはできない」

「カイン――」

「と、今まで遠慮していたが」

「はい？」

「レイナが声を大にして宣言してくれるなら、もう我慢はしないよ」

「我慢なさっていたんですか？」

　あの夜からずっと、ふたりきりの時のカインは優しくて甘い。

　実はこうして膝の上に座るのも初めてのことではないのだ。――カインの執務室では初めてだが。

「うん。前にも言ったように、私は執着心も独占欲もかなり強い。だから我慢していた。これからも本能すべてを解放することはやめておくが、レイナが私のものだと主張するくらいはさせてもらうよ」

　そう言って、カインはレイナの両頬を包んで再びキスをした。

　そこにノックの音が響き、レイナは慌てて離れようとしたが、カインは腕に力を込める。

「カ、カイン……」

　カインは立ち上がろうとするレイナを逃がさない。

　さっそく主張するつもりなのだろうかとレイナが動揺しているうちに、フィルが執務室へ入ってきた。

　フィルはカインの膝に座ったレイナを見ても驚いた様子はないが、なぜか鼻を手で覆っている。

「殿下、主張が過ぎます。妃殿下がお困りではないですか。あと、この甘ったるい匂いもやりすぎです」

「レイナから許可をもらったんだ」

「それはおめでとうございます。ですが、部屋の外に漏れるほどの匂いは必要ないでしょう。妃殿下がいらっしゃる場所をあまり知らせてしまうのも危険が伴いますから」

「それもそうだな」

　フィルの前だけなら、とカインの膝の上から降りることを諦めて、レイナはふたりの会話を聞いていたのだがよくわからない。

　ただ〝匂い〟については昨日の夫人たちも話題にしていたと思い出した。

「あの、匂いというのはなんですか？」

「残念でしたね、殿下。妃殿下にはこの匂いがわからないようですよ」

　レイナの質問にフィルがからかうように言うのだが、答えにはなっていない。

「別にかまわない。レイナには匂いで知らせなくても直接伝えるからな」

　カインはフィルに向かってふんっと鼻で笑ってみせると、腕の中のレイナを見つめて微笑んだ。

「レイナに私の匂いを移したんだ。私のものだと皆に知らしめるために」

「カイン……様の匂いですか？」

　人前ではカインを呼ぶ時には敬称をつけるようにしている。

　だがフィルはレイナとカインの関係をよく理解してくれているのでつい油断してしまうのだ。

　とってつけたように敬称を口にすれば、カインが笑いを堪えている気配が伝わった。

「……レイナにはわからないかもしれないが、獣人なら気付く。あからさまな束縛の証だから我慢していたんだが、レイナが許してくれたから、これからは遠慮しないよ」

　それはいわゆるマーキングのようなものだろうかと思ったが、レイナは嫌な気持ちになるより嬉しかった。

　ただフィルの言う通り、レイナ自身がその匂いを知ることができないのが残念である。

　さらにはカインにもレイナ自身の匂いをまとってもらえないのだ。

「私も、同じようにできればよかったです」

「うん？　いや、できているよ」

「え？」

「はい。私でも殿下から妃殿下の匂いは微弱ながら感じることができております。力の弱い獣人と同じくらいには、ですけど。力の強い獣人なら同様に感じていると思いますよ」

「そうなんですか!?」

　思わずレイナは自身の腕を鼻へと近付けてみた。

　臭くないかと心配になったが、その仕草を見てカインもフィルまでも笑う。

「普段のレイナもとてもいい匂いだから心配はいらないよ。それにこの匂いはちょっと種類が違うというか……なんと説明すればいいんだ？」

「そうですね。番に対する気持ち……魂の匂いとでもいうのでしょうか？　ですから種族は関係ないのです」

「なるほど……」

　なんとなくではあるが理解して、レイナは納得の言葉を呟いた。

　すると、フィルがパンパンと二回手を叩く。

「さて、休憩はここまでです。妃殿下、殿下に癒しをありがとうございました」

「あ、いえ！」

　状況を思い出したレイナはまた顔を赤くして立ち上がろうとしたが、やはりカインは解放してくれない。

「カ、カイン様、お仕事にお戻りください。私ももう戻らなければなりませんので」

「――わかった」

　レイナがお願いすると、カインはしぶしぶ手を離してくれた。

　ホッとしつつも名残惜しくもあり、これ以上ここにいてはレイナも離れがたくなると思い、立ち上がると急ぎ辞去の礼をする。

「カイン様、お邪魔いたしました」

「邪魔だったのはフィルだけどな。ありがとう、レイナ。また夜に」

「――はい」

　耳まで赤くなったレイナはフィルにも挨拶をして逃げるように執務室から出た。

　冷静になればなるほど恥ずかしくなってくる。

　次にどんな顔をしてフィルと会えばいいのかわからない。

　早足で自室へと戻るレイナを、皆が振り返って見ていたが、そのことには気付かなかった。

　その後、メイドたちからカインの匂いをまとっていることを祝福され、レイナはさらなる恥ずかしさに悶えることになったのだった。
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　皆様、はじめまして。または、こんにちは。もりです。

　このたびは『カタブツ竜王の過保護な求婚』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　この物語は、ヒロインのことが好きすぎるのに生真面目すぎて素直になれない、というより言葉が足りないカタブツで不器用なヒーローの成長がメインではないかと思います。

　ヒロインは落ち込むこともありますが、不遇なわりに強く生きてます。

　だからこそ、ヒーローはヒロインに魅かれ、最後には自制するのをやめて溺愛モードになるわけです。

　プロット段階では、ヒーローはもっとヒロインに冷たく当たっていたのですが、ヒーローの性格上我慢できなかったようで、気がつけばかなり「好き好き」オーラを出してしまうことになりました。その分、他の登場人物がヒロインをイジメることに。ヒロインにはいい迷惑でした（笑）。

　番外編を執筆中には、笹原亜美先生から美麗すぎるカバーイラストのラフ（というには完成度高い！）が届きまして、ニマニマしながらヒーローの溺愛っぷりを書くことができました。

　素敵なカバーイラストを描いてくださり、やる気をくださった笹原先生には感謝してもしきれません。

　また編集部の皆さまにも大変お世話になりました。ありがとうございます。

　そして、この本の出版に携わってくださった全ての皆様に、お礼を申し上げます。

　なにより、この本をご購入くださった皆様、本当にありがとうございました。




もり
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。







[image: ]










カタブツ竜王の過保護な求婚





発　行　２０２１年４月10日　初版第１刷発行

著　者　もり

発行者　菊地修一

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

URL……https://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Mori 2021




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		カタブツ竜王の過保護な求婚



		序　気の毒なお姫様



		一　押しつけられた縁談



		二　望まれぬ花嫁



		三　すれ違う想い



		四　憂鬱な里帰り



		五　ユストリス王家の秘宝



		六　疑い揺れる心



		七　動きだした策略



		八　伝説の竜王



		九　たくさんの真実



		終　幸せなお姫様



		特別書き下ろし番外編



		竜王の独占欲



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg





item/image/p006-007.jpg
2
1—787 /%
VAT OIB &R T oL HEE
ELTOSLHLAFOMRERD

DRILTED, SHRBICHICEA
fHEE>T(BERINT)EN,

P OBREROBAT AR
KEEZZONS. BIAHAN
P SRR TOBENA T
THEOTK K/ WEESs

ILLAS L §—3
VAFOREDHT vAFroBEoRTIO BAODR AWEEE
70X 70REIE ASFOEEEEER T ot RRAMOL
MRENSEIE WEC RO SEBMALLTONIE

DERTHISB

RSODHFECFEM

. DA OTHHIE

BABS-RADEF
sh1v &

BAE- 1AM ZOELF T E
OEHRBAORTHRHAOE
A ZOLIRVELLBOM
| ELEBAT XY I~ TE
BOBEELD LA1FOILHR £
W EBT

o S X
Brot SEEZAMOIE

LAt ey

{l

70xSPEEOBERRA ‘
O/ WNRFELBENTRES ||
R BALFVEDBELL S
B VRS ORDD KRR
ROMARCKSTER BRD
PR MORELEATT
Ko HVCABT T OHABE,

"y
«






item/image/voicejisyakou.jpg
B b — iy
A 2 oA E D

\
5

i
B
=}
=

2
ol
=
S

i 74’-5@5#?5 HWEZERDITAJ4 (BRI BZHESR
by HHAE EHOTEET! oy eaps by BEF 77
2018528 LD LHIBRYY — 2! B 515 8 13

Google Play

)

RY—28F
| (2BBAKR)
HRIRAREFZ

RY=ZH7 T THHIBETALT7 79— 1)~






